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愛犬の登録と狂犬病予防注射を受けさせましょう

1回目
実施場所 実施時間

  9：10 ～ 10：10
10：30 ～ 11：30
13：00 ～ 14：00
14：20 ～ 15：20
15：40 ～ 16：40

※大山区は旧公民館跡地で行います。
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今月の主な内容

市政トピックス
　平成27年度施政方針
市税等納期カレンダー
Photo News
　中学校卒業式 

　生後91日以上の犬は、狂犬病予防法により、市への登録と毎年１回の狂犬病
予防注射を受けさせることが義務付けられています。また、鑑札と注射済票は、
必ず犬の首輪に付けておかなければなりません。登録と狂犬病予防注射を行い、
飼い主の責任を果たしましょう。

問合せ：環境対策課　☎８９３-４４１１　内線４５１

※平成26年度より注射料金の値段が変更されて
います。金額を確認してつり銭のないように
ご準備ください。

☆集合注射でのお願い☆

環境対策課からのお願い
　愛犬の「死亡・行方不明・所在変更・譲渡」等がある場合は抹消手続き
または変更手続きが必要ですので環境対策課までご連絡ください。

１．事故を防ぐため、犬を抑える事ができる方が連れて来てください（咬
み癖のある犬は必ず「口輪」を装着してください）。

２．体調が悪い犬や注射を嫌がる傾向の犬は、動物病院での注射をお願
いします。獣医師に相談してください。

３．犬の糞尿は飼い主が片付けて下さい（ビニール袋やちり紙などを持参
してください）。

４．注射前後２～３日は激しい運動やシャンプー等は控えるようにしてく
ださい。

５．問診票（ハガキに記載）は事前に記入してください。
　※継続接種の場合のみ、新規の場合は会場にて確認ください。

5月24日（日）1回目 5月24日（日）
中 原 公 民 館
愛 知 公 民 館
長 田 公 民 館
宜 野 湾 公 民 館
我 如 古 公 民 館

実施場所 実施時間
  9：10 ～ 10：00
10：15 ～ 10：45
11：00 ～ 11：30
13：00 ～ 13：40
14：00 ～ 14：30
14：50 ～ 15：20
15：40 ～ 16：40

野 嵩 １ 区公民館
野嵩２区公民館
野嵩３区公民館
普天間１区公民館
普天間２区公民館
普天間３区公民館
新 城 公 民 館

実施場所 実施時間
  9：10 ～ 10：10
10：30 ～ 11：30
13：00 ～ 14：00
14：20 ～ 15：20
15：40 ～ 16：40

大 謝 名 公 民 館
上大謝名公民館
嘉数ハイツ公民館
嘉 数 公 民 館
真 栄 原 公 民 館

実施場所 実施時間
  9：10 ～ 10：00
10：30 ～ 11：30
13：00 ～ 14：00
14：20 ～ 15：20
15：40 ～ 16：40

喜 友 名 公 民 館
伊 佐 公 民 館
※大 山 旧 公 民 館
真 志 喜 公 民 館
宇 地 泊 公 民 館

登 録 手 数 料

予防注射手数料

注射済票手数料

犬の鑑札再発行

注射済票再交付

¥3,000
¥2,650
¥550

¥3,200注射手数料

《新規登録の手数料内訳》
（新規登録の方は￥6,200）

《再交付手数料》
¥1,600
¥340

★平成27年度　狂犬病予防集合注射　日程表★

愛犬の登録と狂犬病予防注射を受けさせましょう愛犬の登録と狂犬病予防注射を受けさせましょう

〜市道大山７号、いよいよ〜
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市      報
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広告掲載に関する問合せは、㈲金城印刷　☎995-0001広　  告



市報ぎのわん　2015・4・10　（2）（3）　市報ぎのわん　2015・4・10

平成27年度 施政方針

平成27年度

第389回市議会定例会

平成27

第389回市議会定例会
施政方針

27年度

市議会定例会

27年度

市議会定例会
施政方針（要旨）

平成27年度 施政方針

　
第
３
８
９
回
宜
野
湾
市
議
会
の
開
会

に
臨
み
、
平
成
27
年
度
の
宜
野
湾
市
一

般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
各
特
別
会
計

予
算
な
ら
び
に
関
係
議
案
の
ご
審
議
を

お
願
い
す
る
に
当
た
り
、
市
政
運
営
の

基
本
方
針
と
主
要
施
策
事
業
に
つ
い
て

申
し
述
べ
、
議
員
各
位
な
ら
び
に
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
市
長
就

任
時
の
所
信
表
明
で
述
べ
ま
し
た
６
つ

の
大
き
な
柱
と
行
財
政
改
革
を
中
心
に

推
し
進
め
、
市
民
生
活
の
向
上
が
図
ら

れ
る
よ
う
各
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

　
本
市
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

米
軍
基
地
普
天
間
飛
行
場
問
題
に
つ
い

て
は
、
全
面
返
還
合
意
か
ら
す
で
に
18

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
未
だ
返
還
は

実
現
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
返
還
合
意

の
原
点
は
「
危
険
性
の
除
去
」
と
「
基

地
負
担
の
軽
減
」
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

危
機
感
を
持
っ
て
普
天
間
飛
行
場
の
固

定
化
を
絶
対
に
阻
止
し
、
早
期
閉
鎖
・

返
還
と
、
そ
の
間
の
危
険
性
の
除
去
お

よ
び
負
担
軽
減
を
関
係
要
路
に
強
く
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
経
済
・
産
業
・
雇
用
の
施
策
と
し
て
は
、

企
業
誘
致
お
よ
び
雇
用
創
出
事
業
な
ど

を
実
施
し
、
こ
こ
３
年
間
で
１
千
３
百

名
余
の
雇
用
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
市
民
の
雇
用
者
数
は
３
百
名
余
と

な
り
、
雇
用
の
場
の
創
出
に
つ
な
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
・
教
育
施
策
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
よ
り
小
学
校

給
食
費
助
成
事
業
を
実
施
し
、
こ
ど
も

医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
通
院

医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
平
成
25
年
10

月
か
ら
就
学
前
児
ま
で
拡
大
し
て
全
額

助
成
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
県

外
派
遣
費
補
助
金
の
拡
充
や
、
任
意
予

防
接
種
費
用
助
成
事
業
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
待
機
児
童
解
消
に
つ

い
て
は
、
３
年
間
で
入
所
定
員
数
を

１
６
５
名
増
加
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

子
育
て
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
は

ご
ろ
も
小
学
校
・
は
ご
ろ
も
幼
稚
園
」

を
開
校
し
、
大
山
小
学
校
の
過
密
化
を

解
消
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
支

援
と
し
て
平
成
25
年
度
よ
り
学
習
支
援

員
の
配
置
の
拡
充
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
福
祉
の
施
策
に
つ
い
て
は
、「
健

康
都
市
宣
言
50
周
年
」
を
記
念
し
て
、

平
成
26
年
度
に
「
健
康
づ
く
り
市
民
大

会
」
や
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
市
民
の
健
康
意
識
の

啓
発
を
図
る
た
め
の
各
種
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
の
施
策
と
し

て
は
、
喜
友
名
地
区
学
習
等
供
用
施
設

改
修
事
業
を
は
じ
め
、
上
大
謝
名
地
区

学
習
等
供
用
施
設
建
設
事
業
、
上
大
謝

名
街
区
公
園
整
備
事
業
な
ら
び
に
、
本

市
初
の
取
り
組
み
と
な
る
長
田
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設
お
よ
び
児
童
館

の
合
築
に
よ
る
建
設
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
27
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

　
西
海
岸
地
域
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
基
本
構
想
案

を
基
に
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
と
し
て

の
開
発
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て
は
、
普
天
間
地
区
お

よ
び
真
栄
原
地
区
の
交
流
拠
点
整
備
に

向
け
た
実
施
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、国
道
３
３
０
号

の
渋
滞
緩
和
に
つ
な
が
る
、
普
天
間
飛

行
場
を
迂
回
す
る
市
道
宜
野
湾
11
号
道

路
整
備
事
業
の
推
進
を
図
る
な
ど
、
市

民
の
暮
ら
し
の
向
上
を
図
る
た
め
の
重

要
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
防
災
対
策
の
施
策
と
し
て
は
、
海
抜

表
示
板
設
置
や
、
災
害
時
要
援
護
者
支

援
対
策
協
議
会
へ
の
補
助
金
拡
充
、
基

地
内
避
難
経
路
の
協
定
締
結
、
津
波
発

生
時
に
お
け
る
一
時
避
難
施
設
と
し
て

の
使
用
に
関
す
る
協
定
の
締
結
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
民
間
の

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

活
か
す
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の
節
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
度
は

公
園
管
理
な
ど
指
定
管
理
業
務
を
拡
大

し
、
平
成
26
年
度
は
市
民
課
窓
口
業
務

の
一
部
民
間
委
託
を
開
始
、
平
成
27
年

４
月
に
は
宜
野
湾
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
業
務
等
の
民
間
委
託
な
ら
び
に
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
園
の
民
間
移

譲
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
が
市
政
運
営
を
推

進
で
き
ま
し
た
の
も
、
議
員
各
位
な
ら

び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
の
お

か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、

引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
使

用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保
と
、
経
常
経
費
の
さ

ら
な
る
削
減
な
ど
歳
入
歳
出
両
面
に
お

い
て
取
り
組
み
を
行
い
、
予
算
編
成
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
市
税

収
入
を
は
じ
め
各
種
財
源
の
確
保
を
行

う
と
同
時
に
、
事
業
見
直
し
に
よ
る
歳

出
抑
制
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
以
下
、
第
三
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画

の
基
本
構
想
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
将
来

都
市
像
「
市
民
が
主
役
の
『
ね
た
て
』

の
都
市
・
ぎ
の
わ
ん
」
に
向
か
っ
て
、

活
力
あ
る
宜
野
湾
市
を
目
指
し
て
各
施

策
を
展
開
し
ま
す
。

 

　
ま
ず
、
総
合
計
画
に
掲
げ
て
お
り
ま

す
５
つ
の
基
本
目
標
の
推
進
を
図
る
た

め
、
以
下
の
項
目
を
推
し
進
め
ま
す
。

１
．
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
推
進

２
．
行
財
政
改
革
の
推
進

３
．
人
材
の
育
成
・
確
保

４
．
自
主
性
、
自
立
性
の
高
い
財
政
運

営
の
確
立

５
．
広
域
行
政
の
推
進

　
以
下
、
５
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て

各
施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　　「
情
報
の
共
有
化
と
多
彩
な
参
加
に

よ
る
市
民
力
を
育
成
す
る
」
施
策
を
進

め
ま
す
。「
市
報
ぎ
の
わ
ん
」
に
つ
い

て
は
、
委
託
業
者
に
よ
る
全
戸
配
布
を

実
施
し
ま
す
。

　
自
治
会
に
対
し
て
は
、
平
成
27
年
度

は
継
続
事
業
で
あ
る
上
大
謝
名
公
民
館
、

長
田
公
民
館
建
設
事
業
に
加
え
、
新
た

に
我
如
古
公
民
館
の
改
修
事
業
と
、
真

志
喜
公
民
館
建
設
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
５
月
に
男
女
共
同
参
画
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ふ
く
」
を
供
用
開
始

し
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
に
寄
与
す

る
人
材
育
成
や
、
女
性
に
関
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
の
学
習
お
よ
び
交
流
、
ま

た
充
実
し
た
講
座
・
研
修
を
行
い
、
関

係
団
体
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
友
好
都
市

で
あ
る
中
国
厦
門
市
の
厦
門
理
工
学
院

へ
の
留
学
生
派
遣
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　「
響
き
あ
い
、
共
に
育
つ
心
身
豊
か

な
社
会
の
実
現
」
の
た
め
、
学
校
教
育

環
境
の
整
備
お
よ
び
教
育
内
容
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
、
文
化

振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
４
月
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
」
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
所
得
の

階
層
ご
と
の
保
育
料
を
設
定
す
る
と
と

も
に
、
預
か
り
保
育
の
定
員
枠
の
撤
廃

な
ど
受
け
入
れ
体
制
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
３
歳
児
か
ら

対
象
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
国
際
化
に
対
応
で
き
る
外
国
語
教
育

の
充
実
に
向
け
た
小
学
校
英
語
教
育
課

程
特
例
校
事
業
を
継
続
し
、
引
き
続
き

中
学
校
短
期
海
外
留
学
派
遣
事
業
お
よ

び
英
語
検
定
料
の
半
額
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

　
学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校

に
学
習
支
援
員
を
配
置
し
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
「
確
か
な
学
力
」
が
確

実
に
身
に
付
く
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
へ
引
き
続
き
特

別
支
援
教
育
支
援
員
を
派
遣
し
、
障
が

い
等
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
適
切
な
指
導
や
支
援
を
行
い
、

保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
学
校
へ

通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
に
校
舎
等
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め

志
真
志
小
学
校
の
増
改
築
事
業
に
取
り

組
み
、
学
校
施
設
環
境
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
新
設
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
用
地
購
入
お
よ
び
本

体
工
事
に
着
手
し
、
安
全
・
安
心
な
給

食
を
提
供
す
る
た
め
の
施
設
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。
宜
野
湾
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
実
施
し
ま

す
。
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
小
学
校
給
食
費
助
成

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育

関
係
団
体
の
育
成
・
支
援
に
努
め
る
と

と
も
に
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
や

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
な
ど
に

取
り
組
み
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
協
力
を
推
進
し
社
会
全
体
の
教
育
力

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
文
化

祭
を
は
じ
め
、
嘉
数
区
を
舞
台
に
し
た

創
作
市
民
劇
の
上
演
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
、
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
を
実

施
し
、
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め

ま
す
。

　
市
立
博
物
館
に
お
い
て
は
、
沖
縄
戦

と
戦
後
70
周
年
に
関
連
し
た
企
画
展
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
文
化
の
理

解
に
つ
な
が
る
講
座
や
教
室
を
開
講
し

ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
各

種
開
発
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
を
進
め
、
そ
の
成
果
の
保
管
・
管

理
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
文
化
財
愛
護
活
動
の
推
進
、
無
形

文
化
財
の
育
成
事
業
に
取
り
組
み
、
文

化
財
保
存
整
備
、
文
化
財
説
明
板
・
標

識
設
置
等
の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　「
出
会
い
と
交
流
を
大
切
に
観
光
・

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
充
実
す
る
」

施
策
と
し
て
は
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー
チ

賑
わ
い
創
出
事
業
と
し
て
本
市
の
観
光

資
源
で
あ
る
ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー
チ
の
サ

ン
セ
ッ
ト
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
を
沖

縄
の
成
長
産
業
と
し
て
育
成
し
て
い
く

試
金
石
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
支
援
す
る
エ
ン
タ
テ

イ
メ
ン
ト
産
業
支
援
事
業
を
実
施
し
、

宜
野
湾
市
の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

　
西
海
岸
地
域
に
つ
い
て
は
、「
世
界
水

準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
・

リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
」
を
目
指
し
て
お

り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
を
含
め

た
西
海
岸
地
域
開
発
の
検
討
を
行
い
ま

す
。

　「
地
域
の
活
力
に
つ
な
が
る
商
工
業

の
振
興
」
の
取
り
組
み
と
し
て
は
「
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
」
を

活
用
し
て
（
仮
称
）
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
発
行
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

市
内
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
「
宜

野
湾
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
の

策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
宜
野
湾

市
小
口
資
金
融
資
制
度
等
の
各
種
金
融

支
援
策
で
資
金
調
達
の
円
滑
化
と
経
営

基
盤
の
強
化
、
活
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
企
業
用
地
の
不
足
が
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
事
業
者
と
連

携
し
、
民
有
地
を
含
め
さ
ら
な
る
企
業

立
地
の
た
め
の
用
地
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
空
き
オ
フ
ィ
ス
等
へ
の
企
業

誘
致
に
つ
い
て
も
精
力
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学

生
を
対
象
と
し
た
「
未
来
を
広
げ
よ

う
！
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
体
験
in
ぎ
の
わ
ん
」

を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
若

年
者
な
ら
び
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
へ
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
も
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
個
性
あ
る
都
市
型
農
漁
業
や
創
造
的

な
活
動
」
を
推
進
す
る
た
め
、
大
山
田

い
も
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
誇
り
と
し
て
今
後
も
継
承
さ
れ
る
よ

う
願
い
を
込
め
て
、
２
月
６
日
を
「
タ

ー
ウ
ム
の
日
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し

ま
し
た
。
平
成
27
年
度
は
、
条
例
の
制

定
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
大
山
地
区
の
地
権
者
お
よ

び
農
業
従
事
者
の
要
望
や
意
向
を
受
け

な
が
ら
、
大
山
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
と
連
携
し
て
農
地
集
約
を
行
う
な
ど
、

今
後
も
継
続
的
安
定
生
産
を
図
る
た
め
、

生
産
性
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
振
興

策
を
検
討
し
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
浦
添

宜
野
湾
漁
業
協
同
組
合
へ
燃
油
高
騰
対

策
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
策
を
継

続
し
、
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　「
市
民
の
明
る
く
安
心
な
く
ら
し
を

支
え
合
う
」
た
め
の
施
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
自
治
会
を
単
位
と
す
る｢

地
域
支
え

合
い
活
動
委
員
会｣

に
つ
い
て
は
、
現

在
20
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
全
自
治
会
区
域
の
設
置
を
目
指
し
、

地
域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を

促
進
し
ま
す
。

　
市
民
の
安
心
し
た
暮
ら
し
を
守
る
た

め
の
市
民
相
談
お
よ
び
消
費
生
活
相
談

事
業
に
つ
い
て
は
、
各
部
署
や
関
係
機

関
と
協
力
・
連
携
し
て
相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
な
ど
、
市
民
の
相
談
窓
口
と

し
て
の
役
割
を
継
続
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
４
月

開
始
に
伴
い
、
新
た
な
施
策
を
展
開
す

る
と
と
も
に
保
育
所
入
所
待
機
児
童
の

解
消
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育

園
の
創
設
や
増
改
築
等
に
よ
り
定
員
増

施政方針（要旨）

ま
　
ち

は
じ
め
に

計
画
推
進
の
た
め
に

市
政
運
営
の

基
本
方
針

ま  

ち

第
２
章
﹁
創
意
工
夫
に

満
ち
た
元
気
な
都
市
﹂

ま  

ち

第
３
章
﹁
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
都
市
﹂

は
じ
め
に

計
画
推
進
の
た
め
に

市
政
運
営
の

基
本
方
針

第
１
章﹁
市
民
と
共
に

歩
み
響
き
あ
う
都
市
﹂

ま  

ち

第
１
章﹁
市
民
と
共
に

歩
み
響
き
あ
う
都
市
﹂

ま  

ち

ま  

ち

第
２
章
﹁
創
意
工
夫
に

満
ち
た
元
気
な
都
市
﹂

ま  

ち

第
３
章
﹁
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
都
市
﹂
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第
３
８
９
回
宜
野
湾
市
議
会
の
開
会

に
臨
み
、
平
成
27
年
度
の
宜
野
湾
市
一

般
会
計
予
算
を
は
じ
め
、
各
特
別
会
計

予
算
な
ら
び
に
関
係
議
案
の
ご
審
議
を

お
願
い
す
る
に
当
た
り
、
市
政
運
営
の

基
本
方
針
と
主
要
施
策
事
業
に
つ
い
て

申
し
述
べ
、
議
員
各
位
な
ら
び
に
市
民

の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
わ

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　
市
政
運
営
に
あ
た
っ
て
は
、
市
長
就

任
時
の
所
信
表
明
で
述
べ
ま
し
た
６
つ

の
大
き
な
柱
と
行
財
政
改
革
を
中
心
に

推
し
進
め
、
市
民
生
活
の
向
上
が
図
ら

れ
る
よ
う
各
事
業
を
展
開
し
て
お
り
ま

す
。

　
本
市
の
最
大
の
課
題
と
な
っ
て
い
る

米
軍
基
地
普
天
間
飛
行
場
問
題
に
つ
い

て
は
、
全
面
返
還
合
意
か
ら
す
で
に
18

年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、
未
だ
返
還
は

実
現
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
返
還
合
意

の
原
点
は
「
危
険
性
の
除
去
」
と
「
基

地
負
担
の
軽
減
」
で
あ
っ
た
は
ず
で
す
。

危
機
感
を
持
っ
て
普
天
間
飛
行
場
の
固

定
化
を
絶
対
に
阻
止
し
、
早
期
閉
鎖
・

返
還
と
、
そ
の
間
の
危
険
性
の
除
去
お

よ
び
負
担
軽
減
を
関
係
要
路
に
強
く
求

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
経
済
・
産
業
・
雇
用
の
施
策
と
し
て
は
、

企
業
誘
致
お
よ
び
雇
用
創
出
事
業
な
ど

を
実
施
し
、
こ
こ
３
年
間
で
１
千
３
百

名
余
の
雇
用
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
市
民
の
雇
用
者
数
は
３
百
名
余
と

な
り
、
雇
用
の
場
の
創
出
に
つ
な
が
っ

て
お
り
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
・
教
育
施
策
の
充
実
に

つ
い
て
は
、
平
成
25
年
度
よ
り
小
学
校

給
食
費
助
成
事
業
を
実
施
し
、
こ
ど
も

医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
は
、
通
院

医
療
費
の
助
成
対
象
者
を
平
成
25
年
10

月
か
ら
就
学
前
児
ま
で
拡
大
し
て
全
額

助
成
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
他
、
県

外
派
遣
費
補
助
金
の
拡
充
や
、
任
意
予

防
接
種
費
用
助
成
事
業
を
継
続
し
て
実

施
し
て
い
ま
す
。
待
機
児
童
解
消
に
つ

い
て
は
、
３
年
間
で
入
所
定
員
数
を

１
６
５
名
増
加
し
ま
し
た
。
引
き
続
き

子
育
て
環
境
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
は
、「
は

ご
ろ
も
小
学
校
・
は
ご
ろ
も
幼
稚
園
」

を
開
校
し
、
大
山
小
学
校
の
過
密
化
を

解
消
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、
教
育
支

援
と
し
て
平
成
25
年
度
よ
り
学
習
支
援

員
の
配
置
の
拡
充
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　
健
康
福
祉
の
施
策
に
つ
い
て
は
、「
健

康
都
市
宣
言
50
周
年
」
を
記
念
し
て
、

平
成
26
年
度
に
「
健
康
づ
く
り
市
民
大

会
」
や
「
夏
期
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
」
を

開
催
す
る
な
ど
、
市
民
の
健
康
意
識
の

啓
発
を
図
る
た
め
の
各
種
事
業
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　
ま
ち
づ
く
り
基
盤
整
備
の
施
策
と
し

て
は
、
喜
友
名
地
区
学
習
等
供
用
施
設

改
修
事
業
を
は
じ
め
、
上
大
謝
名
地
区

学
習
等
供
用
施
設
建
設
事
業
、
上
大
謝

名
街
区
公
園
整
備
事
業
な
ら
び
に
、
本

市
初
の
取
り
組
み
と
な
る
長
田
地
区
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
供
用
施
設
お
よ
び
児
童
館

の
合
築
に
よ
る
建
設
事
業
を
行
っ
て
お

り
、
平
成
27
年
度
の
完
成
を
目
指
し
て

進
め
て
い
ま
す
。

　
西
海
岸
地
域
開
発
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
25
年
度
に
策
定
し
た
基
本
構
想
案

を
基
に
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
と
し
て

の
開
発
の
検
討
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く

り
事
業
に
つ
い
て
は
、
普
天
間
地
区
お

よ
び
真
栄
原
地
区
の
交
流
拠
点
整
備
に

向
け
た
実
施
計
画
の
策
定
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。こ
の
ほ
か
、国
道
３
３
０
号

の
渋
滞
緩
和
に
つ
な
が
る
、
普
天
間
飛

行
場
を
迂
回
す
る
市
道
宜
野
湾
11
号
道

路
整
備
事
業
の
推
進
を
図
る
な
ど
、
市

民
の
暮
ら
し
の
向
上
を
図
る
た
め
の
重

要
施
策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
防
災
対
策
の
施
策
と
し
て
は
、
海
抜

表
示
板
設
置
や
、
災
害
時
要
援
護
者
支

援
対
策
協
議
会
へ
の
補
助
金
拡
充
、
基

地
内
避
難
経
路
の
協
定
締
結
、
津
波
発

生
時
に
お
け
る
一
時
避
難
施
設
と
し
て

の
使
用
に
関
す
る
協
定
の
締
結
な
ど
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
た

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
行
財
政
改
革
に
つ
い
て
は
、
民
間
の

技
術
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
行
政
サ
ー
ビ
ス
に

活
か
す
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
と
行
政
コ
ス
ト
の
節
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
、
平
成
25
年
度
は

公
園
管
理
な
ど
指
定
管
理
業
務
を
拡
大

し
、
平
成
26
年
度
は
市
民
課
窓
口
業
務

の
一
部
民
間
委
託
を
開
始
、
平
成
27
年

４
月
に
は
宜
野
湾
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

調
理
業
務
等
の
民
間
委
託
な
ら
び
に
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
園
の
民
間
移

譲
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
私
が
市
政
運
営
を
推

進
で
き
ま
し
た
の
も
、
議
員
各
位
な
ら

び
に
市
民
の
皆
さ
ま
の
お
力
添
え
の
お

か
げ
で
あ
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
、

引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
わ
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
予
算
に
つ
い
て
は
、
使

用
料
・
手
数
料
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る

自
主
財
源
の
確
保
と
、
経
常
経
費
の
さ

ら
な
る
削
減
な
ど
歳
入
歳
出
両
面
に
お

い
て
取
り
組
み
を
行
い
、
予
算
編
成
を

進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
今
後
も
市
税

収
入
を
は
じ
め
各
種
財
源
の
確
保
を
行

う
と
同
時
に
、
事
業
見
直
し
に
よ
る
歳

出
抑
制
に
努
め
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　
以
下
、
第
三
次
宜
野
湾
市
総
合
計
画

の
基
本
構
想
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
将
来

都
市
像
「
市
民
が
主
役
の
『
ね
た
て
』

の
都
市
・
ぎ
の
わ
ん
」
に
向
か
っ
て
、

活
力
あ
る
宜
野
湾
市
を
目
指
し
て
各
施

策
を
展
開
し
ま
す
。

 

　
ま
ず
、
総
合
計
画
に
掲
げ
て
お
り
ま

す
５
つ
の
基
本
目
標
の
推
進
を
図
る
た

め
、
以
下
の
項
目
を
推
し
進
め
ま
す
。

１
．
行
政
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
推
進

２
．
行
財
政
改
革
の
推
進

３
．
人
材
の
育
成
・
確
保

４
．
自
主
性
、
自
立
性
の
高
い
財
政
運

営
の
確
立

５
．
広
域
行
政
の
推
進

　
以
下
、
５
つ
の
基
本
目
標
に
沿
っ
て

各
施
策
に
つ
い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　　「
情
報
の
共
有
化
と
多
彩
な
参
加
に

よ
る
市
民
力
を
育
成
す
る
」
施
策
を
進

め
ま
す
。「
市
報
ぎ
の
わ
ん
」
に
つ
い

て
は
、
委
託
業
者
に
よ
る
全
戸
配
布
を

実
施
し
ま
す
。

　
自
治
会
に
対
し
て
は
、
平
成
27
年
度

は
継
続
事
業
で
あ
る
上
大
謝
名
公
民
館
、

長
田
公
民
館
建
設
事
業
に
加
え
、
新
た

に
我
如
古
公
民
館
の
改
修
事
業
と
、
真

志
喜
公
民
館
建
設
事
業
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
男
女
共
同
参
画
の
推
進
に
つ
い
て
は
、

平
成
26
年
５
月
に
男
女
共
同
参
画
支
援

セ
ン
タ
ー
「
ふ
く
ふ
く
」
を
供
用
開
始

し
ま
し
た
。
男
女
共
同
参
画
に
寄
与
す

る
人
材
育
成
や
、
女
性
に
関
す
る
諸
問

題
に
つ
い
て
の
学
習
お
よ
び
交
流
、
ま

た
充
実
し
た
講
座
・
研
修
を
行
い
、
関

係
団
体
の
連
携
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

　
国
際
交
流
に
つ
い
て
は
、
友
好
都
市

で
あ
る
中
国
厦
門
市
の
厦
門
理
工
学
院

へ
の
留
学
生
派
遣
事
業
を
継
続
し
ま
す
。

　「
響
き
あ
い
、
共
に
育
つ
心
身
豊
か

な
社
会
の
実
現
」
の
た
め
、
学
校
教
育

環
境
の
整
備
お
よ
び
教
育
内
容
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
生
涯
学
習
、
文
化

振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　
幼
稚
園
教
育
に
つ
い
て
は
、
平
成
27

年
４
月
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新

制
度
」
の
ス
タ
ー
ト
に
伴
い
、
所
得
の

階
層
ご
と
の
保
育
料
を
設
定
す
る
と
と

も
に
、
預
か
り
保
育
の
定
員
枠
の
撤
廃

な
ど
受
け
入
れ
体
制
の
拡
充
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費

に
つ
い
て
は
、
継
続
し
て
３
歳
児
か
ら

対
象
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

　
国
際
化
に
対
応
で
き
る
外
国
語
教
育

の
充
実
に
向
け
た
小
学
校
英
語
教
育
課

程
特
例
校
事
業
を
継
続
し
、
引
き
続
き

中
学
校
短
期
海
外
留
学
派
遣
事
業
お
よ

び
英
語
検
定
料
の
半
額
助
成
を
実
施
し

ま
す
。

　
学
習
支
援
に
つ
い
て
は
、
小
中
学
校

に
学
習
支
援
員
を
配
置
し
、
児
童
生
徒

一
人
ひ
と
り
に
「
確
か
な
学
力
」
が
確

実
に
身
に
付
く
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　
特
別
支
援
教
育
に
つ
い
て
は
、
幼
稚

園
、
小
学
校
、
中
学
校
へ
引
き
続
き
特

別
支
援
教
育
支
援
員
を
派
遣
し
、
障
が

い
等
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生
徒
一
人

ひ
と
り
に
適
切
な
指
導
や
支
援
を
行
い
、

保
護
者
が
安
心
し
て
子
ど
も
を
学
校
へ

通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

学
校
施
設
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
計
画

的
に
校
舎
等
の
耐
震
化
を
進
め
る
た
め

志
真
志
小
学
校
の
増
改
築
事
業
に
取
り

組
み
、
学
校
施
設
環
境
の
充
実
に
努
め

ま
す
。

　
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
新
設
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
の
用
地
購
入
お
よ
び
本

体
工
事
に
着
手
し
、
安
全
・
安
心
な
給

食
を
提
供
す
る
た
め
の
施
設
整
備
に
取

り
組
み
ま
す
。
宜
野
湾
学
校
給
食
セ
ン

タ
ー
調
理
業
務
等
の
民
間
委
託
に
つ
い

て
は
、
平
成
27
年
４
月
か
ら
実
施
し
ま

す
。
給
食
費
に
つ
い
て
は
、
子
育
て
支

援
の
一
環
と
し
て
小
学
校
給
食
費
助
成

事
業
を
引
き
続
き
実
施
し
、
保
護
者
の

負
担
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　
社
会
教
育
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育

関
係
団
体
の
育
成
・
支
援
に
努
め
る
と

と
も
に
、
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
や

放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業
な
ど
に

取
り
組
み
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連

携
協
力
を
推
進
し
社
会
全
体
の
教
育
力

向
上
を
図
り
ま
す
。

　
文
化
振
興
事
業
に
つ
い
て
は
、
文
化

祭
を
は
じ
め
、
嘉
数
区
を
舞
台
に
し
た

創
作
市
民
劇
の
上
演
や
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
フ
ェ
ス
タ
、
出
前
コ
ン
サ
ー
ト
を
実

施
し
、
市
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
努
め

ま
す
。

　
市
立
博
物
館
に
お
い
て
は
、
沖
縄
戦

と
戦
後
70
周
年
に
関
連
し
た
企
画
展
を

開
催
す
る
と
と
も
に
、
地
域
文
化
の
理

解
に
つ
な
が
る
講
座
や
教
室
を
開
講
し

ま
す
。

　
文
化
財
保
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
各

種
開
発
事
業
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘

調
査
を
進
め
、
そ
の
成
果
の
保
管
・
管

理
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
文
化
財
愛
護
活
動
の
推
進
、
無
形

文
化
財
の
育
成
事
業
に
取
り
組
み
、
文

化
財
保
存
整
備
、
文
化
財
説
明
板
・
標

識
設
置
等
の
整
備
・
充
実
を
図
り
ま
す
。

　「
出
会
い
と
交
流
を
大
切
に
観
光
・

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
機
能
を
充
実
す
る
」

施
策
と
し
て
は
、
ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー
チ

賑
わ
い
創
出
事
業
と
し
て
本
市
の
観
光

資
源
で
あ
る
ト
ロ
ピ
カ
ル
ビ
ー
チ
の
サ

ン
セ
ッ
ト
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
活
用
し
た

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま

す
。
ま
た
、
エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
を
沖

縄
の
成
長
産
業
と
し
て
育
成
し
て
い
く

試
金
石
と
し
て
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

イ
ベ
ン
ト
開
催
を
支
援
す
る
エ
ン
タ
テ

イ
メ
ン
ト
産
業
支
援
事
業
を
実
施
し
、

宜
野
湾
市
の
新
た
な
イ
メ
ー
ジ
の
創
出

を
図
り
ま
す
。

　
西
海
岸
地
域
に
つ
い
て
は
、「
世
界
水

準
の
都
市
型
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ロ
ン
ト
・

リ
ゾ
ー
ト
地
の
形
成
」
を
目
指
し
て
お

り
、
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
エ
リ
ア
を
含
め

た
西
海
岸
地
域
開
発
の
検
討
を
行
い
ま

す
。

　「
地
域
の
活
力
に
つ
な
が
る
商
工
業

の
振
興
」
の
取
り
組
み
と
し
て
は
「
地

域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
」
を

活
用
し
て
（
仮
称
）
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
発
行
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

市
内
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
「
宜

野
湾
市
中
小
企
業
振
興
基
本
条
例
」
の

策
定
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
宜
野
湾

市
小
口
資
金
融
資
制
度
等
の
各
種
金
融

支
援
策
で
資
金
調
達
の
円
滑
化
と
経
営

基
盤
の
強
化
、
活
力
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
本
市
は
、
企
業
用
地
の
不
足
が
課
題

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
民
間
事
業
者
と
連

携
し
、
民
有
地
を
含
め
さ
ら
な
る
企
業

立
地
の
た
め
の
用
地
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
空
き
オ
フ
ィ
ス
等
へ
の
企
業

誘
致
に
つ
い
て
も
精
力
的
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
雇
用
対
策
に
つ
い
て
は
、
小
・
中
学

生
を
対
象
と
し
た
「
未
来
を
広
げ
よ

う
！
グ
ッ
ジ
ョ
ブ
体
験
in
ぎ
の
わ
ん
」

を
引
き
続
き
実
施
す
る
と
と
も
に
、
若

年
者
な
ら
び
に
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
へ
の
就
労
支
援
に
つ
い
て
も
関
係
機

関
と
の
連
携
を
密
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。

「
個
性
あ
る
都
市
型
農
漁
業
や
創
造
的

な
活
動
」
を
推
進
す
る
た
め
、
大
山
田

い
も
地
域
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
誇
り
と
し
て
今
後
も
継
承
さ
れ
る
よ

う
願
い
を
込
め
て
、
２
月
６
日
を
「
タ

ー
ウ
ム
の
日
」
と
す
る
こ
と
を
宣
言
し

ま
し
た
。
平
成
27
年
度
は
、
条
例
の
制

定
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
大
山
地
区
の
地
権
者
お
よ

び
農
業
従
事
者
の
要
望
や
意
向
を
受
け

な
が
ら
、
大
山
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
と
連
携
し
て
農
地
集
約
を
行
う
な
ど
、

今
後
も
継
続
的
安
定
生
産
を
図
る
た
め
、

生
産
性
向
上
に
向
け
た
具
体
的
な
振
興

策
を
検
討
し
ま
す
。

　
水
産
業
の
振
興
に
つ
い
て
は
、
浦
添

宜
野
湾
漁
業
協
同
組
合
へ
燃
油
高
騰
対

策
事
業
を
は
じ
め
と
し
た
支
援
策
を
継

続
し
、
経
営
の
安
定
化
を
図
り
ま
す
。

　「
市
民
の
明
る
く
安
心
な
く
ら
し
を

支
え
合
う
」
た
め
の
施
策
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
自
治
会
を
単
位
と
す
る｢

地
域
支
え

合
い
活
動
委
員
会｣

に
つ
い
て
は
、
現

在
20
箇
所
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
後

も
全
自
治
会
区
域
の
設
置
を
目
指
し
、

地
域
の
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
を

促
進
し
ま
す
。

　
市
民
の
安
心
し
た
暮
ら
し
を
守
る
た

め
の
市
民
相
談
お
よ
び
消
費
生
活
相
談

事
業
に
つ
い
て
は
、
各
部
署
や
関
係
機

関
と
協
力
・
連
携
し
て
相
談
体
制
の
充

実
を
図
る
な
ど
、
市
民
の
相
談
窓
口
と

し
て
の
役
割
を
継
続
し
ま
す
。

　
子
育
て
支
援
の
充
実
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度
の
４
月

開
始
に
伴
い
、
新
た
な
施
策
を
展
開
す

る
と
と
も
に
保
育
所
入
所
待
機
児
童
の

解
消
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
認
可
保
育

園
の
創
設
や
増
改
築
等
に
よ
り
定
員
増

施政方針（要旨）

ま
　
ち

は
じ
め
に

計
画
推
進
の
た
め
に

市
政
運
営
の

基
本
方
針

ま  

ち

第
２
章
﹁
創
意
工
夫
に

満
ち
た
元
気
な
都
市
﹂

ま  

ち

第
３
章
﹁
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
都
市
﹂

は
じ
め
に

計
画
推
進
の
た
め
に

市
政
運
営
の

基
本
方
針

第
１
章﹁
市
民
と
共
に

歩
み
響
き
あ
う
都
市
﹂

ま  

ち

第
１
章﹁
市
民
と
共
に

歩
み
響
き
あ
う
都
市
﹂

ま  

ち

ま  

ち

第
２
章
﹁
創
意
工
夫
に

満
ち
た
元
気
な
都
市
﹂

ま  

ち

第
３
章
﹁
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
都
市
﹂
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を
図
る
ほ
か
、
認
可
外
保
育
施
設
の
支

援
を
継
続
し
、
入
所
児
童
の
処
遇
向
上

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
は
長
田
地
区
児
童
館
建
設
事

業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
児
童
館
・

児
童
セ
ン
タ
ー
が
未
設
置
の
地
区
に
お

い
て
は
、
自
治
会
公
民
館
を
活
用
し
て

子
ど
も
た
ち
に
遊
び
を
与
え
る
児
童
健

全
育
成
巡
回
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
事
業
で
は
、
地
域
に
お
け
る
育
児
の

相
互
援
助
活
動
を
推
進
し
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
利
用
支
援
な
ど
多
様
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
を
図
り
、
安
心
で
き
る
子

育
て
環
境
の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
自
動
償
還
払
い
が
県
内
の
医
療
機

関
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
利
便
性
が
向

上
し
ま
し
た
。
入
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
中
学
校
卒
業
ま
で
全
額

助
成
を
実
施
し
、
通
院
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

児
童
を
対
象
と
し
て
全
額
助
成
し
て
お

り
ま
す
が
、
県
の
拡
充
の
動
向
を
踏
ま

え
本
市
に
お
い
て
も
助
成
対
象
者
の
さ

ら
な
る
拡
充
を
検
討
し
ま
す
。

　
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
平
成
26
年
度

は
本
市
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
沖
縄

国
際
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
「
ひ
と
り

親
家
庭
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
同
事
業
に
取
り
組
み
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
生
活
向
上
と
安
定
に
向
け
て

総
合
的
な
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
問
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
の
機
能
強
化
を
図
り
、
子
ど

も
の
安
全
確
保
と
虐
待
防
止
に
努
め
ま

す
。
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
問

題
に
つ
い
て
は
、市
民
へ
の
広
報
、啓
発
、

教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
Ｄ
Ｖ
防
止
啓

発
事
業
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、Ｄ
Ｖ

被
害
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
女
性
相

談
員
に
よ
る
相
談
と
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
被
害
者
の
ケ
ア
、
自
立
を
支

援
し
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が

い
者
等
が
地
域
で
生
活
す
る
た
め
の
基

礎
作
り
を
行
う
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
Ⅰ
型
の
開
所
に
向
け
て
、
準
備
を
進

め
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
チ
ュ

イ
シ
ー
ジ
ー
の
心
で
創
る
健
康
福
祉
社

会
」
の
形
成
に
向
け
て
、
宜
野
湾
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た

総
合
相
談
や
支
援
事
業
お
よ
び
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
「
地
域
の
支
え
合
い
で
、
高
齢

者
の
健
康
・
安
心
を
築
く
」
た
め
、
社

会
福
祉
協
議
会
や
各
自
治
会
と
連
携
し
、

生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
宜
野
湾
市
シ

ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

　
介
護
予
防
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
二
次
予
防
の
介
護
予
防
教
室
へ
の

参
加
率
の
向
上
を
目
的
に
、
自
ら
介
護

予
防
教
室
の
開
催
場
所
ま
で
移
動
で
き

な
い
者
を
対
象
と
し
て
、
介
護
予
防
教

室
の
会
場
ま
で
の
送
迎
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
の

拠
点
整
備
に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）
伊

利
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
取
り

組
み
、
平
成
28
年
４
月
の
供
用
開
始
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
施
設
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
赤
道
に
あ
る
宜
野
湾
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
も
包
括
し
て
指
定
管
理

者
制
度
導
入
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
低
所
得
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
就

学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
低
所
得
世
帯

ま
で
対
象
を
拡
大
し
、
教
育
の
格
差
や

貧
困
の
連
鎖
の
解
消
を
目
的
に
「
子
ど

も
の
学
習
支
援
事
業
」
と
し
て
通
塾
の

支
援
を
継
続
し
ま
す
。
生
活
保
護
世
帯

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
「
自
立
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
実
施
推
進
事
業
」
を

活
用
し
て
的
確
な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健

康
ぎ
の
わ
ん21（
第
２
次
）」お
よ
び「
宜

野
湾
市
食
育
推
進
計
画
」
の
２
本
を
大

き
な
柱
と
し
て
、
妊
娠
期
・
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
と
食
育
活
動
を

推
進
し
、
健
康
増
進
施
策
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
康
管
理
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
極
め
て
感
染
力
の
高
い
お
た

ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
費
用
を
、
１
歳

児
を
対
象
に
継
続
し
て
全
額
助
成
い
た

し
ま
す
。
市
民
の
健
康
支
援
に
つ
い
て

は
、
各
種
が
ん
検
診
や
特
定
健
康
診
査

の
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
の
意
識
の
高
揚
を

図
り
な
が
ら
、
受
診
率
の
高
い
自
治
会

に
表
彰
お
よ
び
報
奨
金
の
授
与
を
行
う

な
ど
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

病
院
受
診
の
際
に
特
定
健
診
や
各
種
健

診
事
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
特
定

健
診
受
診
券
を
一
体
型
に
す
る
こ
と
で

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
後

発
医
薬
品
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
普
及
促
進
を
図
る
な
ど
医
療
費

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　「
安
全
な
都
市
の
く
ら
し
を
ま
も
る
」

た
め
の
防
災
体
制
に
つ
い
て
は
、「
宜

野
湾
市
地
域
防
災
計
画
」
の
大
幅
な
見

直
し
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し
、

危
険
箇
所
等
に
つ
い
て
住
民
へ
周
知
を

行
う
な
ど
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
ほ

か
、
今
後
も
定
期
的
に
津
波
避
難
訓
練

を
実
施
し
、
住
民
へ
基
地
内
を
通
る
避

難
経
路
の
周
知
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
向
上
と
対

策
を
図
る
た
め
自
主
防
災
組
織
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
登
録
に
つ
い

て
は
、
宜
野
湾
市
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
対
策
協
議
会
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
要
介
護
者
や
障
が
い
認
定
者
な

ど
の
要
配
慮
者
を
約
１
千
８
百
名
登
録

し
ま
し
た
。
今
後
は
平
常
時
か
ら
避
難

行
動
要
支
援
者
の
情
報
を
支
援
関
係
者

と
共
有
し
、
安
心
・
安
全
な
社
会
と
な

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
市
民
が
安
心
・
安
全
に
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
救
急
業
務
高

度
化
資
機
材
緊
急
整
備
事
業
や
消
防
備

品
整
備
事
業
を
行
い
、
高
規
格
救
急
自

動
車
お
よ
び
現
場
指
揮
車
の
更
新
や
、

消
防
設
備
・
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
よ

り
定
員
を
増
員
し
、
災
害
対
応
力
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
自
主
防

災
組
織
等
の
教
育
訓
練
に
お
い
て
指
導

的
役
割
を
担
え
る
よ
う
充
実
・
強
化
を

図
り
ま
す
。
こ
の
他
、
市
民
を
対
象
に

救
命
講
習
会
に
よ
る
応
急
手
当
の
普
及

啓
発
や
、
防
火
対
象
物
の
安
全
性
の
向

上
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
促
進
、

高
齢
者
お
よ
び
災
害
弱
者
の
防
火
安
全

対
策
指
導
に
努
め
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
交
通
指
導
員
お
よ
び
関
係
機
関
等
と

連
携
を
図
り
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
に

向
け
た
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
防
犯
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
防
犯
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、引
き
続
き
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」

を
推
進
し
ま
す
。

　「
次
世
代
に
誇
れ
る
持
続
発
展
可
能

な
都
市
を
形
成
す
る
」
施
策
の
展
開
を

図
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
市
民
へ
普
及
啓
発
を
図
る
た
め

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
事
業
」
を
、
国
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
等
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　「
快
適
な
く
ら
し
を
支
え
る
美
し
い

都
市
基
盤
整
備
を
す
す
め
る
」
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
健
全
な
市
街
地
の
整
備

と
生
活
環
境
の
改
善
に
向
け
て
、
引
き

続
き
宇
地
泊
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

お
よ
び
佐
真
下
第
二
土
地
区
画
整
理
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
伊

利
原
市
営
住
宅
が
平
成
27
年
度
の
完
成

を
予
定
し
て
お
り
、
住
宅
困
窮
者
に
対

し
て
快
適
な
居
住
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

　
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
道

宜
野
湾
11
号
、
市
道
我
如
古
21
号
等
の

主
要
路
線
の
着
実
な
推
進
と
、
市
道
長

田
１
号
の
通
学
路
の
歩
道
整
備
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
道
路

や
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化

修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
た

対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
計
画
的
な

維
持
・
修
繕
に
努
め
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
３･

４･

71
号
普
天
間
線
整
備
事
業
を
推
進

し
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
の
形

成
を
図
る
た
め
早
期
整
備
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
水
道
事
業
は
、
佐
真

下
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
に
お

け
る
新
規
配
水
管
布
設
工
事
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
重
要
幹
線
で
あ
る
基
幹

管
路
に
つ
い
て
、
耐
震
化
や
水
質
の
向

上
を
図
る
た
め
の
布
設
替
え
を
行
い
、

災
害
に
も
強
い
管
網
構
築
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
給
水
管
の
改
良
工
事
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
漏
水
防
止
対
策
を

強
化
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
を
図

り
水
道
施
設
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

行
政
区
域
の
約
90
％
に
お
い
て
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
残
る
地
域

の
整
備
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
４
月
１
日
を

目
標
に
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計

移
行
に
着
手
し
ま
す
。

　
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
野
嵩

第
一
公
園
お
よ
び
比
屋
良
川
公
園
の
整

備
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
ま
た
、
上

大
謝
名
街
区
公
園
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
の
工
事
完
成
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
風
景
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
中
に
景
観
条
例
を
施
行
し
、

景
観
計
画
の
運
用
開
始
を
図
り
ま
す
。

円
滑
な
景
観
行
政
の
運
用
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
や
事
業
者
等
へ
の
周
知
・

啓
発
、
な
ら
び
に
将
来
的
な
基
地
の
跡

地
利
用
や
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
を
踏
ま

え
て
調
査
・
検
討
を
行
い
、
豊
か
で
潤

い
の
あ
る
風
景
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
墓
地
等
の

経
営
の
適
正
化
お
よ
び
墓
地
等
と
周
辺

環
境
と
の
調
和
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
普
天
間
街
道

を
通
じ
て
発
展
し
て
き
た
普
天
間
お
よ

び
真
栄
原
の
２
地
区
に
お
い
て
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
交
流
拠
点
の
整
備
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
普
天
間
地
区
で
は

門
前
の
風
情
を
活
か
し
た
交
流
拠
点
の

整
備
、真
栄
原
地
区
に
お
い
て
は（
仮
称
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機

能
を
有
す
る
交
流
施
設
の
整
備
に
向
け

て
、
平
成
27
年
度
は
調
査
業
務
を
行
い

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
真

栄
原
地
区
に
お
い
て
は
、
交
流
施
設
の

整
備
に
併
せ
て
道
路
整
備
も
進
め
ま
す
。

　「
基
地
の
返
還
と
市
民
の
た
め
の
跡

地
利
用
を
促
進
す
る
」
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。
米
軍
基
地
普
天
間
飛
行
場
は
、

戦
後
69
年
も
の
間
、
航
空
機
事
故
の
危

険
性
や
騒
音
被
害
等
、
市
民
の
生
活
環

境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

経
済
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
米
軍
ヘ
リ
が
墜
落
す
る
事

故
や
M
V-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
強
行
配

備
等
、
市
民
の
基
地
負
担
は
も
は
や
限

界
に
達
し
て
お
り
「
世
界
一
危
険
な
基

地
」
と
い
わ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
の
危

険
性
は
一
刻
も
早
く
取
り
除
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
・
県
・
市
で
構
成
す
る
「
普

天
間
飛
行
場
負
担
軽
減
推
進
会
議
」
に

お
い
て
、
K
C
１
３
０
空
中
給
油
機
全

15
機
の
山
口
県
岩
国
飛
行
場
へ
の
移
駐

や
、
外
来
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
の
飛
来
軽

減
等
、
目
に
見
え
る
形
で
の
負
担
軽
減

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
か
ら

は
依
然
、
夜
間
騒
音
や
住
宅
地
上
空
に

お
け
る
旋
回
訓
練
に
伴
う
騒
音
に
関
す

る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
な

る
負
担
軽
減
の
早
期
実
現
を
強
く
求
め
、

普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
を
絶
対
に
阻

止
す
る
た
め
、
一
日
も
早
い
閉
鎖
・
返

還
と
そ
の
間
の
危
険
性
の
除
去
お
よ
び

基
地
負
担
軽
減
の
早
期
実
現
に
向
け
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。
普
天

間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
跡
地
利
用
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、
土
地
利
用
需
要
見
通
し
の
確
保
と
、

地
権
者
の
土
地
活
用
意
向
把
握
等
と
合

わ
せ
て
計
画
の
具
体
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
、
実
現
性
の
検
証
や
関
係

者
の
合
意
形
成
を
図
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地

区
の
跡
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
先

端
医
療
機
能
の
集
積
を
図
る
「
国
際
医

療
拠
点
」
の
形
成
を
目
指
し
、
平
成
27

年
７
月
を
目
途
に
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

返
還
後
速
や
か
に
土
地
利
用
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
跡
地
利
用
計
画
の
実
現
化
に

向
け
た
関
係
権
利
者
の
意
向
確
認
な
ど

調
査
業
務
も
実
施
し
ま
す
。
西
普
天
間

住
宅
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

今
後
返
還
さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
の
跡

地
利
用
計
画
も
見
据
え
な
が
ら
県
内
の

跡
地
利
用
の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
な
る

よ
う
、
国
・
県
お
よ
び
地
権
者
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

　「
未
来
に
向
け
た
平
和
行
政
を
推
進

す
る
」
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
平
和
市
民
啓
発
事
業
と
し
て

戦
後
70
周
年
平
和
祈
念
事
業
を
行
う
と

と
も
に
、
引
き
続
き
被
爆
地
長
崎
へ
の

平
和
学
習
派
遣
事
業
お
よ
び
平
和
学
習

受
入
事
業
等
を
実
施
し
、
平
和
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　
市
政
運
営
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
編

成
し
ま
し
た
平
成
27
年
度
の
本
市
の
一

般
会
計
予
算
総
額
は
、
３
６
８
億
９
千

７
百
万
円
と
な
り
、
西
普
天
間
住
宅
地

区
の
先
行
取
得
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、
対
前
年
度
比
約
6.9
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
と
市
民
生
活
向
上
の
た
め
、

平
成
27
年
度
も
、活
気
あ
る
宜
野
湾
市
・

市
民
が
笑
顔
で
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
宜
野
湾
市
・
元
気
な
ま
ち
宜
野
湾

市
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合

わ
せ
、
市
議
会
と
連
携
し
て
市
政
運
営

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の
慎
重
な
る
ご

審
議
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
２
月
26
日 

　

　
宜
野
湾
市
長
　
佐
喜
眞
　
淳

ま
　
ち

お
わ
り
に

第
４
章
﹁
持
続
発
展

可
能
な
美
し
い
都
市
﹂

ま  

ち

第
４
章
﹁
持
続
発
展

可
能
な
美
し
い
都
市
﹂

ま  

ち

お
わ
り
に

第
５
章
﹁
平
和
で

発
展
す
る
都
市
﹂

ま  

ち

第
５
章
﹁
平
和
で

発
展
す
る
都
市
﹂

ま  

ち
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を
図
る
ほ
か
、
認
可
外
保
育
施
設
の
支

援
を
継
続
し
、
入
所
児
童
の
処
遇
向
上

に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
放
課
後
児
童
対
策
に
つ
い
て
は
、
平

成
27
年
度
は
長
田
地
区
児
童
館
建
設
事

業
に
引
き
続
き
取
り
組
み
、
児
童
館
・

児
童
セ
ン
タ
ー
が
未
設
置
の
地
区
に
お

い
て
は
、
自
治
会
公
民
館
を
活
用
し
て

子
ど
も
た
ち
に
遊
び
を
与
え
る
児
童
健

全
育
成
巡
回
事
業
を
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。

　
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ

ー
事
業
で
は
、
地
域
に
お
け
る
育
児
の

相
互
援
助
活
動
を
推
進
し
、
ひ
と
り
親

家
庭
等
の
利
用
支
援
な
ど
多
様
な
ニ
ー

ズ
へ
の
対
応
を
図
り
、
安
心
で
き
る
子

育
て
環
境
の
充
実
に
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

　
こ
ど
も
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て

は
、
自
動
償
還
払
い
が
県
内
の
医
療
機

関
に
拡
大
さ
れ
た
こ
と
で
利
便
性
が
向

上
し
ま
し
た
。
入
院
医
療
費
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
中
学
校
卒
業
ま
で
全
額

助
成
を
実
施
し
、
通
院
医
療
費
に
つ
い

て
は
、
現
在
、
小
学
校
就
学
前
ま
で
の

児
童
を
対
象
と
し
て
全
額
助
成
し
て
お

り
ま
す
が
、
県
の
拡
充
の
動
向
を
踏
ま

え
本
市
に
お
い
て
も
助
成
対
象
者
の
さ

ら
な
る
拡
充
を
検
討
し
ま
す
。

　
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
ひ
と
り
親
家

庭
へ
の
支
援
と
し
て
は
、
平
成
26
年
度

は
本
市
初
の
取
り
組
み
と
し
て
、
沖
縄

国
際
大
学
と
の
協
働
に
よ
る
「
ひ
と
り

親
家
庭
学
習
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
」
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
同
事
業
に
取
り
組
み
、
ひ
と
り

親
家
庭
の
生
活
向
上
と
安
定
に
向
け
て

総
合
的
な
施
策
の
推
進
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
深
刻
化
す
る
児
童
虐
待
問
題
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
、
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
の
機
能
強
化
を
図
り
、
子
ど

も
の
安
全
確
保
と
虐
待
防
止
に
努
め
ま

す
。
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
Ｄ
Ｖ
問

題
に
つ
い
て
は
、市
民
へ
の
広
報
、啓
発
、

教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
Ｄ
Ｖ
防
止
啓

発
事
業
を
継
続
し
ま
す
。
ま
た
、Ｄ
Ｖ

被
害
者
の
支
援
に
つ
い
て
は
、
女
性
相

談
員
に
よ
る
相
談
と
関
係
機
関
と
の
連

携
に
よ
る
被
害
者
の
ケ
ア
、
自
立
を
支

援
し
ま
す
。

　
障
が
い
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、
障
が

い
者
等
が
地
域
で
生
活
す
る
た
め
の
基

礎
作
り
を
行
う
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
Ⅰ
型
の
開
所
に
向
け
て
、
準
備
を
進

め
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
チ
ュ

イ
シ
ー
ジ
ー
の
心
で
創
る
健
康
福
祉
社

会
」
の
形
成
に
向
け
て
、
宜
野
湾
市
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た

総
合
相
談
や
支
援
事
業
お
よ
び
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
・
強
化
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
「
地
域
の
支
え
合
い
で
、
高
齢

者
の
健
康
・
安
心
を
築
く
」
た
め
、
社

会
福
祉
協
議
会
や
各
自
治
会
と
連
携
し
、

生
き
が
い
対
応
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
宜
野
湾
市
シ

ル
バ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
事
業
を
引
き
続
き

実
施
し
ま
す
。

　
介
護
予
防
の
新
た
な
取
り
組
み
と
し

て
、
二
次
予
防
の
介
護
予
防
教
室
へ
の

参
加
率
の
向
上
を
目
的
に
、
自
ら
介
護

予
防
教
室
の
開
催
場
所
ま
で
移
動
で
き

な
い
者
を
対
象
と
し
て
、
介
護
予
防
教

室
の
会
場
ま
で
の
送
迎
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

　
健
康
づ
く
り
、
生
き
が
い
づ
く
り
の

拠
点
整
備
に
つ
い
て
は
、（
仮
称
）
伊

利
原
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
建
設
に
取
り

組
み
、
平
成
28
年
４
月
の
供
用
開
始
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
施
設
の
管
理
に
つ

い
て
は
、
赤
道
に
あ
る
宜
野
湾
市
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
も
包
括
し
て
指
定
管
理

者
制
度
導
入
の
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
低
所
得
者
福
祉
に
つ
い
て
は
、「
就

学
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
低
所
得
世
帯

ま
で
対
象
を
拡
大
し
、
教
育
の
格
差
や

貧
困
の
連
鎖
の
解
消
を
目
的
に
「
子
ど

も
の
学
習
支
援
事
業
」
と
し
て
通
塾
の

支
援
を
継
続
し
ま
す
。
生
活
保
護
世
帯

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
「
自
立
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
策
定
実
施
推
進
事
業
」
を

活
用
し
て
的
確
な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、「
健

康
ぎ
の
わ
ん21（
第
２
次
）」お
よ
び「
宜

野
湾
市
食
育
推
進
計
画
」
の
２
本
を
大

き
な
柱
と
し
て
、
妊
娠
期
・
乳
幼
児
か

ら
高
齢
者
ま
で
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に

合
わ
せ
た
健
康
づ
く
り
と
食
育
活
動
を

推
進
し
、
健
康
増
進
施
策
の
さ
ら
な
る

充
実
を
図
り
ま
す
。

　
子
ど
も
の
健
康
管
理
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
極
め
て
感
染
力
の
高
い
お
た

ふ
く
か
ぜ
の
予
防
接
種
費
用
を
、
１
歳

児
を
対
象
に
継
続
し
て
全
額
助
成
い
た

し
ま
す
。
市
民
の
健
康
支
援
に
つ
い
て

は
、
各
種
が
ん
検
診
や
特
定
健
康
診
査

の
受
診
率
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
に

お
け
る
健
康
づ
く
り
の
意
識
の
高
揚
を

図
り
な
が
ら
、
受
診
率
の
高
い
自
治
会

に
表
彰
お
よ
び
報
奨
金
の
授
与
を
行
う

な
ど
、
特
定
健
診
受
診
率
向
上
に
引
き

続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
に
つ
い
て
は
、

病
院
受
診
の
際
に
特
定
健
診
や
各
種
健

診
事
業
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
引
き
続

き
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
と
特
定

健
診
受
診
券
を
一
体
型
に
す
る
こ
と
で

利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
後

発
医
薬
品
い
わ
ゆ
る
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
の
普
及
促
進
を
図
る
な
ど
医
療
費

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

　「
安
全
な
都
市
の
く
ら
し
を
ま
も
る
」

た
め
の
防
災
体
制
に
つ
い
て
は
、「
宜

野
湾
市
地
域
防
災
計
画
」
の
大
幅
な
見

直
し
と
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
更
新
し
、

危
険
箇
所
等
に
つ
い
て
住
民
へ
周
知
を

行
う
な
ど
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
ほ

か
、
今
後
も
定
期
的
に
津
波
避
難
訓
練

を
実
施
し
、
住
民
へ
基
地
内
を
通
る
避

難
経
路
の
周
知
を
図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、

地
域
に
お
け
る
防
災
意
識
の
向
上
と
対

策
を
図
る
た
め
自
主
防
災
組
織
の
支
援

を
行
い
ま
す
。

　
避
難
行
動
要
支
援
者
の
登
録
に
つ
い

て
は
、
宜
野
湾
市
災
害
時
要
援
護
者
避

難
支
援
対
策
協
議
会
の
取
り
組
み
を
強

化
し
、
要
介
護
者
や
障
が
い
認
定
者
な

ど
の
要
配
慮
者
を
約
１
千
８
百
名
登
録

し
ま
し
た
。
今
後
は
平
常
時
か
ら
避
難

行
動
要
支
援
者
の
情
報
を
支
援
関
係
者

と
共
有
し
、
安
心
・
安
全
な
社
会
と
な

る
よ
う
努
め
ま
す
。

　
救
急
・
消
防
体
制
の
強
化
に
つ
い
て

は
、
市
民
が
安
心
・
安
全
に
住
み
続
け

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
救
急
業
務
高

度
化
資
機
材
緊
急
整
備
事
業
や
消
防
備

品
整
備
事
業
を
行
い
、
高
規
格
救
急
自

動
車
お
よ
び
現
場
指
揮
車
の
更
新
や
、

消
防
設
備
・
施
設
の
整
備
を
進
め
ま
す
。

消
防
団
に
つ
い
て
は
、
平
成
27
年
度
よ

り
定
員
を
増
員
し
、
災
害
対
応
力
の
強

化
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
の
自
主
防

災
組
織
等
の
教
育
訓
練
に
お
い
て
指
導

的
役
割
を
担
え
る
よ
う
充
実
・
強
化
を

図
り
ま
す
。
こ
の
他
、
市
民
を
対
象
に

救
命
講
習
会
に
よ
る
応
急
手
当
の
普
及

啓
発
や
、
防
火
対
象
物
の
安
全
性
の
向

上
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
普
及
促
進
、

高
齢
者
お
よ
び
災
害
弱
者
の
防
火
安
全

対
策
指
導
に
努
め
ま
す
。

　
交
通
安
全
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、

市
交
通
指
導
員
お
よ
び
関
係
機
関
等
と

連
携
を
図
り
、
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交

通
事
故
防
止
や
歩
行
者
の
安
全
確
保
に

向
け
た
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
防
犯
対
策
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
民

の
防
犯
に
対
す
る
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、引
き
続
き
「
ち
ゅ
ら
さ
ん
運
動
」

を
推
進
し
ま
す
。

　「
次
世
代
に
誇
れ
る
持
続
発
展
可
能

な
都
市
を
形
成
す
る
」
施
策
の
展
開
を

図
り
ま
す
。
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い

て
は
、
市
民
へ
普
及
啓
発
を
図
る
た
め

「
住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
設
置

補
助
事
業
」
を
、
国
の
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
施
策
等
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

　「
快
適
な
く
ら
し
を
支
え
る
美
し
い

都
市
基
盤
整
備
を
す
す
め
る
」
施
策
に

取
り
組
み
ま
す
。
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て
は
、
健
全
な
市
街
地
の
整
備

と
生
活
環
境
の
改
善
に
向
け
て
、
引
き

続
き
宇
地
泊
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業

お
よ
び
佐
真
下
第
二
土
地
区
画
整
理
事

業
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
市
営
住
宅
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
伊

利
原
市
営
住
宅
が
平
成
27
年
度
の
完
成

を
予
定
し
て
お
り
、
住
宅
困
窮
者
に
対

し
て
快
適
な
居
住
環
境
を
提
供
し
ま
す
。

　
道
路
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
道

宜
野
湾
11
号
、
市
道
我
如
古
21
号
等
の

主
要
路
線
の
着
実
な
推
進
と
、
市
道
長

田
１
号
の
通
学
路
の
歩
道
整
備
な
ど
積

極
的
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
道
路

や
橋
り
ょ
う
に
つ
い
て
は
、
長
寿
命
化

修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
必
要
に
応
じ
た

対
策
を
実
施
す
る
と
と
も
に
計
画
的
な

維
持
・
修
繕
に
努
め
ま
す
。

　
都
市
計
画
道
路
に
つ
い
て
は
、
３･

４･

71
号
普
天
間
線
整
備
事
業
を
推
進

し
、
安
全
で
快
適
な
歩
行
者
空
間
の
形

成
を
図
る
た
め
早
期
整
備
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
の
水
道
事
業
は
、
佐
真

下
第
二
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
に
お

け
る
新
規
配
水
管
布
設
工
事
を
実
施
す

る
と
と
も
に
、
重
要
幹
線
で
あ
る
基
幹

管
路
に
つ
い
て
、
耐
震
化
や
水
質
の
向

上
を
図
る
た
め
の
布
設
替
え
を
行
い
、

災
害
に
も
強
い
管
網
構
築
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
老
朽
給
水
管
の
改
良
工
事
を
実

施
す
る
こ
と
に
よ
り
漏
水
防
止
対
策
を

強
化
し
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
充
実
を
図

り
水
道
施
設
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

行
政
区
域
の
約
90
％
に
お
い
て
使
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
残
る
地
域

の
整
備
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
実
施
し

ま
す
。
ま
た
、
平
成
30
年
４
月
１
日
を

目
標
に
下
水
道
事
業
の
公
営
企
業
会
計

移
行
に
着
手
し
ま
す
。

　
公
園
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、
野
嵩

第
一
公
園
お
よ
び
比
屋
良
川
公
園
の
整

備
を
引
き
続
き
進
め
ま
す
。
ま
た
、
上

大
謝
名
街
区
公
園
に
つ
い
て
は
、
平
成

27
年
度
の
工
事
完
成
に
向
け
て
取
り
組

み
ま
す
。

　
風
景
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て
は
、

平
成
27
年
度
中
に
景
観
条
例
を
施
行
し
、

景
観
計
画
の
運
用
開
始
を
図
り
ま
す
。

円
滑
な
景
観
行
政
の
運
用
を
推
進
す
る

た
め
、
市
民
や
事
業
者
等
へ
の
周
知
・

啓
発
、
な
ら
び
に
将
来
的
な
基
地
の
跡

地
利
用
や
ま
ち
づ
く
り
の
動
向
を
踏
ま

え
て
調
査
・
検
討
を
行
い
、
豊
か
で
潤

い
の
あ
る
風
景
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組

み
ま
す
。

　
墓
地
行
政
に
つ
い
て
は
、
墓
地
等
の

経
営
の
適
正
化
お
よ
び
墓
地
等
と
周
辺

環
境
と
の
調
和
が
図
ら
れ
る
よ
う
積
極

的
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
普
天
間
飛
行
場
周
辺
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
普
天
間
街
道

を
通
じ
て
発
展
し
て
き
た
普
天
間
お
よ

び
真
栄
原
の
２
地
区
に
お
い
て
、
地
域

資
源
を
活
用
し
た
交
流
拠
点
の
整
備
を

計
画
し
て
い
ま
す
。
普
天
間
地
区
で
は

門
前
の
風
情
を
活
か
し
た
交
流
拠
点
の

整
備
、真
栄
原
地
区
に
お
い
て
は（
仮
称
）

総
合
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の
機

能
を
有
す
る
交
流
施
設
の
整
備
に
向
け

て
、
平
成
27
年
度
は
調
査
業
務
を
行
い

事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
真

栄
原
地
区
に
お
い
て
は
、
交
流
施
設
の

整
備
に
併
せ
て
道
路
整
備
も
進
め
ま
す
。

　「
基
地
の
返
還
と
市
民
の
た
め
の
跡

地
利
用
を
促
進
す
る
」
施
策
に
取
り
組

み
ま
す
。
米
軍
基
地
普
天
間
飛
行
場
は
、

戦
後
69
年
も
の
間
、
航
空
機
事
故
の
危

険
性
や
騒
音
被
害
等
、
市
民
の
生
活
環

境
に
大
き
な
負
担
を
強
い
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
効
率
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
上
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て
お
り
、

経
済
活
動
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
米
軍
ヘ
リ
が
墜
落
す
る
事

故
や
M
V-

22
オ
ス
プ
レ
イ
の
強
行
配

備
等
、
市
民
の
基
地
負
担
は
も
は
や
限

界
に
達
し
て
お
り
「
世
界
一
危
険
な
基

地
」
と
い
わ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
の
危

険
性
は
一
刻
も
早
く
取
り
除
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
国
・
県
・
市
で
構
成
す
る
「
普

天
間
飛
行
場
負
担
軽
減
推
進
会
議
」
に

お
い
て
、
K
C
１
３
０
空
中
給
油
機
全

15
機
の
山
口
県
岩
国
飛
行
場
へ
の
移
駐

や
、
外
来
ジ
ェ
ッ
ト
戦
闘
機
の
飛
来
軽

減
等
、
目
に
見
え
る
形
で
の
負
担
軽
減

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
市
民
か
ら

は
依
然
、
夜
間
騒
音
や
住
宅
地
上
空
に

お
け
る
旋
回
訓
練
に
伴
う
騒
音
に
関
す

る
苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
な

る
負
担
軽
減
の
早
期
実
現
を
強
く
求
め
、

普
天
間
飛
行
場
の
固
定
化
を
絶
対
に
阻

止
す
る
た
め
、
一
日
も
早
い
閉
鎖
・
返

還
と
そ
の
間
の
危
険
性
の
除
去
お
よ
び

基
地
負
担
軽
減
の
早
期
実
現
に
向
け
、

全
力
を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。
普
天

間
飛
行
場
の
跡
地
利
用
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
跡
地
利
用
計
画
の
策
定
に
向
け

て
、
土
地
利
用
需
要
見
通
し
の
確
保
と
、

地
権
者
の
土
地
活
用
意
向
把
握
等
と
合

わ
せ
て
計
画
の
具
体
化
に
向
け
た
取
り

組
み
を
進
め
、
実
現
性
の
検
証
や
関
係

者
の
合
意
形
成
を
図
り
ま
す
。

　
キ
ャ
ン
プ
瑞
慶
覧
西
普
天
間
住
宅
地

区
の
跡
地
利
用
計
画
に
つ
い
て
は
、
先

端
医
療
機
能
の
集
積
を
図
る
「
国
際
医

療
拠
点
」
の
形
成
を
目
指
し
、
平
成
27

年
７
月
を
目
途
に
策
定
し
ま
す
。
ま
た
、

返
還
後
速
や
か
に
土
地
利
用
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
跡
地
利
用
計
画
の
実
現
化
に

向
け
た
関
係
権
利
者
の
意
向
確
認
な
ど

調
査
業
務
も
実
施
し
ま
す
。
西
普
天
間

住
宅
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
は
、

今
後
返
還
さ
れ
る
普
天
間
飛
行
場
の
跡

地
利
用
計
画
も
見
据
え
な
が
ら
県
内
の

跡
地
利
用
の
先
行
モ
デ
ル
地
区
と
な
る

よ
う
、
国
・
県
お
よ
び
地
権
者
と
連
携

し
た
取
り
組
み
を
継
続
し
ま
す
。

　「
未
来
に
向
け
た
平
和
行
政
を
推
進

す
る
」
施
策
に
取
り
組
み
ま
す
。
平
成

27
年
度
は
平
和
市
民
啓
発
事
業
と
し
て

戦
後
70
周
年
平
和
祈
念
事
業
を
行
う
と

と
も
に
、
引
き
続
き
被
爆
地
長
崎
へ
の

平
和
学
習
派
遣
事
業
お
よ
び
平
和
学
習

受
入
事
業
等
を
実
施
し
、
平
和
に
対
す

る
意
識
の
高
揚
を
図
り
ま
す
。

　
市
政
運
営
の
基
本
方
針
に
基
づ
き
編

成
し
ま
し
た
平
成
27
年
度
の
本
市
の
一

般
会
計
予
算
総
額
は
、
３
６
８
億
９
千

７
百
万
円
と
な
り
、
西
普
天
間
住
宅
地

区
の
先
行
取
得
が
終
了
し
た
こ
と
に
よ

り
、
対
前
年
度
比
約
6.9
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
私
は
、
市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
と
市
民
生
活
向
上
の
た
め
、

平
成
27
年
度
も
、活
気
あ
る
宜
野
湾
市
・

市
民
が
笑
顔
で
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
宜
野
湾
市
・
元
気
な
ま
ち
宜
野
湾

市
を
創
造
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
が
幸
せ
を
感
じ
ら

れ
る
よ
う
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
力
を
合

わ
せ
、
市
議
会
と
連
携
し
て
市
政
運
営

に
全
力
を
尽
く
し
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
の
で
、
議
員
各
位
の
慎
重
な
る
ご

審
議
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
私
の
施
政

方
針
と
い
た
し
ま
す
。

　
平
成
27
年
２
月
26
日 

　

　
宜
野
湾
市
長
　
佐
喜
眞
　
淳

ま
　
ち

お
わ
り
に

第
４
章
﹁
持
続
発
展

可
能
な
美
し
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●▲公民館

１

平成27年度 学生納付特例 受付中

手続きは
毎年必要です！

問合せ：市民課年金係　☎893－4411　内線114・366

固定資産税・市県民税・軽自動車税について　納税課　内線２５７
国民健康保険税・後期高齢者医療保険料について　国民健康保険課　内線１４１・１５２
介護保険料について　介護長寿課　内線１６７

問合せ：市税等収納対策本部　☎ ８９３-４４１１

琉球銀行、沖縄銀行、沖縄海邦銀行、コザ信用金庫、沖縄県労働金庫、
沖縄県農業協同組合、ゆうちょ銀行（郵便局）

納付書・預貯金通帳・印鑑（通帳届出印）

預金口座がある金融機関の本・支店へお申込みください。
「宜野湾市税・保険料口座振替依頼書」は、市内の金融機関または各課窓口に用意しています。
郵送も致しますので各課までご連絡ください。

市税等納期カレンダー平成27年度 【宜野湾市】
税目

月別

※口座振替日は納期限と同日になりますが、12月のみ全項目とも25日に振替します。

市税等納期

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

１月

２月

３月

固定資産税

1期

　

　

2期

　

　

　

　

3期
25日(金)

　

4期

1期

　

2期

　

3期

　

　

4期

　

1期

2期

3期

4期

5期

6期
28日（月）

7期

8期

9期

　

全期 　

　

1期

2期

3期

4期

5期

6期
28日（月）

7期

8期

4月30日（木）

6月1日（月）

6月30日（火）

7月31日（金）

8月31日（月）

9月30日（水）

11月2日（月）

11月30日（月）

2月1日（月）

2月29日（月）

3月31日（木）

　

　

　

1期

2期

3期

4期

5期

6期
28日（月）

7期

8期

市県民税 軽自動車税 介護保険料 納 期 限・
口座振替日

国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料

納期限：左記のとおり
口座振替：25日（金）

市税等納期カレンダー平成27年度 【宜野湾市】

市税等は期限内に納めましょう!!

お申込み

手続きに必要なもの

取扱金融機関

便利です！口座振替 納め忘れがなく便利です。
ぜひご利用ください。

納め忘れがなく便利です。
ぜひご利用ください。

印

￥00,0000

○○○○○○○○

・国民年金

三世代交流区民ピクニックちなひちもうい大会

区民グランドゴルフ大会 区民ウォーキング・餅つき大会

　毎年10月に、
総 勢150名 の
参加で開催して
います。0歳児
から90代まで
和気あいあいと
楽しい一日を過
ごしています。

　毎年、宜野湾は
ごろも祭りの前夜
祭とタイアップし
て開催しています。
地域の伝統行事と
して大切に保存し
ていきたいと思い
ます。

　1月に、区民
の無病息災を祈
願しながら拝所
等文化財を回っ
ています。歩い
た後は、子ども
会主催の餅つき
で大盛り上りで
す。

　毎年秋に、市民
広場にて行ってい
ます。ゲーム終了
後は昼食あり、景
品の当たる抽選会
ありと、皆さんの
笑顔が絶えません。

こ
ん
に
ち
は
、野
嵩
１
区
自

治
会
長
の
新
城
嘉
隆
と
書

記
の
佐
喜
真
智
子
で
す
。

　
野
嵩
１
区
自
治
会
は
、先

の
大
戦
で
戦
災
を
免
れ
た

地
域
で
、
地
域
内
に
は
、
拝

所
・
史
跡
な
ど
が
た
く
さ

ん
残
っ
て
い
ま
す
。そ
し

て
、
六
年
に
一
回
、
子
年
と

午
年
に
行
わ
れ
る
豊
年
祭

り
「
野
嵩
マ
ー
ル
ア
シ
ビ
」

が
有
名
で
す
。

　
是
非
、お
気
軽
に
公
民
館

へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

三世代交流区民ピクニックちなひちもうい大会

区民グランドゴルフ大会 区民ウォーキング・餅つき大会

三世代交流区民ピクニックちなひちもうい大会

区民グランドゴルフ大会 区民ウォーキング・餅つき大会

野嵩１区自治会
☎892－2252

20歳以上であれば、学生であっても国民年金に加入し、年金保険料を納めなければなりません。
しかし、収入が少なく年金保険料を納めることができなければ、「学生納付特例」を申請することができます。
20歳以上であれば、学生であっても国民年金に加入し、年金保険料を納めなければなりません。
しかし、収入が少なく年金保険料を納めることができなければ、「学生納付特例」を申請することができます。

● 指定する大学（大学院）・高等学校・専門学校・各種学校などに在籍する学生
● 前年の所得が118万円以下の方対　象　者 

① 学生証（コピー可）・ 在学（在籍）証明書のいずれか一つ
② 認め印必 要 書 類

★学生納付特例期間は、年金の受給資格期間（最低25年必要）に算入されます。
★年金額の計算には反映されません。ただし、老齢年金の減額を防ぐため、10年間は保険料の追納ができます。
★障害年金・遺族年金の請求時には、納付と同じ扱いとなります（申請が遅れると、請求が認められない場合があります）。

学生納付特例が認められると・・・

　平成26年度の学生納付特例が承認され、平成27年度も在学予定の方に対して、日本年金機構よりハガキ形式の「学生
納付特例申請書」が3月下旬に送付されています。必要事項を記入して、ポストに投函することで平成27年度の学生納
付特例を申請することができます。ぜひ、ご利用ください（承認時期によっては、送付されない場合があります）。

平成27年度 学生納付特例 受付中
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① 学生証（コピー可）・ 在学（在籍）証明書のいずれか一つ
② 認め印必 要 書 類

★学生納付特例期間は、年金の受給資格期間（最低25年必要）に算入されます。
★年金額の計算には反映されません。ただし、老齢年金の減額を防ぐため、10年間は保険料の追納ができます。
★障害年金・遺族年金の請求時には、納付と同じ扱いとなります（申請が遅れると、請求が認められない場合があります）。

学生納付特例が認められると・・・

　平成26年度の学生納付特例が承認され、平成27年度も在学予定の方に対して、日本年金機構よりハガキ形式の「学生
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ご予約
お問合せ

50名様 45万円（税別）より
料理・お飲物・装花・写真・献杯セット

〒901-2224　宜野湾市真志喜4-1-1
TE L  098 - 897 - 8384（宴会係）　http://www.laguna.co.jp

生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝生年祝
トゥシビー

歳かさ
ね
絆深ま

る
生まれ

年

生年祝 ・バースデーケーキプレゼント
・ご本人様の衣装レンタルサービス
　（色留袖 or 袴１点）
・ご本人様の着付サービス
※平成 27年４月１日以降にご成約の場合となります。【プラン内に含まれる内容】

おじいちゃん・おばあちゃんの笑顔が見たいから

名様 45万円
おじいちゃん・おばあちゃんの笑顔が見たいから

～家族みんなで集う誕生日～

４～９月開催限定
【ご成約特典】おじいちゃん・おばあちゃんの笑顔が見たいから

～家族みんなで集う誕生日～

ぐすーじキャンペーン

　
博
物
館
に
収
蔵
・

展
示
さ
れ
て
い
る

資
料
は
、
ど
こ
か

ら
来
る
の
か
ご
存

知
で
す
か
。
宜
野

湾
市
立
博
物
館
の

場
合
、
ほ
と
ん
ど

が
市
民
の
皆
さ
ま

の
お
家
か
ら
で
す
。

便
利
な
道
具
や
新

し
い
製
品
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
、
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
物
を
、
資
料
と
し
て
譲
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
場
合
は
、「
こ
ん
な
道
具
が
あ
る
け
ど
、

博
物
館
で
必
要
で
す
か
？
」
と
い
っ
た
ご
連
絡

を
い
た
だ
く
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
が
、
古
い

物
や
珍
し
い
物
な
ら
ば
、
何
で
も
集
め
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
館
は
、
宜
野
湾
市
の
文
化

の
保
存
と
活
用
を
目
的
と
す
る
の
で
、①
宜
野

湾
市
で
暮
ら
し
た
人
び
と
が
使
っ
て
い
た
、②

当
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
数
が

少
な
い
、③
当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
資
料
よ
り

状
態
が
良
い
（
壊
れ
て
い
な
い
）
と
い
っ
た
こ

と
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

　
博
物
館
に
や
っ
て
来
た
資
料
は
、
大
き
さ
や

状
態
を
職
員
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
収
蔵
品
台

帳
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
台
帳
に
は
、
持
主
だ
っ

た
方
か
ら
の
聞
き
取
り
情
報
も
記
録
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
道
具
を
使
っ
た
人
び
と
の
思
い
出

や
暮
ら
し
ぶ
り
も
、
資
料
と
一
緒
に
生
き
続
け

る
の
で
す
。

　
ま
た
資
料
を
守
る
た
め
に
、
シ
ロ
ア
リ
な
ど

の
害
虫
や
カ
ビ
を
除
く
「
燻
蒸
」
と
い
う
処
理

を
行
い
ま
す
。「
燻
蒸
」
は
様
々
な
方
法
が
あ

り
ま
す
。殺
虫
剤
を
使
う
場
合
、高
温
ま
た
は
低

温
の
密
閉
空
間
に
資
料
を
入
れ
る
場
合
、
酸
素

や
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
を
変
え
た
密
閉
空
間
に

資
料
を
入
れ
る
場
合
な
ど
が
あ
り
、
資
料
の
素

材
や
状
態
を
見
て
、
適
し
た
方
法
を
選
び
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
当
館
に
や
っ
て
来
た
資
料

は
、
ど
れ
も
全
て
市
の
文
化
を
語
る
、
市
民
共

有
の
宝
物
で
す
。
ぜ
ひ
宝
物
に
会
い
に
、
博
物

館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
博
物
館
の

活
動
年
間
予
定
に
つ
い
て
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
物
を
お
持
ち
の

方
は
、
当
館
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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市
昇
格
へ

平成26年度寄贈資料の一部（国体関係資料）

　１
９
６
２
（
昭
和
37
）
年
、
人
口
が
３
万
人

を
突
破
し
て
都
市
化
し
つ
つ
あ
る
宜
野
湾
村
は
、

市
昇
格
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
新
し
い
市
名
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
全
琉
各

地
か
ら
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　集
っ
た
名
称
は
、
天
満
、
吉
野
、
大
山
、
普
天
満
、

普
天
間
、
宜
天
満
、
宜
野
湾
、
宜
普
ノ
宮
、
布
天
真
、

松
山
、
大
野
、
三
原
、
天
野
、
中
野
宮
、
松
宮
、

宮
松
な
ど
で
し
た
。

　
　

　各
市
名
に
は
、
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
理

由
も
書
き
添
え
ら
れ
、
普
天
間
宮
を
意
識
し
た

も
の
や
、
中
部
に
生
れ
る
新
し
い
都
市
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
も
の
、
当
時
検
討
さ
れ
て
い
た
中
城

村
、
北
中
城
村
と
の
三
村
合
併
を
前
提
に
し
た

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　特
に
「
普
天
間
」
は
、
経
済
・
文
化
的
に
も

宜
野
湾
の
中
心
地
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
地

元
の
陳
情
や
同
名
応
募
数
も
多
く
、
有
力
候
補

と
さ
れ
ま
し
た
。

　同
年
４
月
４
日
、
村
は
臨
時
議
会
に
市
昇
格

理
由
書
を
提
案
し
て
、
審
議
さ
れ
た
後
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
市
昇
格
時
の
名
称
変
更

に
つ
い
て
は
、
議
会
で
も
開
会
当
初
か
ら
、
学

識
経
験
者
な
ど
の
参
考
意
見
も
聞
き
な
が
ら
討

議
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
意
見
が
ま
と
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　そ
し
て「
普
天
間
」と
、も
う
一
つ
の
候
補
で

あ
る「
吉
野
」で
意
見
が
激
し
く
対
立
し
、ど
ち

ら
も
議
会
の
三
分
の
二
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
、

こ
れ
ま
で
の「
宜
野
湾
」の
名
称
と
な
り
、４
月

６
日
に
琉
球
政
府
へ
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
６
月
の
立
法
院
本
会
議
に
て
満
場

一
致
で
決
議
さ
れ
、
７
月
１
日
付
で
市
に
昇
格

し
ま
し
た
。
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
よ
り
約

54
年
間
続
い
た
宜
野
湾
村
は
、
新
し
く
「
宜
野

湾
市
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。
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『
宜
野
湾
市
史
』へ
の
問
合
せ

 

市
立
博
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3
1
7

【
お
問
合
せ
】
市
立
博
物
館  

☎
8
7
0
ー
9
3
1
7

 

入
館
料
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　

  

お
気
軽
に
ご
来
館
下
さ
い
。

はくぶつかんの部屋・茶ぐゎーゆんたく

　市の苦情解決委員として、島村枝美さん、松田朝徳さ
ん、上原哲さん、具志堅美江さん、伊地梨枝子さんの5
名が就任しました。任期は平成29年2月24日までです。
　苦情解決委員とは、保育所、児童センター、老人福
祉センターといった市が提供する福祉サービスに対す
る苦情を、職員ではない第三者としての立場から受け
付ける担当者です。

2
25 苦情解決委員に委嘱状

交付
苦情解決委員に委嘱状

交付

　市子ども・子育て会議（神里博武会長）で議論された
子ども・子育て支援事業計画案の答申書が、佐喜眞市
長に手渡されました。
　「子どもが、親が、地域で生きる喜びを実感できるま
ち　ぎのわん」を基本理念に掲げ、平成29年度までに
待機児童をゼロにする目標のもと、保育所整備などを
行っていく計画です。

3
4 子ども・子育て支援事業の計画

書手交
子ども・子育て支援事業の計画

書手交

く
ん
じ
ょ
う

1958(昭和33)年当時の宜野湾村役場

※

写
真
は
、写
真
集「
ぎ
の
わ
ん
」よ
り

1962(昭和37)年
７月市昇格

問合せ：宜野湾海浜公園等指定管理者　はごろもパークマネジメント　☎８９７‐２７５１　

市立体育館・庭球場の使用料・利用料変更 4月1日から使用料・
利用料を改定しました！

※新利用料は、表示価格が支払金額です。
　詳しくは、市立体育館窓口または下記まで
　お問い合わせください。

体育館・庭球場
利用者区分

1コート・１時間利用料
市内 市外

種目名

卓球（2台）

バドミントン

インディアカ

バレーボール

バスケットボール

庭球（テニス）

フットサル
ハンドボール

利用者 旧 新 旧 新
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般

トレーニング室
トレーニング（高校生～一般）

旧
1人1回　100円

新
1人1回　200円

150円
300円
150円
300円
150円
300円
400円
800円
600円
1,200円
1,200円
2,400円
100円
200円

160円
330円
220円
450円
220円
450円
480円
960円
660円
1,320円
840円
1,680円
150円
300円

195円
390円
195円
390円
195円
390円
520円
960円
780円
1,320円
1,560円
3,120円
130円
260円

200円
420円
280円
580円
280円
580円
620円
1,240円
850円
1,710円
1,090円
2,180円
190円
390円

市立体育館・庭球場の使用料・利用料変更

広告掲載に関する問合せは、㈲金城印刷　☎995-0001広　  告
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博物館の資料はどこから来るの？博物館の資料はどこから来るの？

25252525



　
博
物
館
に
収
蔵
・

展
示
さ
れ
て
い
る

資
料
は
、
ど
こ
か

ら
来
る
の
か
ご
存

知
で
す
か
。
宜
野

湾
市
立
博
物
館
の

場
合
、
ほ
と
ん
ど

が
市
民
の
皆
さ
ま

の
お
家
か
ら
で
す
。

便
利
な
道
具
や
新

し
い
製
品
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
て
、
使
わ
れ
な

く
な
っ
た
物
を
、
資
料
と
し
て
譲
っ
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。

　
多
く
の
場
合
は
、「
こ
ん
な
道
具
が
あ
る
け
ど
、

博
物
館
で
必
要
で
す
か
？
」
と
い
っ
た
ご
連
絡

を
い
た
だ
く
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
が
、
古
い

物
や
珍
し
い
物
な
ら
ば
、
何
で
も
集
め
る
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
当
館
は
、
宜
野
湾
市
の
文
化

の
保
存
と
活
用
を
目
的
と
す
る
の
で
、①
宜
野

湾
市
で
暮
ら
し
た
人
び
と
が
使
っ
て
い
た
、②

当
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
な
い
、
も
し
く
は
数
が

少
な
い
、③
当
館
が
所
蔵
し
て
い
る
資
料
よ
り

状
態
が
良
い
（
壊
れ
て
い
な
い
）
と
い
っ
た
こ

と
を
基
準
と
し
て
い
ま
す
。

　
博
物
館
に
や
っ
て
来
た
資
料
は
、
大
き
さ
や

状
態
を
職
員
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
、
収
蔵
品
台

帳
に
記
録
さ
れ
ま
す
。
台
帳
に
は
、
持
主
だ
っ

た
方
か
ら
の
聞
き
取
り
情
報
も
記
録
さ
れ
ま
す
。

こ
う
し
て
、
道
具
を
使
っ
た
人
び
と
の
思
い
出

や
暮
ら
し
ぶ
り
も
、
資
料
と
一
緒
に
生
き
続
け

る
の
で
す
。

　
ま
た
資
料
を
守
る
た
め
に
、
シ
ロ
ア
リ
な
ど

の
害
虫
や
カ
ビ
を
除
く
「
燻
蒸
」
と
い
う
処
理

を
行
い
ま
す
。「
燻
蒸
」
は
様
々
な
方
法
が
あ

り
ま
す
。殺
虫
剤
を
使
う
場
合
、高
温
ま
た
は
低

温
の
密
閉
空
間
に
資
料
を
入
れ
る
場
合
、
酸
素

や
二
酸
化
炭
素
の
濃
度
を
変
え
た
密
閉
空
間
に

資
料
を
入
れ
る
場
合
な
ど
が
あ
り
、
資
料
の
素

材
や
状
態
を
見
て
、
適
し
た
方
法
を
選
び
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
し
て
当
館
に
や
っ
て
来
た
資
料

は
、
ど
れ
も
全
て
市
の
文
化
を
語
る
、
市
民
共

有
の
宝
物
で
す
。
ぜ
ひ
宝
物
に
会
い
に
、
博
物

館
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
年
度
の
博
物
館
の

活
動
年
間
予
定
に
つ
い
て
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
譲
っ
て
い
た
だ
け
る
物
を
お
持
ち
の

方
は
、
当
館
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。
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６
２
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昭
和
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、
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口
が
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万
人

を
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て
都
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化
し
つ
つ
あ
る
宜
野
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村
は
、

市
昇
格
の
準
備
を
進
め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中

で
新
し
い
市
名
を
公
募
し
た
と
こ
ろ
、
全
琉
各

地
か
ら
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
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　集
っ
た
名
称
は
、
天
満
、
吉
野
、
大
山
、
普
天
満
、

普
天
間
、
宜
天
満
、
宜
野
湾
、
宜
普
ノ
宮
、
布
天
真
、

松
山
、
大
野
、
三
原
、
天
野
、
中
野
宮
、
松
宮
、

宮
松
な
ど
で
し
た
。

　
　

　各
市
名
に
は
、
ふ
さ
わ
し
い
と
思
わ
れ
る
理

由
も
書
き
添
え
ら
れ
、
普
天
間
宮
を
意
識
し
た

も
の
や
、
中
部
に
生
れ
る
新
し
い
都
市
を
イ
メ

ー
ジ
し
た
も
の
、
当
時
検
討
さ
れ
て
い
た
中
城

村
、
北
中
城
村
と
の
三
村
合
併
を
前
提
に
し
た

も
の
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

　特
に
「
普
天
間
」
は
、
経
済
・
文
化
的
に
も

宜
野
湾
の
中
心
地
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
地

元
の
陳
情
や
同
名
応
募
数
も
多
く
、
有
力
候
補

と
さ
れ
ま
し
た
。

　同
年
４
月
４
日
、
村
は
臨
時
議
会
に
市
昇
格

理
由
書
を
提
案
し
て
、
審
議
さ
れ
た
後
に
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
、
市
昇
格
時
の
名
称
変
更

に
つ
い
て
は
、
議
会
で
も
開
会
当
初
か
ら
、
学

識
経
験
者
な
ど
の
参
考
意
見
も
聞
き
な
が
ら
討

議
さ
れ
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
意
見
が
ま
と
ま

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　そ
し
て「
普
天
間
」と
、も
う
一
つ
の
候
補
で

あ
る「
吉
野
」で
意
見
が
激
し
く
対
立
し
、ど
ち

ら
も
議
会
の
三
分
の
二
の
賛
同
が
得
ら
れ
ず
、

こ
れ
ま
で
の「
宜
野
湾
」の
名
称
と
な
り
、４
月

６
日
に
琉
球
政
府
へ
申
請
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
６
月
の
立
法
院
本
会
議
に
て
満
場

一
致
で
決
議
さ
れ
、
７
月
１
日
付
で
市
に
昇
格

し
ま
し
た
。
１
９
０
８
（
明
治
41
）
年
よ
り
約

54
年
間
続
い
た
宜
野
湾
村
は
、
新
し
く
「
宜
野

湾
市
」
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
す
。
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入
館
料
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

　
　
　
　
　
　
　

  

お
気
軽
に
ご
来
館
下
さ
い
。

はくぶつかんの部屋・茶ぐゎーゆんたく

　市の苦情解決委員として、島村枝美さん、松田朝徳さ
ん、上原哲さん、具志堅美江さん、伊地梨枝子さんの5
名が就任しました。任期は平成29年2月24日までです。
　苦情解決委員とは、保育所、児童センター、老人福
祉センターといった市が提供する福祉サービスに対す
る苦情を、職員ではない第三者としての立場から受け
付ける担当者です。

2
25 苦情解決委員に委嘱状

交付
苦情解決委員に委嘱状

交付

　市子ども・子育て会議（神里博武会長）で議論された
子ども・子育て支援事業計画案の答申書が、佐喜眞市
長に手渡されました。
　「子どもが、親が、地域で生きる喜びを実感できるま
ち　ぎのわん」を基本理念に掲げ、平成29年度までに
待機児童をゼロにする目標のもと、保育所整備などを
行っていく計画です。

3
4 子ども・子育て支援事業の計画

書手交
子ども・子育て支援事業の計画

書手交

く
ん
じ
ょ
う

1958(昭和33)年当時の宜野湾村役場

※

写
真
は
、写
真
集「
ぎ
の
わ
ん
」よ
り

1962(昭和37)年
７月市昇格

問合せ：宜野湾海浜公園等指定管理者　はごろもパークマネジメント　☎８９７‐２７５１　

市立体育館・庭球場の使用料・利用料変更 4月1日から使用料・
利用料を改定しました！

※新利用料は、表示価格が支払金額です。
　詳しくは、市立体育館窓口または下記まで
　お問い合わせください。

体育館・庭球場
利用者区分

1コート・１時間利用料
市内 市外

種目名

卓球（2台）

バドミントン

インディアカ

バレーボール

バスケットボール

庭球（テニス）

フットサル
ハンドボール

利用者 旧 新 旧 新
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般
小・中・高校生

一般

トレーニング室
トレーニング（高校生～一般）

旧
1人1回　100円

新
1人1回　200円

150円
300円
150円
300円
150円
300円
400円
800円
600円
1,200円
1,200円
2,400円
100円
200円

160円
330円
220円
450円
220円
450円
480円
960円
660円
1,320円
840円
1,680円
150円
300円

195円
390円
195円
390円
195円
390円
520円
960円
780円
1,320円
1,560円
3,120円
130円
260円

200円
420円
280円
580円
280円
580円
620円
1,240円
850円
1,710円
1,090円
2,180円
190円
390円

市立体育館・庭球場の使用料・利用料変更

市
昇
格
へ

博物館の資料はどこから来るの？博物館の資料はどこから来るの？
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女女 男男 ゆゆ んん たた くく ひひ ろろ ばば 127号

学び、ふれあい、感じる実践の場めめ ぶぶ きき 情情 報報ふふ★★ くく ふふくく

「お互いに　未来を掴もう　共同参画」問合せ：市民協働推進課 平和・男女共同係　☎８９３-４４１１ 内線４２１

ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
養
成
講
座
を
開
催
！

　
２
月
26
日
（
木
）、
男
女
共
同
参
画
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く
に
て
、
主
に
男
性
を
対
象

と
し
た
男
女
共
同
参
画
推
進
の
一
環
と
し
て

「
悩
み
の
聞
き
方
、
接
し
方
講
座
〜
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
養
成
講
座
〜
」
が
開
催
さ
れ
、１
０
３

名
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
相
談
さ
れ
た
ら
自
分
が

解
決
で
き
る
答
え
を
出
し
て
あ
げ
な
い
と
い

け
な
い
よ
う
な
変
な
責
任
感
が
あ
っ
た
が
、

抱
え
込
ま
ず
に
自
分
自
身
も
そ
れ
を
相
談
で

き
る
相
手
を
見
つ
け
た
り
、
専
門
機
関
を
探

し
て
提
案
す
る
な
ど
の
策
を
と
る
の
も
大
切

だ
と
気
づ
い
た
」

「
学
ん
だ
こ
と
を

身
近
な
人
か
ら
活

か
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
は
、悩
ん
で

い
る
人
に
気
づ
き
、

声
を
か
け
、話
を
き

い
て
、必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
、見
守
る

人
の
こ
と
で
す
。

問
合
せ

  

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

　宜野湾市平和・男女共同係では、誰もが自分らしく尊厳を持って活き活きと暮らせ
る安全な社会をめざし、DV防止啓発事業を展開中です。その取り組みの一環として
平成26年度に市内で行った出前講座の様子をご紹介します。

DV防止啓発用
リーフレットも
作成しました！
無料配布します
ので、お問い合
わせください。

出前講座

　宜野湾市平和・男女共同係では、誰もが自分らしく尊厳を持って活き活きと暮らせ

DV防止啓発事業のご紹介

対象：市内4中学校（宜野湾・普天間・真志喜・嘉数）　　講師：NPO法人おきなわCAPセンター
思春期は「自分ってどんな人間になろう!?」と試行錯誤している大切な時間です。不安な気
持ちでモヤモヤすることもあるけど、どんな時でも自分を大事にすることを忘れないで。
 〈感　想〉
・嫌な時には「イヤ」と言っていいんだと分かりました。自分を大切にしたいと思いました。
・自分の気持ちばかりでなく、相手の気持ちを考えることが大切だと分かりました。

デートDV予防啓発出前講座　「さくらんぼプログラム」

対象：市内4小学校（はごろも・普天間・長田・大謝名）　講師：NPO法人おきなわCAPセンター
すべての子どもには、安心して成長・発達する権利があります。障がいのある子もない子
も暴力被害をなくすには、子どもの人権や成長に関する正しい知識・情報をみんなで共有
することが大切です。
 〈大人ワークショップ感想　対象：全児童の保護者〉
・子どもの話しを聞くことの大切さをあらためて感じました。
 〈子どもワークショップ感想　対象：障がい児〉
・「安心」「自信」「自由」を奪われそうになったらになったら、イヤと言ったり、逃げたり、安
心できる大人の人に言うという事が大切だとわかりました。

障がい児暴力防止プログラム　「スペシャルニーズプログラム」

対象：宜野湾市母子保健推進員　　講師：當眞郁子（浦添市母子生活支援施設　浦和寮施設長）
DVは個人的問題ではなく、社会的な問題です。地域住民に関わる機会が多い関係機関に出
向き、DVに関する深い理解を求めました。
 〈感　想〉
・沖縄のDVの多さに驚きました。そのことを意識し、できることを母子たちに支援してい
きたいです。
・今は誰かに相談したり分かり合える時代になってきました。小さな力が集まると助け合
える。私もその1人になりたいです。

DV防止啓発関係機関出前講座　「DVから見える根っこ（母）の存在」
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DV防止啓発事業のご紹介

　
毎
年
、
宜
野
湾
市
で
は
友
好
都
市
で
あ
る
中
国･

福
建
省･

厦
門
市
の
厦
門
理
工
学
院
へ
留
学
生
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
９
月
〜
平
成
26
年
８

月
ま
で
一
年
間
の
留
学
を
終
え
た
伊
野
波
な
つ
さ

ん
の
帰
国
報
告
会
と
田
添
暢
彦
さ
ん
（
沖
縄
国
際

大
学
・
沖
縄
大
学
講
師
）
の
講
演
会
が
２
月
27
日

（
金
）、
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、「
中
国
語
を
め
ぐ
る
旅
」
と
題
し
、

田
添
さ
ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
身
の

留
学
生
活
や
、
旅
を
通
し
て
見
て
き
た
中
国
の
様

子
が
、
写
真
を
交
え
な
が
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
訪
れ
た
中
国
は
、
言
葉
は
分
か
ら
な
か

っ
た
も
の
の
、中
国
の
文
化
と
ふ
れ
あ
う
中
で
「
面

白
い
！
」
だ
か
ら
「
ま
た
訪
れ
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
大
き
く
な
っ
た
。
行
っ
て
み
な
い
と
分
か

ら
な
い
面
白
さ
が
あ
る
、
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
伊
野
波
さ
ん
に
よ
る
帰
国
報
告

会
が
行
わ
れ
、
写
真
や
報
告
書
を
交
え
な
が
ら
、

厦
門
市
で
の
学
校
生
活
の
様
子
や
、
旅
行
先
で
の

出
来
事
を
紹
介
し
ま
し
た
。

授
業
に
つ
い
て

　
授
業
が
始
ま
っ
た
当
初
は
全
員
が
中
級
ク
ラ
ス

だ
っ
た
も
の
の
、他
の
留
学
生
の
レ
ベ
ル
が
高
か
っ

た
た
め
、
先
生
に
掛
け
合
い
初
級
ク
ラ
ス
を
作
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
に
。
生
徒
二
人
だ
け
の
初
級
ク

ラ
ス
で
は
、
中
国
語
と
英
語
の
二
か
国
語
で
の
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
国
人
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
支
え
ら
れ
、
中

国
語
の
聞
き
取
り
に
も
慣
れ
て
き
た
後
期
か
ら
は

中
級
ク
ラ
ス
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
留
学
を
終
え
る
頃
に
は
Ｈ
Ｓ
Ｋ（
中
国
語

検
定
）
５
級
を
取
得
。
中
国
語
習
得
へ
の
意
欲
や

努
力
の
様
子
が
、
報
告
の
中
で
多
く
う
か
が
え
ま

し
た
。

校
内
朗
読
大
会
で
一
等
賞

　
５
月
に
行
わ
れ
た
詩
の
朗
読
大
会
で
は
、
チ
ュ

ー
タ
ー
が
レ
コ
ー
ダ
ー
に
吹
き
込
ん
で
く
れ
た
も

の
を
毎
日
聞
き
、
一
緒
に
練
習
を
し
ま
し
た
。
最

初
の
う
ち
は
、
声
が
出
て
い
な
い
こ
と
や
、
発
音

に
つ
い
て
厳
し
い
指
導
も
受
け
ま
し
た
が
、
楽
し

み
な
が
ら
毎
日
の
練
習
を
積
み
重
ね
ま
し
た
。

　
い
い
緊
張
感
を
持
っ
て
、
納
得
の
い
く
朗
読
が

で
き
た
と
い
う
本
番
で
は
、
一
等
賞
を
受
賞
。
審

査
委
員
長
か
ら
も
「
発
音
が
と
て
も
よ
か
っ
た
」

と
お
褒
め
の
言
葉
を
頂
い
た
と
、
嬉
し
そ
う
に
報

告
し
ま
し
た
。

旅
先
で
感
じ
た
自
身
の
成
長

　
留
学
し
て
半
年
後
の
一
人
旅
で
、
語
学
力
の
成

長
を
実
感
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
現
地
の
人
た

ち
と
話
を
し
て
み
る
と
、
自
分
が
思
っ
て
い
た
よ

り
も
中
国
語
が
通
じ
、
相
手
が
何
を
言
っ
て
い
る

か
分
か
る
よ
う
に
も
な
っ
て
い
ま
し
た
」
と
伊
野

波
さ
ん
は
語
り
ま
し
た
。
積
極
的
に
中
国
の
文
化

体
験
や
人
と
の
交
流
を
し
て
い
く
中
で
、
普
段
の

生
活
で
は
あ
ま
り
感
じ
て
い
な
か
っ
た
成
長
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
た
そ
う
で
す
。

留
学
で
の
経
験
を
生
か
す

　
伊
野
波
さ
ん
は
、
帰
国
後
も
中
国
語
の
検
定
取

得
に
向
け
て
の
勉
強
を
続
け
、
自
身
が
通
う
大
学

で
は
中
国
人
留
学
生
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
チ
ュ
ー
タ

ー
や
中
国
語
通
訳
の
ア
ル
バ
イ
ト
を
始
め
る
な
ど
、

留
学
の
経
験
を
生
か
し
学
び
続
け
て
い
ま
す
。
伊

野
波
さ
ん
の
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

厦
門
留
学
生
帰
国
報
告
会

厦門で友人と（左から三番目）

帰国報告を行う伊野波さん

日
本
と
中
国
の
架
け
橋

厦
門
留
学
生
帰
国
報
告
会
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ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
養
成
講
座
を
開
催
！

　
２
月
26
日
（
木
）、
男
女
共
同
参
画
支
援
セ

ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く
に
て
、
主
に
男
性
を
対
象

と
し
た
男
女
共
同
参
画
推
進
の
一
環
と
し
て

「
悩
み
の
聞
き
方
、
接
し
方
講
座
〜
ゲ
ー
ト
キ

ー
パ
ー
養
成
講
座
〜
」
が
開
催
さ
れ
、１
０
３

名
の
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　
参
加
者
か
ら
は
「
相
談
さ
れ
た
ら
自
分
が

解
決
で
き
る
答
え
を
出
し
て
あ
げ
な
い
と
い

け
な
い
よ
う
な
変
な
責
任
感
が
あ
っ
た
が
、

抱
え
込
ま
ず
に
自
分
自
身
も
そ
れ
を
相
談
で

き
る
相
手
を
見
つ
け
た
り
、
専
門
機
関
を
探

し
て
提
案
す
る
な
ど
の
策
を
と
る
の
も
大
切

だ
と
気
づ
い
た
」

「
学
ん
だ
こ
と
を

身
近
な
人
か
ら
活

か
し
て
い
き
た

い
」
な
ど
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
と
は
、悩
ん
で

い
る
人
に
気
づ
き
、

声
を
か
け
、話
を
き

い
て
、必
要
な
支
援

に
つ
な
げ
、見
守
る

人
の
こ
と
で
す
。

問
合
せ

  

男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー 

ふ
く
ふ
く

　宜野湾市平和・男女共同係では、誰もが自分らしく尊厳を持って活き活きと暮らせ
る安全な社会をめざし、DV防止啓発事業を展開中です。その取り組みの一環として
平成26年度に市内で行った出前講座の様子をご紹介します。

DV防止啓発用
リーフレットも
作成しました！
無料配布します
ので、お問い合
わせください。

出前講座

　宜野湾市平和・男女共同係では、誰もが自分らしく尊厳を持って活き活きと暮らせ

DV防止啓発事業のご紹介

対象：市内4中学校（宜野湾・普天間・真志喜・嘉数）　　講師：NPO法人おきなわCAPセンター
思春期は「自分ってどんな人間になろう!?」と試行錯誤している大切な時間です。不安な気
持ちでモヤモヤすることもあるけど、どんな時でも自分を大事にすることを忘れないで。
 〈感　想〉
・嫌な時には「イヤ」と言っていいんだと分かりました。自分を大切にしたいと思いました。
・自分の気持ちばかりでなく、相手の気持ちを考えることが大切だと分かりました。

デートDV予防啓発出前講座　「さくらんぼプログラム」

対象：市内4小学校（はごろも・普天間・長田・大謝名）　講師：NPO法人おきなわCAPセンター
すべての子どもには、安心して成長・発達する権利があります。障がいのある子もない子
も暴力被害をなくすには、子どもの人権や成長に関する正しい知識・情報をみんなで共有
することが大切です。
 〈大人ワークショップ感想　対象：全児童の保護者〉
・子どもの話しを聞くことの大切さをあらためて感じました。
 〈子どもワークショップ感想　対象：障がい児〉
・「安心」「自信」「自由」を奪われそうになったらになったら、イヤと言ったり、逃げたり、安
心できる大人の人に言うという事が大切だとわかりました。

障がい児暴力防止プログラム　「スペシャルニーズプログラム」

対象：宜野湾市母子保健推進員　　講師：當眞郁子（浦添市母子生活支援施設　浦和寮施設長）
DVは個人的問題ではなく、社会的な問題です。地域住民に関わる機会が多い関係機関に出
向き、DVに関する深い理解を求めました。
 〈感　想〉
・沖縄のDVの多さに驚きました。そのことを意識し、できることを母子たちに支援してい
きたいです。
・今は誰かに相談したり分かり合える時代になってきました。小さな力が集まると助け合
える。私もその1人になりたいです。

DV防止啓発関係機関出前講座　「DVから見える根っこ（母）の存在」
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DV防止啓発事業のご紹介

　
毎
年
、
宜
野
湾
市
で
は
友
好
都
市
で
あ
る
中
国･

福
建
省･

厦
門
市
の
厦
門
理
工
学
院
へ
留
学
生
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。
平
成
25
年
９
月
〜
平
成
26
年
８

月
ま
で
一
年
間
の
留
学
を
終
え
た
伊
野
波
な
つ
さ

ん
の
帰
国
報
告
会
と
田
添
暢
彦
さ
ん
（
沖
縄
国
際

大
学
・
沖
縄
大
学
講
師
）
の
講
演
会
が
２
月
27
日

（
金
）、
男
女
共
同
参
画
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
く
ふ
く

に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
第
一
部
で
は
、「
中
国
語
を
め
ぐ
る
旅
」
と
題
し
、

田
添
さ
ん
の
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
自
身
の

留
学
生
活
や
、
旅
を
通
し
て
見
て
き
た
中
国
の
様

子
が
、
写
真
を
交
え
な
が
ら
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　
初
め
て
訪
れ
た
中
国
は
、
言
葉
は
分
か
ら
な
か

っ
た
も
の
の
、中
国
の
文
化
と
ふ
れ
あ
う
中
で
「
面

白
い
！
」
だ
か
ら
「
ま
た
訪
れ
た
い
」
と
い
う
気

持
ち
が
大
き
く
な
っ
た
。
行
っ
て
み
な
い
と
分
か

ら
な
い
面
白
さ
が
あ
る
、
と
の
話
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あ
り
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は
、
伊
野
波
さ
ん
に
よ
る
帰
国
報
告

会
が
行
わ
れ
、
写
真
や
報
告
書
を
交
え
な
が
ら
、

厦
門
市
で
の
学
校
生
活
の
様
子
や
、
旅
行
先
で
の

出
来
事
を
紹
介
し
ま
し
た
。

授
業
に
つ
い
て

　
授
業
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始
ま
っ
た
当
初
は
全
員
が
中
級
ク
ラ
ス

だ
っ
た
も
の
の
、他
の
留
学
生
の
レ
ベ
ル
が
高
か
っ

た
た
め
、
先
生
に
掛
け
合
い
初
級
ク
ラ
ス
を
作
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
に
。
生
徒
二
人
だ
け
の
初
級
ク

ラ
ス
で
は
、
中
国
語
と
英
語
の
二
か
国
語
で
の
授

業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
中
国
人
学
生
の
サ
ポ
ー
ト
に
も
支
え
ら
れ
、
中

国
語
の
聞
き
取
り
に
も
慣
れ
て
き
た
後
期
か
ら
は

中
級
ク
ラ
ス
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
留
学
を
終
え
る
頃
に
は
Ｈ
Ｓ
Ｋ（
中
国
語

検
定
）
５
級
を
取
得
。
中
国
語
習
得
へ
の
意
欲
や

努
力
の
様
子
が
、
報
告
の
中
で
多
く
う
か
が
え
ま

し
た
。

校
内
朗
読
大
会
で
一
等
賞

　
５
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朗
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は
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チ
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ー
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ー
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吹
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れ
た
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の
を
毎
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聞
き
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一
緒
に
練
習
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し
ま
し
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。
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。
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感
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。
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厦
門
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日
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と
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国
の
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け
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厦
門
留
学
生
帰
国
報
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☎ 防災行政無線放送が屋外放送後24時間以内において確認できます。防災行政無線放送が屋外放送後24時間以内において確認できます。

　3月2日（月）、市と一般社団法人沖縄県高圧ガス保安協
会ＬＰガス部会（渡口彦則部会長）は災害時におけるＬＰ
ガスの供給に関する協定を結びました。この協定は災害
時に被災した市民等に対して迅速かつ的確な支援活動を
遂行して市民生活の安定に貢献することを目的していま
す。ＬＰガスは分散・自立型のエネルギーであることか
ら、各家庭のみならず避難所や仮設住宅等においても、調
理、給湯、暖房等のエネルギー源として活用されることが
期待されます。渡口会長は「災害時の事前取り決めをした
今回の協定は、ライフラインの強化のために大変意義深
い」と語りました

災害時におけるLPガスの供給に関する協定

　2月27日（金）、NTT西日本沖縄支店（上野睦弘ビジ
ネス営業部次長）が、耳や言葉の不自由な方が近くの方
へ協力をお願いするときに利用できる「電話お願い手帳」
と「ふれあい速達便」を宜野湾市と宜野湾市社会福祉協
議会（普天間朝光会長）へ寄贈しました。これはNTT
が福祉サービスの一環で昭和58年から行っています。

「電話お願い手帳」「ふれあい速達便」を寄贈

　2月27日（金）、株式会社沖縄計測（玉城幸人代表取
締役社長）から寄付金の贈呈がありました。同社からは、
教育関連事業に活用してほしいと要望がありました。

沖縄計測から寄付金贈呈
　　3月3日（火）、地域支え合い活動の一環として「花
いっぱい運動」が開催されました。今回は、市道宇地泊
真志喜2号の沿道に老人会、婦人会の地域ボランティア
と約100人の大謝名小学校5年生の児童が一緒になって
花植え作業を行いました。子どもたちに指導したり配置
を一緒に考えたりと、終始和やかで笑顔が絶えない楽し
い地域交流となりました。地域と小学校の共同による花
いっぱい運動は、今年
で6回目を迎えました。
児童からは「いつも地
域のために花の手入れ
をしてくれてありがと
うございます」と感謝
の言葉がありました。

宇地泊地区で地域支え合い活動

　2月21日（土）、市の西海岸地区において、地震・津
波避難訓練が実施されました。対象地域は、伊佐区、真
志喜区、大山区、宇地泊区、大謝名区、大謝名団地（炊
き出し訓練）、上大謝名および嘉数ハイツの自治会で、
東日本大震災の教訓を踏まえ、地震・津波に対する防災
意識の啓発や津波避難体制の向上を図ることを目的とし
た訓練で、多くの市民が参加して行われました。
　大山地域では、大山ゲートから佐真下ゲートまで基地
内を通るなど、米軍と津波発生時における基地内通行に
関する協定を踏まえた避難訓練を行いました。

西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施

　3月14日（土）、市シルバー人材センター（宮里憲輝理事長）が、
佐真下公園周辺で、道路の清掃や、植え込み部分の清掃・除草作
業を行いました。これは、シルバー事業の普及啓発を図る目的で、
年2回行われているボランティア活動です。70名の会員が汗を流
し、2時間余りで見違えるほどきれいになりました。地域の方か
らは、「おかげで通りがすばらしくなった」と喜ばれました。

シルバー人材センターが清掃活動

　3月23日（月）、市内小学校にて卒業式が行われました。今年度開校したはごろも
小学校では、第１回卒業式が行われました。卒業生は「はごろも小学校での1年
間の思い出と新たな希望を胸に中学校に進学します。ここまで励まし育ててくだ
さったお父さんお母さん、ありがとうございました」と述べました。また、お世
話になった先生方や在校生へ感謝の気持ちを伝え、感動的な卒業式になりました。

市内小学校で卒業式市内小学校で卒業式

　2月27日（金）、社会福祉センターにて「ボランティ
ア活動推進校およびボランティア団体実践報告会（市社
会福祉協議会、市ボランティアセンター主催）が行われ
ました。社協へ登録しているボランティア活動推進校と
ボランティア団体を代表して4団体が一年の集大成とし
て活動報告を行いました。
【ボランティア活動推進校】　市内の保育園（所）、幼稚
園小・中・高等学校を「ボランティア活動推進校」とし
て指定し、子どもたちへの思いやりの心を育むことを目
的に活動しています。
【ボランティア団体】　自発的な意思に基づき他人や社会
に貢献する団体を「ボランティア団体」として指定し、
活動の主体性や自主性を尊重しながらボランティア活動
を行っています。

ボランティア活動を報告

　 3 月 2 日
（月）、「フジパ
ンCUP 第 46
回九州ジュニ
ア（U-12）サ
ッカー大会」
に出場する、
エスペランサ

FCの屋富祖正也さん（はごろも小6年）、屋冨祖悠斗さ
ん（はごろも小5年）、伊芸凛さん（はごろも小5年）が、
佐喜眞市長を訪問しました。3人は、「最後まであきら
めず全力で臨み、優勝を狙いたい」と語りました。

　2月25日（水）、「タイ
ガー魔法瓶presents 石
川遼カップジュニアゴル
フチャンピオンシップ決
勝大会に出場する、又吉
鷹丸さん（大山小6年）
が、佐喜眞市長を訪問し
ました。気温2℃の中で
予選を戦ったという又吉

さんは「苦手なクラブは特にはない。全力を出していい
結果が報告できるよう頑張りたい」と意気込みを語りま
した。

災害時におけるLPガスの供給に関する協定

沖縄計測から寄付金贈呈

西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施

「電話お願い手帳」「ふれあい速達便」を寄贈

宇地泊地区で地域支え合い活動

ボランティア活動を報告

ジュニアゴルフチャンピオンシップ決勝大会ジュニアゴルフチャンピオンシップ決勝大会

九州ジュニア（U-12）サッカーへ出場九州ジュニア（U-12）サッカーへ出場

シルバー人材センターが清掃活動

西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施
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ボランティア活動を報告

　 3 月 2 日
（月）、「フジパ
ンCUP 第 46
回九州ジュニ
ア（U-12）サ
ッカー大会」
に出場する、
エスペランサ

FCの屋富祖正也さん（はごろも小6年）、屋冨祖悠斗さ
ん（はごろも小5年）、伊芸凛さん（はごろも小5年）が、
佐喜眞市長を訪問しました。3人は、「最後まであきら
めず全力で臨み、優勝を狙いたい」と語りました。

　2月25日（水）、「タイ
ガー魔法瓶presents 石
川遼カップジュニアゴル
フチャンピオンシップ決
勝大会に出場する、又吉
鷹丸さん（大山小6年）
が、佐喜眞市長を訪問し
ました。気温2℃の中で
予選を戦ったという又吉

さんは「苦手なクラブは特にはない。全力を出していい
結果が報告できるよう頑張りたい」と意気込みを語りま
した。

災害時におけるLPガスの供給に関する協定

沖縄計測から寄付金贈呈

西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施

「電話お願い手帳」「ふれあい速達便」を寄贈

宇地泊地区で地域支え合い活動

ボランティア活動を報告

ジュニアゴルフチャンピオンシップ決勝大会ジュニアゴルフチャンピオンシップ決勝大会

九州ジュニア（U-12）サッカーへ出場九州ジュニア（U-12）サッカーへ出場

シルバー人材センターが清掃活動

西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施西海岸地区で地震・津波避難訓練を実施
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健康・福祉のコーナー

問合せ：介護長寿課　☎893-4411 内線206

問合せ：介護長寿課　☎893-4411 内線168

問合せ：生活福祉課　☎893-4411 内線104

問合せ：介護長寿課　☎893-4411 内線172

問合せ：介護長寿課　☎893-4411 内線172・183・206・207

がんじゅう広場
　65歳以上の方に健康づくり教室を開催しております。肩こり・
膝痛などでお困りの方、専門のスタッフと一緒に自宅でできる
体操(動作法)を用いて正しい姿勢を学び痛みの緩和や予防を図
ります。
実施日　4月10日（金）スタート
　　　　毎週金曜日　10：00～12：00（9：00受付開始）
場所　老人福祉センター　　受講料　無料　※申込不要

65歳以上の方へ健康相談のご案内
　健康について気になることがある方へ相談を下記のとおり実
施します。健康について、食事のとり方、歯の手入れの方法など、
気になることを気軽にご相談ください。保健師や看護師・管理栄
養士・歯科衛生士がお待ちしております。 
日程　4月23日(木)～
　　　毎月第1月曜、第3木曜に開催予定
受付時間　13：30～15：30　　参加費　無料
場所　老人福祉センター1階（健康相談室・生活相談室）

問合せ：国民健康保険課

国民健康保険税　納税相談窓口

☎893-4411　内線142～145

休日相談窓口　4月19日（日）・26日（日）・5月10日（日）・17日（日）
　　　　　　　10：00～ 17：00
夜間相談窓口　水曜日除く平日 20：00まで
主な相談内容
・納付書をなくしてしまったので再発行してほしい
・督促状・催告書が届いた　・納付について相談したい　　
・口座振替の手続きをしたい

4月から生活困窮者の支援制度が始まります
　働きたくても働けない、住むところがないなど、生活全般にわ
たる困りごとの相談窓口が4月から市役所生活福祉課に設置さ
れます。　生活に困窮している方が生活保護にいたらないよう、
その前の段階でできるだけ早く自立できるように、専門性を有
する支援員が相談に応じ、支援へとつなげていきます。
　周りでお困りの方がいればその方にもお知らせください。

シルバーパスポート「クーポン券」配布
　65歳以上の方を対象としたシルバーパスポートカードに加え、
75歳以上の方を対象に「クーポン券」を介護長寿課窓口と各公民
館にて配布しています。公民館配布の日程については、対象とな
る方々へ案内文を送付していますのでご確認ください。
　このクーポン券は市内協力事業所（ボウリング場、プール、岩
盤浴、カラオケ、美容院、マッサージ、エステ、薬局など）で毎月1
枚ずつ（500円分）利用できます。
シルバーパスポートカード再発行について
　シルバーパスポートカードの再発行は現在無料で行っており
ますが、今後は、費用として料金を徴収する可能性があります。
大切に保管してくださいますようお願いします。

65歳からの「はつらつ！複合型介護予防教室」

65歳からの筋力トレーニング「がんじゅうアップ教室」

問合せ：介護長寿課
☎893-4411　内線206・207・183

　「マイナス５才の若返り！」をめざして、運動・栄養・お
口の健康づくりを学びませんか？認知症サポーター養成講座
も開催します！ 
日程　5月14日～7月30日　毎週木曜日（全12回）
時間　10：00～12：00　　場所　大謝名団地公民館
受講料　無料（送迎なし）　　
定員　20名（応募多数の場合は新規の方を優先に抽選）
申込期間　4月8日（水）～28日（火）
※電話または窓口申込み後、申込書をご提出ください。
★大謝名団地公民館にて出張申込会を開催します。
　4月15日（水）14：00～15：30／4月23日（木）10：00～11：30

　いつまでも元気でいるために、自宅でできる筋力トレーニ
ング運動と健康に役立つ知識を学ぶ教室です。認知症予防に
も効果がある運動も取り入れました！
日時（①、②とも全12回、10：00～12：00）　
①5月12日～8月4日　毎週火曜日
②6月5日～8月21日　毎週金曜日
場所　
①老人福祉センター ②男女共同参画支援センターふくふく
受講料　無料（送迎なし）　　
定員　20名（応募多数の場合は新規の方を優先に抽選）
申込期間　
※電話または窓口申込み後、申込書をご提出ください。
①4月6日（月）～24日（金）②5月7日（木）～25日（月）

介護保険住宅改修費受領委任払制度
　介護保険住宅改修費の支給について、今までの「償還払い」
（利用者が費用を全額負担した後に、かかった費用の９割が支
給されるもの）に加えて、4月 1日より「受領委任払い」が開始
されます（どちらかを選択できます）。
受領委任払制度とは
　住宅改修にかかった費用の自己負担分（1割）のみを利用者
が施工事業者に支払い、残りを宜野湾市から施工事業者に支
払うという制度です。
※支給限度基準額は 20万円です。
※利用するためには、宜野湾市に登録された事業者に住宅改
修を依頼する必要があります。
対象
　宜野湾市の被保険者で、要支援 1～ 2 または要介護 1～ 5
の認定を受けている方。ただし、次に該当する場合は受領委任
払いをご利用できません。
①給付制限を受けている場合（支払方法の変更、給付差止め、
給付額の減額）

※給付制限を受けている方でも償還払いによる住宅改修はご
利用できます。

②医療施設入院中、介護保険施設入所中

希望と夢、感謝の気持ちを胸に
中学校で卒業式

問合せ：介護長寿課　☎893-4411 内線206

膝痛などでお困りの方、専門のスタッフと一緒に自宅でできる
体操(動作法)を用いて正しい姿勢を学び痛みの緩和や予防を図

　　　　毎週金曜日　10：00～12：00（9：00受付開始）
　無料　※申込不要

65歳以上の方へ健康相談のご案内
　健康について気になることがある方へ相談を下記のとおり実
施します。健康について、食事のとり方、歯の手入れの方法など、
気になることを気軽にご相談ください。保健師や看護師・管理栄

　老人福祉センター1階（健康相談室・生活相談室）

☎893-4411　内線206・207・183

希望ととと
　3月14日（土）、市内中学校の卒業式が行わ
れました。中学校生活でたくましく成長した
卒業生は、保護者や在校生、関係者が見守る
中、校長先生から卒業証書を受け取りまし
た。これまでの学校生活の思い出と新たな希
望を胸に、通い慣れた母校を巣立っていきま
した。

に

　3月14日（土）、市内中学校の卒業式が行わ
れました。中学校生活でたくましく成長した
卒業生は、保護者や在校生、関係者が見守る
中、校長先生から卒業証書を受け取りまし
た。これまでの学校生活の思い出と新たな希
望を胸に、通い慣れた母校を巣立っていきま

市報ぎのわん　2015・4・10　　（14）市

普天間中学校

真志喜中学校

これからも感謝の気持ちを忘れ
ずに

新たなステージへ

仲間たちとの思い出を胸に、い
ま旅立ちの時

・市内在住の 65歳以上で介護認定を受けていない方
・医師からの運動制限のない方
  （医師からの意見書を出していただくこともあります）
・原則として教室全日程に参加できる方

対象

希望と夢、感謝の気持ちを胸に
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健康・福祉のコーナー

問合せ：介護長寿課　☎893-4411 内線206

問合せ：介護長寿課　☎893-4411 内線168

問合せ：生活福祉課　☎893-4411 内線104

問合せ：介護長寿課　☎893-4411 内線172

問合せ：介護長寿課　☎893-4411 内線172・183・206・207

がんじゅう広場
　65歳以上の方に健康づくり教室を開催しております。肩こり・
膝痛などでお困りの方、専門のスタッフと一緒に自宅でできる
体操(動作法)を用いて正しい姿勢を学び痛みの緩和や予防を図
ります。
実施日　4月10日（金）スタート
　　　　毎週金曜日　10：00～12：00（9：00受付開始）
場所　老人福祉センター　　受講料　無料　※申込不要

65歳以上の方へ健康相談のご案内
　健康について気になることがある方へ相談を下記のとおり実
施します。健康について、食事のとり方、歯の手入れの方法など、
気になることを気軽にご相談ください。保健師や看護師・管理栄
養士・歯科衛生士がお待ちしております。 
日程　4月23日(木)～
　　　毎月第1月曜、第3木曜に開催予定
受付時間　13：30～15：30　　参加費　無料
場所　老人福祉センター1階（健康相談室・生活相談室）

問合せ：国民健康保険課

国民健康保険税　納税相談窓口

☎893-4411　内線142～145

休日相談窓口　4月19日（日）・26日（日）・5月10日（日）・17日（日）
　　　　　　　10：00～ 17：00
夜間相談窓口　水曜日除く平日 20：00まで
主な相談内容
・納付書をなくしてしまったので再発行してほしい
・督促状・催告書が届いた　・納付について相談したい　　
・口座振替の手続きをしたい

4月から生活困窮者の支援制度が始まります
　働きたくても働けない、住むところがないなど、生活全般にわ
たる困りごとの相談窓口が4月から市役所生活福祉課に設置さ
れます。　生活に困窮している方が生活保護にいたらないよう、
その前の段階でできるだけ早く自立できるように、専門性を有
する支援員が相談に応じ、支援へとつなげていきます。
　周りでお困りの方がいればその方にもお知らせください。

シルバーパスポート「クーポン券」配布
　65歳以上の方を対象としたシルバーパスポートカードに加え、
75歳以上の方を対象に「クーポン券」を介護長寿課窓口と各公民
館にて配布しています。公民館配布の日程については、対象とな
る方々へ案内文を送付していますのでご確認ください。
　このクーポン券は市内協力事業所（ボウリング場、プール、岩
盤浴、カラオケ、美容院、マッサージ、エステ、薬局など）で毎月1
枚ずつ（500円分）利用できます。
シルバーパスポートカード再発行について
　シルバーパスポートカードの再発行は現在無料で行っており
ますが、今後は、費用として料金を徴収する可能性があります。
大切に保管してくださいますようお願いします。

65歳からの「はつらつ！複合型介護予防教室」

65歳からの筋力トレーニング「がんじゅうアップ教室」

問合せ：介護長寿課
☎893-4411　内線206・207・183

　「マイナス５才の若返り！」をめざして、運動・栄養・お
口の健康づくりを学びませんか？認知症サポーター養成講座
も開催します！ 
日程　5月14日～7月30日　毎週木曜日（全12回）
時間　10：00～12：00　　場所　大謝名団地公民館
受講料　無料（送迎なし）　　
定員　20名（応募多数の場合は新規の方を優先に抽選）
申込期間　4月8日（水）～28日（火）
※電話または窓口申込み後、申込書をご提出ください。
★大謝名団地公民館にて出張申込会を開催します。
　4月15日（水）14：00～15：30／4月23日（木）10：00～11：30

　いつまでも元気でいるために、自宅でできる筋力トレーニ
ング運動と健康に役立つ知識を学ぶ教室です。認知症予防に
も効果がある運動も取り入れました！
日時（①、②とも全12回、10：00～12：00）　
①5月12日～8月4日　毎週火曜日
②6月5日～8月21日　毎週金曜日
場所　
①老人福祉センター ②男女共同参画支援センターふくふく
受講料　無料（送迎なし）　　
定員　20名（応募多数の場合は新規の方を優先に抽選）
申込期間　
※電話または窓口申込み後、申込書をご提出ください。
①4月6日（月）～24日（金）②5月7日（木）～25日（月）

介護保険住宅改修費受領委任払制度
　介護保険住宅改修費の支給について、今までの「償還払い」
（利用者が費用を全額負担した後に、かかった費用の９割が支
給されるもの）に加えて、4月 1日より「受領委任払い」が開始
されます（どちらかを選択できます）。
受領委任払制度とは
　住宅改修にかかった費用の自己負担分（1割）のみを利用者
が施工事業者に支払い、残りを宜野湾市から施工事業者に支
払うという制度です。
※支給限度基準額は 20万円です。
※利用するためには、宜野湾市に登録された事業者に住宅改
修を依頼する必要があります。
対象
　宜野湾市の被保険者で、要支援 1～ 2 または要介護 1～ 5
の認定を受けている方。ただし、次に該当する場合は受領委任
払いをご利用できません。
①給付制限を受けている場合（支払方法の変更、給付差止め、
給付額の減額）

※給付制限を受けている方でも償還払いによる住宅改修はご
利用できます。

②医療施設入院中、介護保険施設入所中

希望と夢、感謝の気持ちを胸に
中学校で卒業式

問合せ：介護長寿課　☎893-4411 内線206

膝痛などでお困りの方、専門のスタッフと一緒に自宅でできる
体操(動作法)を用いて正しい姿勢を学び痛みの緩和や予防を図

　　　　毎週金曜日　10：00～12：00（9：00受付開始）
　無料　※申込不要

65歳以上の方へ健康相談のご案内
　健康について気になることがある方へ相談を下記のとおり実
施します。健康について、食事のとり方、歯の手入れの方法など、
気になることを気軽にご相談ください。保健師や看護師・管理栄

　老人福祉センター1階（健康相談室・生活相談室）

☎893-4411　内線206・207・183

希望ととと
　3月14日（土）、市内中学校の卒業式が行わ
れました。中学校生活でたくましく成長した
卒業生は、保護者や在校生、関係者が見守る
中、校長先生から卒業証書を受け取りまし
た。これまでの学校生活の思い出と新たな希
望を胸に、通い慣れた母校を巣立っていきま
した。

に

　3月14日（土）、市内中学校の卒業式が行わ
れました。中学校生活でたくましく成長した
卒業生は、保護者や在校生、関係者が見守る
中、校長先生から卒業証書を受け取りまし
た。これまでの学校生活の思い出と新たな希
望を胸に、通い慣れた母校を巣立っていきま

市報ぎのわん　2015・4・10　　（14）市

普天間中学校

真志喜中学校

これからも感謝の気持ちを忘れ
ずに

新たなステージへ

仲間たちとの思い出を胸に、い
ま旅立ちの時

・市内在住の 65歳以上で介護認定を受けていない方
・医師からの運動制限のない方
  （医師からの意見書を出していただくこともあります）
・原則として教室全日程に参加できる方

対象

希望と夢、感謝の気持ちを胸に



問合せ：健康増進課（保健相談センター） ☎898-5583

問合せ：健康増進課（保健相談センター） ☎898-5583

問合せ：健康増進課（保健相談センター） ☎898-5583

市報ぎのわん　2015・4・10　　（16）（17）　　市報ぎのわん　2015・4・10

子育て・教育のコーナー

問合せ：健康増進課（保健相談センター）　

母子保健推進員募集

☎898-5583

　子育て経験を活かし、お母さんと赤ちゃんが安心して暮らせ
るようサポートする「母子保健推進員」を募集しています。
対象　普天間3区に住所を有する方
募集人数　1人
任期　就任～平成28年3月
活動内容
①市の母子保健事業（乳幼児健診・
　両親学級など）の補助
②健診未受診者への訪問による受診勧奨
③こんにちは赤ちゃん事業の訪問活動
④市のサービス紹介や子育てのアドバイス
⑤毎月の定例会への出席など

問合せ：児童家庭課　☎893-4411　内線287

沖縄国際大学福祉・ボランティア支援室　×　宜野湾市児童家庭課

　学習ステーションは、ひとり親家庭の中学生を対象に沖縄国際大学福祉・ボランティア
支援室と宜野湾市児童家庭課の協働により平成26年10月から実施されています。
　中学生が大学内の教室で大学生ボランティアによる個別指導形式の学習サポートを受
けたり、大学生に相談したりすることで、大学生活をイメージ体験しながら学力を高め、自
発的に中学生自身の将来への視野を広げることを目的としています。

参加中学生の声
　「勉強はまだ好きではないけど、わからないことがわかったときは一緒に喜んでくれるの
で楽しく勉強を続けられる！」（宜野湾中３年）
　「大学生から高校のときの話を聞くことで高校生活の印象が変わって進学についてよく
考えるようになった。」（嘉数中２年）
　「一言で表現したら 「感謝！」 こんなに良い場所に参加させてもらえて大学生には本当に
感謝しています。大学生への恩返しではないけど自分が大学生になったらボランティアを
してみたい！というよりも沖国大でこのボランティアをしてみたいです!!」（宜野湾中３年）

ボランティア大学生より
　児童福祉に興味があり、自分に出来る範囲で中学生に良い影響を与えることができたら、中学生からも何
か得られるものがあるのではないかと思いプロジェクトに参加しました。勉強やイベントを通じて子供たち
の笑顔をみることでやりがいを感じます。さらに中学生の視野を広げられたらと思い、中高生の頃の体験談
や、大学で何を学んでいのかなども話しています。これからも居心地のいい空間になれるように、彼らと楽し
みながら関わっていきたいです。

『男性料理教室』受講者募集
　料理作りにチャレンジしてみようという男性を対象に、基本
的な料理の仕方や手間をかけず、簡単に美味しく作れる料理実
習を行います。
日程（全4回）
　5月15日（金） 10：00～12：00
　5月22日(金)・29日(金)・6月5日（金） 10：00～13：00
場所　保健相談センター
対象　市内在住の男性
定員　15名（定員に達し次第締切）
参加料　1,000円（全4回分）
申込期間　4月13日(月)～5月8日(金) ※窓口または電話

問合せ：障がい福祉課

特別障害者手当・障害児福祉手当をご存じですか

☎８９３-４４１１　内線４９１・１６２・２１７

　日常生活において常時介護を必要とする在宅の重度障害者
（児）に支給される手当です。
　ただし、施設に入所したとき、病院に3カ月以上の入院をした
とき（特別障害者手当受給者のみ）、障害者本人や扶養義務者の
所得が一定の額を超える場合は支給されません。
※医師の診断書をもとに支給可否が決定されますので、必ず支
給されるものではありません。

※手当支払月は2月、5月、8月、11月で、1度に3カ月分支払
われます。

集団健診　平成27年度平成 年度
5月～9月 （特定健診・がん検診）

今年度も予約制での
実施になります！

集団健診での受診を希望する方は、予約受付期間に、下記の連絡先までご連絡をお願いします。

健診受付時間　8：00～10：30　
当日は、予約された方を優先に受付を行います。予約なしの方は、空きがある場合に受付可能ですが、後半での対応となります。

健康ステップアップ教室
～食と運動で健康な生活を～

　食生活の改善や運動など生活習慣病予防や健康づくりに必要
な知識および運動実技を行います。
日程　6月8日～8月3日　毎週月曜日（全8回）13：30～16：00
場所　保健相談センター
対象　市内在住の40～74歳で、運動制限のない方
参加費　無料　　定員　先着20名
申込期間　5月11日(月)～29日（金）　※窓口または電話

水中運動教室『水中スリムアップ教室』
　水中では浮力の働きで陸上より膝や腰に負担をかけずに運動
することができ、膝痛・腰痛の予防や緩和に効果があります。水
中運動教室に参加して健康づくりをしませんか？
日程　5月12日～7月21日　毎週火曜日（全10回）14：00～16：00
場所　宜野湾スイミングスクール
対象　市内在住の40歳～64歳で、下記の3つに該当する方
①平成26年4月以降に特定健診または人間ドックを受診し、健
診結果を提出できる方

②医師からの運動制限のない方
　(医師からの意見書を提出していただくこともあります)
③原則として教室全日程に参加できる方
参加料　無料　　定員　25名（先着順）　
申込期間　4月13日（月）～28日(火)　※窓口または電話

問合せ：健康増進課（保健相談センター）  ☎898-5583

健康ガイド（5月）　1898－5583 

☆水中運動教室　14時～16時
12日・19日・26日（毎回火曜日）宜野湾スイミングスクール

☆健康相談
毎週月・火・金曜日（祝日を除く）13時～15時

保健相談センター
毎週火・水曜日（祝日を除く）9時～11時

手当月額（4月より手当額が変更になります）

特別障害者手当

障害児福祉手当

3月分まで

26,000円

14,140円

4月分から

26,620円

14,480円

予約先 沖縄県健康づくり財団 ☎８８９‐６４５２  受付時間 8：30～16：00

子育てガイド（5月）☎898-5583

10時～11時

24日（日） ９時～１１時
1３時～１４時４５分乳児一般健診

母子関係の健診・教室
(場所：宜野湾市保健相談センター) 受付時間

ふたば
母子健康相談

１３時１５分～１４時３０分1歳６ヵ月児健診

時間等は、
お問合わせください。

のびっこ
親子教室

3歳児健診 13時15分～14時
2歳児歯科検診 13時15分～14時45分

19日（火）

29日（金）

14日（木)

12日(火)

8日(金)・15日(金)

こうのとり倶楽部
（両親学級）

13時30分～マンマン教室
（離乳食教室）

13時30分～

コアラ倶楽部
（育児学級） 13時30分～

沖縄国際大学福祉・ボランティア支援室　×　宜野湾市児童家庭課

ひとり親家庭のための
学習応援プロジェクト

学習応援のほかに行った大学生との交流

7日(木)・20日（水）・28日(木)

21日(木)

13日(水）・27日(水)

沖縄国際大学福祉・ボランティア支援室　×　宜野湾市児童家庭課沖縄国際大学福祉・ボランティア支援室　×　宜野湾市児童家庭課

学習応援プロジェクト沖縄国際大学 学習ステーション

クリスマスパーティー、大学施設内見学、
レクリエーション（竹工作やスポーツなど）

ひとり親家庭のための
学習応援プロジェクト沖縄国際大学 学習ステーション

期間　4月～平成28年3月　　場所　沖縄国際大学９号館　介護実習室　
対象　ひとり親家庭（母子家庭・父子家庭）の中学１年生～３年生

集団健診　集団健診　（特定健診・がん検診）
今年度も予約制での
実施になります！

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

予約受付期間

4月14日（火）～16日（木）

5月18日（月）～20日（水）

6月4日（木）、5日（金）

7月22日（水）～24日（金）

8月10日（月）、11日（火）

5月10日（日）

5月17日（日）

6月9日（火）

6月14日（日）

7月16日（木）

7月29日（水）

8月22日（土）

8月23日（日）

9月2日（水）

9月25日（金）

140

140

140

210

100

140

140

280

80

140

　

　

　

有

　

　

有

有

集団検診日 健診会場 対象地域 定員 子ども預り

普 天 間 小 学 校

普 天 間 第 二 小 学 校

市 立 体 育 館

宜 野 湾 市 役 所

我 如 古 公 民 館

真 栄 原 公 民 館

宜 野 湾 市 役 所

宜 野 湾 市 役 所

宜 野 湾 公 民 館

愛 知 公 民 館

野嵩3区・普天間1～2区

普天間3区・新城・喜友名

宇地泊・真志喜・大山

全 行 政 区

我 如 古

真 栄 原・上 大 謝 名

野 嵩 1 ～ 2 区・中 原

全 行 政 区

宜 野 湾

愛 知

随時受付随時受付個別指導
形  式

沖縄タイムス  ひとり親  大学生コラム 検索検索←

問合せ：児童家庭課　☎893-4411　内線287

みながら関わっていきたいです。

ボランティアメン
バーによるコラム

を連載中！
沖縄タイムスプラ

スにて

ボランティアメン
バーによるコラム

を連載中！
沖縄タイムスプラ

スにて



問合せ：健康増進課（保健相談センター） ☎898-5583

問合せ：健康増進課（保健相談センター） ☎898-5583

問合せ：健康増進課（保健相談センター） ☎898-5583
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子育て・教育のコーナー

問合せ：健康増進課（保健相談センター）　

母子保健推進員募集

☎898-5583

　子育て経験を活かし、お母さんと赤ちゃんが安心して暮らせ
るようサポートする「母子保健推進員」を募集しています。
対象　普天間3区に住所を有する方
募集人数　1人
任期　就任～平成28年3月
活動内容
①市の母子保健事業（乳幼児健診・
　両親学級など）の補助
②健診未受診者への訪問による受診勧奨
③こんにちは赤ちゃん事業の訪問活動
④市のサービス紹介や子育てのアドバイス
⑤毎月の定例会への出席など

問合せ：児童家庭課　☎893-4411　内線287

沖縄国際大学福祉・ボランティア支援室　×　宜野湾市児童家庭課

　学習ステーションは、ひとり親家庭の中学生を対象に沖縄国際大学福祉・ボランティア
支援室と宜野湾市児童家庭課の協働により平成26年10月から実施されています。
　中学生が大学内の教室で大学生ボランティアによる個別指導形式の学習サポートを受
けたり、大学生に相談したりすることで、大学生活をイメージ体験しながら学力を高め、自
発的に中学生自身の将来への視野を広げることを目的としています。

参加中学生の声
　「勉強はまだ好きではないけど、わからないことがわかったときは一緒に喜んでくれるの
で楽しく勉強を続けられる！」（宜野湾中３年）
　「大学生から高校のときの話を聞くことで高校生活の印象が変わって進学についてよく
考えるようになった。」（嘉数中２年）
　「一言で表現したら 「感謝！」 こんなに良い場所に参加させてもらえて大学生には本当に
感謝しています。大学生への恩返しではないけど自分が大学生になったらボランティアを
してみたい！というよりも沖国大でこのボランティアをしてみたいです!!」（宜野湾中３年）

ボランティア大学生より
　児童福祉に興味があり、自分に出来る範囲で中学生に良い影響を与えることができたら、中学生からも何
か得られるものがあるのではないかと思いプロジェクトに参加しました。勉強やイベントを通じて子供たち
の笑顔をみることでやりがいを感じます。さらに中学生の視野を広げられたらと思い、中高生の頃の体験談
や、大学で何を学んでいのかなども話しています。これからも居心地のいい空間になれるように、彼らと楽し
みながら関わっていきたいです。

『男性料理教室』受講者募集
　料理作りにチャレンジしてみようという男性を対象に、基本
的な料理の仕方や手間をかけず、簡単に美味しく作れる料理実
習を行います。
日程（全4回）
　5月15日（金） 10：00～12：00
　5月22日(金)・29日(金)・6月5日（金） 10：00～13：00
場所　保健相談センター
対象　市内在住の男性
定員　15名（定員に達し次第締切）
参加料　1,000円（全4回分）
申込期間　4月13日(月)～5月8日(金) ※窓口または電話

問合せ：障がい福祉課

特別障害者手当・障害児福祉手当をご存じですか

☎８９３-４４１１　内線４９１・１６２・２１７

　日常生活において常時介護を必要とする在宅の重度障害者
（児）に支給される手当です。
　ただし、施設に入所したとき、病院に3カ月以上の入院をした
とき（特別障害者手当受給者のみ）、障害者本人や扶養義務者の
所得が一定の額を超える場合は支給されません。
※医師の診断書をもとに支給可否が決定されますので、必ず支
給されるものではありません。

※手当支払月は2月、5月、8月、11月で、1度に3カ月分支払
われます。

集団健診　平成27年度平成 年度
5月～9月 （特定健診・がん検診）

今年度も予約制での
実施になります！

集団健診での受診を希望する方は、予約受付期間に、下記の連絡先までご連絡をお願いします。

健診受付時間　8：00～10：30　
当日は、予約された方を優先に受付を行います。予約なしの方は、空きがある場合に受付可能ですが、後半での対応となります。

健康ステップアップ教室
～食と運動で健康な生活を～

　食生活の改善や運動など生活習慣病予防や健康づくりに必要
な知識および運動実技を行います。
日程　6月8日～8月3日　毎週月曜日（全8回）13：30～16：00
場所　保健相談センター
対象　市内在住の40～74歳で、運動制限のない方
参加費　無料　　定員　先着20名
申込期間　5月11日(月)～29日（金）　※窓口または電話

水中運動教室『水中スリムアップ教室』
　水中では浮力の働きで陸上より膝や腰に負担をかけずに運動
することができ、膝痛・腰痛の予防や緩和に効果があります。水
中運動教室に参加して健康づくりをしませんか？
日程　5月12日～7月21日　毎週火曜日（全10回）14：00～16：00
場所　宜野湾スイミングスクール
対象　市内在住の40歳～64歳で、下記の3つに該当する方
①平成26年4月以降に特定健診または人間ドックを受診し、健
診結果を提出できる方

②医師からの運動制限のない方
　(医師からの意見書を提出していただくこともあります)
③原則として教室全日程に参加できる方
参加料　無料　　定員　25名（先着順）　
申込期間　4月13日（月）～28日(火)　※窓口または電話

問合せ：健康増進課（保健相談センター）  ☎898-5583

健康ガイド（5月）　1898－5583 

☆水中運動教室　14時～16時
12日・19日・26日（毎回火曜日）宜野湾スイミングスクール

☆健康相談
毎週月・火・金曜日（祝日を除く）13時～15時

保健相談センター
毎週火・水曜日（祝日を除く）9時～11時

手当月額（4月より手当額が変更になります）

特別障害者手当

障害児福祉手当

3月分まで

26,000円

14,140円

4月分から

26,620円

14,480円

予約先 沖縄県健康づくり財団 ☎８８９‐６４５２  受付時間 8：30～16：00

子育てガイド（5月）☎898-5583

10時～11時

24日（日） ９時～１１時
1３時～１４時４５分乳児一般健診

母子関係の健診・教室
(場所：宜野湾市保健相談センター) 受付時間

ふたば
母子健康相談

１３時１５分～１４時３０分1歳６ヵ月児健診

時間等は、
お問合わせください。

のびっこ
親子教室

3歳児健診 13時15分～14時
2歳児歯科検診 13時15分～14時45分

19日（火）

29日（金）

14日（木)

12日(火)

8日(金)・15日(金)

こうのとり倶楽部
（両親学級）

13時30分～マンマン教室
（離乳食教室）

13時30分～

コアラ倶楽部
（育児学級） 13時30分～

沖縄国際大学福祉・ボランティア支援室　×　宜野湾市児童家庭課

ひとり親家庭のための
学習応援プロジェクト

学習応援のほかに行った大学生との交流

7日(木)・20日（水）・28日(木)

21日(木)

13日(水）・27日(水)

沖縄国際大学福祉・ボランティア支援室　×　宜野湾市児童家庭課沖縄国際大学福祉・ボランティア支援室　×　宜野湾市児童家庭課

学習応援プロジェクト沖縄国際大学 学習ステーション

クリスマスパーティー、大学施設内見学、
レクリエーション（竹工作やスポーツなど）

ひとり親家庭のための
学習応援プロジェクト沖縄国際大学 学習ステーション

期間　4月～平成28年3月　　場所　沖縄国際大学９号館　介護実習室　
対象　ひとり親家庭（母子家庭・父子家庭）の中学１年生～３年生

集団健診　集団健診　（特定健診・がん検診）
今年度も予約制での
実施になります！

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

予約受付期間

4月14日（火）～16日（木）

5月18日（月）～20日（水）

6月4日（木）、5日（金）

7月22日（水）～24日（金）

8月10日（月）、11日（火）

5月10日（日）

5月17日（日）

6月9日（火）

6月14日（日）

7月16日（木）

7月29日（水）

8月22日（土）

8月23日（日）

9月2日（水）

9月25日（金）

140

140

140

210

100

140

140

280

80

140

　

　

　

有

　

　

有

有

集団検診日 健診会場 対象地域 定員 子ども預り

普 天 間 小 学 校

普 天 間 第 二 小 学 校

市 立 体 育 館

宜 野 湾 市 役 所

我 如 古 公 民 館

真 栄 原 公 民 館

宜 野 湾 市 役 所

宜 野 湾 市 役 所

宜 野 湾 公 民 館

愛 知 公 民 館

野嵩3区・普天間1～2区

普天間3区・新城・喜友名

宇地泊・真志喜・大山

全 行 政 区

我 如 古

真 栄 原・上 大 謝 名

野 嵩 1 ～ 2 区・中 原

全 行 政 区

宜 野 湾

愛 知

随時受付随時受付個別指導
形  式

沖縄タイムス  ひとり親  大学生コラム 検索検索←

問合せ：児童家庭課　☎893-4411　内線287

みながら関わっていきたいです。

ボランティアメン
バーによるコラム

を連載中！
沖縄タイムスプラ

スにて

ボランティアメン
バーによるコラム

を連載中！
沖縄タイムスプラ

スにて



問合せ：児童家庭課  ☎893-4411

問合せ：児童家庭課  ☎893-4411　内線285 問合せ：保育課  ☎893-4411　内線458
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五児童館ガイド（5月） 各行事については申込が必要な為、各児童センターまでお問い合わせください。

市民図書館ガイド（5月）　1897－4646 
＜定例おはなし会＞　1階 おはなしのくに
 ９日（土）　14時　　　おはなしの木の会
16日（土）　15時30分　絵本をたのしむ会「麦の穂」
20日（水）　16時　　　読み聞かせサークル「ムク」
＜定例映写会＞
定例の映写会は中止となりました。
今後は内容を見直し、不定期のイベントとして開催の予定です。
詳しくは図書館のホームページや図書館だよりをご覧ください。

＜講演会＞　2階 カルチャーホール
「不思議な数学の世界へようこそ！！」
　お勉強とはちょっとちがった視点から“数学”についてお話
をしてもらいます。自然の中や身の回りの事がどう数学とつな
がるのか、不思議で楽しい世界をのぞいてみよう。
日時　5月5日（火）　14:00～16:00
講師　NPO法人 数学・科学技術推進協会 MathMathGood
対象　小学校高学年から

宜野湾市ファミリー・サポート・センターをご存知ですか

★ファミサポでは、サポーターさんを“大募集”しています★

みんなで一緒に子どもの豊かな育ちを支援しませんか！

「子育て」って思ったよりしんどい時ってありますよね。ひとりで背負ってはいませんか。
そんなとき、ファミリー・サポート・センターを利用してみませんか♪
●保育所・幼稚園などの開始前や終了後の預かり。
●保育所・幼稚園・学童クラブへの子どもの送迎。
●傷病、看護、冠婚葬祭などの際の預かり。
●リフレッシュがしたい時の預かり。
●産前産後の妊産婦さんで子どもの世話ができない時の預かり。　　　・・・等々

※平成27年度保育サポート養成講座は、6月～7月を予定しています。詳細は市報5月号およびホームページに掲載します。

児童家庭課の手当、助成事業などのご案内

児童福祉週間（5月5日～5月11日）が始まります

＜児童福祉週間の取り組み＞
●2015年度こいのぼり掲揚式
　日時　4月22日(水)　午前10時～　  場所　市役所本庁玄関前
●児童センター・学童クラブ作品展
　日時　4月20日（月）～5月12日（火）　場所　市民ギャラリー（市役所1階）

児 童 手 当
　中学校修了前までの児童を養育する方に対し、申請に基づ
き審査を経て支給されます。
　住所異動や新たな出生などがあった場合は15日以内に届
出が必要です。
※届出が遅れた場合、手当額が少なくなることがあります。
※公務員の方は勤務先で申請してください。
対象年齢
　中学校修了前まで
手当月額
　中学生　10,000円
　3歳～小学生　10,000円（第3子以降は15,000円）
　3歳未満　15,000円
　所得額が一定以上の方　5,000円

特別児童扶養手当
　精神または身体に一定以上の障害がある児童に対し、申請
に基づき審査を経て支給されます。
対象年齢
　20歳の誕生月まで
手当月額
　1級該当の児童１人につき　51,100円
　2級該当の児童１人につき　34,030円

母子および父子家庭等
医療費助成事業

　ひとり親およびその児童に、入院または通院による医療費
（保険診療分）がかかった場合、申請に基づき審査を経て医療
費の一部を助成する制度です。
対象年齢
　18歳になった最初の3月まで

母子・父子自立支援事業
　ひとり親や寡婦を対象に、自立に必要な情報提供、相談、職
業能力の向上や求職活動に関する支援をしています。
■生活相談　　■就労相談
■資格取得等支援・情報提供
■母子・父子福祉資金、寡婦福祉資金に関する相談
　母子・父子自立支援員が対応します【要予約】
　午前　10：15～12：00
　午後　13：00～17：00

児童扶養手当（父子も対象）
　児童を養育するひとり親に対し、申請に基づき審査を経て
支給されます。
対象年齢
　18歳になった最初の3月まで
　（一定の障害がある場合は20歳の誕生月まで）
手当月額
　1子目　9,910円～42,000円（所得額によって異なります）
　2子目　　　　上記に5,000円加算
　3子目以降　　上記に3,000円加算

こども医療費助成事業
　宜野湾市に住所を有する児童に、入院または通院による医
療費（保険診療分）がかかった場合、申請に基づき審査を経て
医療費の一部を助成する制度です。
※県内の契約医療機関については自動償還払いでの助成と
なっています。

対象年齢
　通院　小学校就学前まで
　入院　中学校卒業まで

　子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で考えることを目的に、毎年5月5日の「こどもの日」から1週間を「児童福
祉週間」と定めています。国や地方公共団体、学校、児童福祉施設等および地域社会等が一体となり、児童福祉の理念の普及・啓発や子
どもたちを対象としたいろいろな催しが行われます。各家庭でも、子どもの夢、未来の希望など親子で話し合う機会を設けましょう。

「世界には　君の輝く　場所がある」（古仲　彩人さん 10歳　千葉県　の作品）

問合せ：内線294

問合せ：内線179

問合せ：内線283

問合せ：内線342

問合せ：内線182

問合せ：内線287

児童福祉週間（5月5日～5月11日）が始まります

標語（2015年度 全国児童福祉週間標語 最優秀作品）
こなか あやと

児童家庭課の手当、助成事業などのご案内
児 童 手 当

特別児童扶養手当

母子および父子家庭等
医療費助成事業

母子・父子自立支援事業

児童扶養手当（父子も対象）

こども医療費助成事業

大山児童センター　TEL・FAX  890-0015
日にち 行事名 時間

7日（木）、8日（金）
  9日（土）
15日（金）
18日（月）
22日（金）

23日（土）

29日（金）

母の日プレゼント作り
クッキング

しぎん・紙芝居
おりがみ教室
軽スポーツ

市内５館交流会
映写会

おてだま教室

下校時～17：00
14：00～16：00
16：30～17：00
15：30～17：00
16：00～17：00
  9：30～12：30
15：00～17：00
16：00～17：00

我如古児童センターTEL・FAX  ８９７－６７６７
日にち 行事名 時間

7日（木）・8日（金）
15日（金）
23日（土）
29日（金）

母の日プレゼント作り
軽スポーツ

市内5館交流会
一輪車認定会

16：00～17：00
16：00～17：00 
  9：30～12：30
16：00～17：00

大謝名児童センター　TEL・FAX ８９７‐４１１７
日にち 行事名 時間
  8日（金）
15日（金）
16日（土）
20日（水）
23日（土）

母の日プレゼント作り
クッキング
映写会

軽スポーツ
市内5館交流会

16：00～17：45
16：00～17：45
14：00～16：00
16：00～17：45
  9：00～12：30

赤道児童センター　ＴＥＬ・ＦＡＸ　８９２-３３９７
日にち 行事名 時間
9日（土）

11日（月）～15日（金）
23日（土）

25日（月）、26日（火）
27日（水）

母の日プレゼント作り（申込制）
スポーツウィーク
市内5館交流会
ガーデニング

シネマ★あかみち

10：00～12：00
15：00～17：00
  9：30～12：30
16：00～17：00
16：00～17：30

時間：14時～17時30分
（長田は15時～17時30分、我如古は14時～17時）

ミニじどうかん じゃんけんぽん（5月）以下の公民館で行います。

●じゃんけんぽん 問合せ：我如古児童センター ☎897-6767

野１区 28日（木） 野３区 27日（水）
普１区 8日（金）・22日（金） 普３区 13日（水）
宜野湾 18日（月） 長　田 14日（木）
我如古 1日（金）・29日（金）　 真栄原 20日（水）
嘉　数 7日（木）・21日（木） 真志喜 11日（月）・25日（月）
嘉数ハイツ 15日（金）

開館時間の変更　4月から土・日の開館時間を現在の17:00から19:00まで延長します。休日もゆっくりお過ごしください。
休館日の変更　5月5日（火）こどもの日（10:00～17:00）臨時開館します。替わりに5月11日（月）が休館となります。＜お知らせ＞

宜野湾市ファミリー・サポート・センターをご存知ですか

子どもの笑い声って家の中が明るくなるさ～♪子どもが大好きさ～♪ 子どもとかかわると元気がもらえるさ～♪

新城児童センター　ＴＥＬ・ＦＡＸ　８９２-８８８８
日にち 行事名 時間
1日（金）
8日（金）
11日（月）
12日（火）
14日（木）
19日（火）
20日（水）
25日（月）
26日（火）
27日（水）

着付け・おりがみ教室
母の日プレゼント作り
紙芝居・詩吟読み聞かせ

軽スポーツ
一輪車あそび
おてだま検定
カプラあそび
市内５館交流会

映写会
手作り教室

15：30～17：00
15：30～17：00
16：30～17：00
16：00～17：00
16：00～17：00
16：00～17：00
16：00～17：00
  9：30～12：30
15：30～17：00
15：30～17：00



問合せ：児童家庭課  ☎893-4411

問合せ：児童家庭課  ☎893-4411　内線285 問合せ：保育課  ☎893-4411　内線458
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五児童館ガイド（5月） 各行事については申込が必要な為、各児童センターまでお問い合わせください。

市民図書館ガイド（5月）　1897－4646 
＜定例おはなし会＞　1階 おはなしのくに
 ９日（土）　14時　　　おはなしの木の会
16日（土）　15時30分　絵本をたのしむ会「麦の穂」
20日（水）　16時　　　読み聞かせサークル「ムク」
＜定例映写会＞
定例の映写会は中止となりました。
今後は内容を見直し、不定期のイベントとして開催の予定です。
詳しくは図書館のホームページや図書館だよりをご覧ください。

＜講演会＞　2階 カルチャーホール
「不思議な数学の世界へようこそ！！」
　お勉強とはちょっとちがった視点から“数学”についてお話
をしてもらいます。自然の中や身の回りの事がどう数学とつな
がるのか、不思議で楽しい世界をのぞいてみよう。
日時　5月5日（火）　14:00～16:00
講師　NPO法人 数学・科学技術推進協会 MathMathGood
対象　小学校高学年から

宜野湾市ファミリー・サポート・センターをご存知ですか

★ファミサポでは、サポーターさんを“大募集”しています★

みんなで一緒に子どもの豊かな育ちを支援しませんか！

「子育て」って思ったよりしんどい時ってありますよね。ひとりで背負ってはいませんか。
そんなとき、ファミリー・サポート・センターを利用してみませんか♪
●保育所・幼稚園などの開始前や終了後の預かり。
●保育所・幼稚園・学童クラブへの子どもの送迎。
●傷病、看護、冠婚葬祭などの際の預かり。
●リフレッシュがしたい時の預かり。
●産前産後の妊産婦さんで子どもの世話ができない時の預かり。　　　・・・等々

※平成27年度保育サポート養成講座は、6月～7月を予定しています。詳細は市報5月号およびホームページに掲載します。

児童家庭課の手当、助成事業などのご案内

児童福祉週間（5月5日～5月11日）が始まります

＜児童福祉週間の取り組み＞
●2015年度こいのぼり掲揚式
　日時　4月22日(水)　午前10時～　  場所　市役所本庁玄関前
●児童センター・学童クラブ作品展
　日時　4月20日（月）～5月12日（火）　場所　市民ギャラリー（市役所1階）

児 童 手 当
　中学校修了前までの児童を養育する方に対し、申請に基づ
き審査を経て支給されます。
　住所異動や新たな出生などがあった場合は15日以内に届
出が必要です。
※届出が遅れた場合、手当額が少なくなることがあります。
※公務員の方は勤務先で申請してください。
対象年齢
　中学校修了前まで
手当月額
　中学生　10,000円
　3歳～小学生　10,000円（第3子以降は15,000円）
　3歳未満　15,000円
　所得額が一定以上の方　5,000円

特別児童扶養手当
　精神または身体に一定以上の障害がある児童に対し、申請
に基づき審査を経て支給されます。
対象年齢
　20歳の誕生月まで
手当月額
　1級該当の児童１人につき　51,100円
　2級該当の児童１人につき　34,030円

母子および父子家庭等
医療費助成事業

　ひとり親およびその児童に、入院または通院による医療費
（保険診療分）がかかった場合、申請に基づき審査を経て医療
費の一部を助成する制度です。
対象年齢
　18歳になった最初の3月まで

母子・父子自立支援事業
　ひとり親や寡婦を対象に、自立に必要な情報提供、相談、職
業能力の向上や求職活動に関する支援をしています。
■生活相談　　■就労相談
■資格取得等支援・情報提供
■母子・父子福祉資金、寡婦福祉資金に関する相談
　母子・父子自立支援員が対応します【要予約】
　午前　10：15～12：00
　午後　13：00～17：00

児童扶養手当（父子も対象）
　児童を養育するひとり親に対し、申請に基づき審査を経て
支給されます。
対象年齢
　18歳になった最初の3月まで
　（一定の障害がある場合は20歳の誕生月まで）
手当月額
　1子目　9,910円～42,000円（所得額によって異なります）
　2子目　　　　上記に5,000円加算
　3子目以降　　上記に3,000円加算

こども医療費助成事業
　宜野湾市に住所を有する児童に、入院または通院による医
療費（保険診療分）がかかった場合、申請に基づき審査を経て
医療費の一部を助成する制度です。
※県内の契約医療機関については自動償還払いでの助成と
なっています。

対象年齢
　通院　小学校就学前まで
　入院　中学校卒業まで

　子どもや家庭、子どもの健やかな成長について国民全体で考えることを目的に、毎年5月5日の「こどもの日」から1週間を「児童福
祉週間」と定めています。国や地方公共団体、学校、児童福祉施設等および地域社会等が一体となり、児童福祉の理念の普及・啓発や子
どもたちを対象としたいろいろな催しが行われます。各家庭でも、子どもの夢、未来の希望など親子で話し合う機会を設けましょう。

「世界には　君の輝く　場所がある」（古仲　彩人さん 10歳　千葉県　の作品）

問合せ：内線294

問合せ：内線179

問合せ：内線283

問合せ：内線342

問合せ：内線182

問合せ：内線287

児童福祉週間（5月5日～5月11日）が始まります

標語（2015年度 全国児童福祉週間標語 最優秀作品）
こなか あやと

児童家庭課の手当、助成事業などのご案内
児 童 手 当

特別児童扶養手当

母子および父子家庭等
医療費助成事業

母子・父子自立支援事業

児童扶養手当（父子も対象）

こども医療費助成事業

大山児童センター　TEL・FAX  890-0015
日にち 行事名 時間

7日（木）、8日（金）
  9日（土）
15日（金）
18日（月）
22日（金）

23日（土）

29日（金）

母の日プレゼント作り
クッキング

しぎん・紙芝居
おりがみ教室
軽スポーツ

市内５館交流会
映写会

おてだま教室

下校時～17：00
14：00～16：00
16：30～17：00
15：30～17：00
16：00～17：00
  9：30～12：30
15：00～17：00
16：00～17：00

我如古児童センターTEL・FAX  ８９７－６７６７
日にち 行事名 時間

7日（木）・8日（金）
15日（金）
23日（土）
29日（金）

母の日プレゼント作り
軽スポーツ

市内5館交流会
一輪車認定会

16：00～17：00
16：00～17：00 
  9：30～12：30
16：00～17：00

大謝名児童センター　TEL・FAX ８９７‐４１１７
日にち 行事名 時間
  8日（金）
15日（金）
16日（土）
20日（水）
23日（土）

母の日プレゼント作り
クッキング
映写会

軽スポーツ
市内5館交流会

16：00～17：45
16：00～17：45
14：00～16：00
16：00～17：45
  9：00～12：30

赤道児童センター　ＴＥＬ・ＦＡＸ　８９２-３３９７
日にち 行事名 時間
9日（土）

11日（月）～15日（金）
23日（土）

25日（月）、26日（火）
27日（水）

母の日プレゼント作り（申込制）
スポーツウィーク
市内5館交流会
ガーデニング

シネマ★あかみち

10：00～12：00
15：00～17：00
  9：30～12：30
16：00～17：00
16：00～17：30

時間：14時～17時30分
（長田は15時～17時30分、我如古は14時～17時）

ミニじどうかん じゃんけんぽん（5月）以下の公民館で行います。

●じゃんけんぽん 問合せ：我如古児童センター ☎897-6767

野１区 28日（木） 野３区 27日（水）
普１区 8日（金）・22日（金） 普３区 13日（水）
宜野湾 18日（月） 長　田 14日（木）
我如古 1日（金）・29日（金）　 真栄原 20日（水）
嘉　数 7日（木）・21日（木） 真志喜 11日（月）・25日（月）
嘉数ハイツ 15日（金）

開館時間の変更　4月から土・日の開館時間を現在の17:00から19:00まで延長します。休日もゆっくりお過ごしください。
休館日の変更　5月5日（火）こどもの日（10:00～17:00）臨時開館します。替わりに5月11日（月）が休館となります。＜お知らせ＞

宜野湾市ファミリー・サポート・センターをご存知ですか

子どもの笑い声って家の中が明るくなるさ～♪子どもが大好きさ～♪ 子どもとかかわると元気がもらえるさ～♪

新城児童センター　ＴＥＬ・ＦＡＸ　８９２-８８８８
日にち 行事名 時間
1日（金）
8日（金）
11日（月）
12日（火）
14日（木）
19日（火）
20日（水）
25日（月）
26日（火）
27日（水）

着付け・おりがみ教室
母の日プレゼント作り
紙芝居・詩吟読み聞かせ

軽スポーツ
一輪車あそび
おてだま検定
カプラあそび
市内５館交流会

映写会
手作り教室

15：30～17：00
15：30～17：00
16：30～17：00
16：00～17：00
16：00～17：00
16：00～17：00
16：00～17：00
  9：30～12：30
15：30～17：00
15：30～17：00
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応募資格　満18歳以上、満40歳以下で、高校卒業以上の学歴を有する者
　　　　　平成27年4月1日現在において宜野湾市に1年以上住所を有する者
　　　　　心身ともに健康な者、日本国籍を有する者
派遣人員　1名
留学期間　1年間（平成27年9月～平成28年8月まで）
　　　　　　　※出発は9月上旬を予定
派遣先　厦門市立厦門理工学院
内　容　中国語の習得、中国の歴史・文化を学ぶ
補助額　大学授業料および往復旅費の全額、寮費の半額を市が負担
募集期間　4月10日（金）～5月27日（水）　8：30～17：15 （土・日曜日、祝日を除く）
提出書類　申請書（窓口・市ＨＰにて配布）、住民票抄本（本籍記載のもの）、証明写真（申請書に貼付）、
　　　　　最終学歴の卒業証明書または卒業証書（写）。留学決定者は、誓約書・健康診断書・履歴書
提出先　市民協働推進課 平和・男女共同係
選考試験　5月31日（日）　作文および面接試験　　結果発表　6月上旬予定。受験者へ通知
※募集要項等の詳細については、市ホームページ（http://www.city.ginowan.okinawa.jp/）にてご確認いただけます。

左記の条件を
すべてみたす者

中国・厦門市 厦門理工学院

★今後の予定★
4月16日（木） 嘉数ハイツ公民館
5月18日（月） 上大謝名公民館 14:00～16:00

平成 27年度　市老人福祉センター教養講座　受講生募集

対象　市内在住の60歳以上の方　場所　市老人福祉センター　受講料　無料（教材等は実費負担）　回数　計10回
申込期間　5月11日（月）～22日（金）　市老人福祉センターで受付。お申込み先着順です。
備考　所定の申込用紙にて直接お申込みください。本人以外のお申込み、電話でのお申込みは受付できません。
　　　開催時間については、変更になる場合があります。

相談日　毎月第 1・第 3火曜日
時間　10：00～11：30
場所　市役所本館２階・正面エレベーター横
対象者　市内在住の 60歳以上の方

日時　毎月第2火曜日　18：00～21：00（要予約）
場所　市消防本部（2階講堂）　　
参加費　無料
内容　心肺蘇生法、AEDの使用方法など
定員　30名
参加資格　市内在住、在勤、在学の中学生以上

　基本の「さ・し・す・せ・そ」から、簡単に出来る

イタリアンまでマスターしませんか？

日時　6月 13日（土）・20（土）・27日（土）
　　　全 3回　11：00～14：00
場所　中央公民館 調理室（2階）
定員　16名（市内在住・在勤の方）
教材費　2,000 円前後

　庭はなくても、プランターでフレッシュな野菜作り！

日時　6月 1日（月）・3日（水）・5日（金）
　　　全 3回　10：00～12：00
場所　中央公民館 研修室②（3階）
　　　農家見学ほか
定員　10名（市内在住・在勤の方）
教材費　1,500 円前後

　表計算、グラフ作成等エクセルの機能を学習します。

日時　6月1日（月）・3日（水）・5日（金）・8日（月）・10日（水）
　　　12日（金）　全6回　19：00～21：00
場所　中央公民館 研修室①（3階）
定員　20名（市内在住・在勤の方）　
教材費　1,000 円前後 

情報掲示板FM２１（76.8MHZ）
毎週金曜日 　 AM10:20～10:30
FMニライ（79.2MHZ）
毎週土・日曜日 AM9:40～10:00

問合せ：中央公民館　☎893-4457

問合せ：市老人福祉センター　☎893-6400

申込み・問合せ：市民協働推進課 平和・男女共同係　☎893-4411　内線423

問合せ：消防本部警防課　☎896-2548

問合せ：市シルバー人材センター ☎893-6828

問合せ：市シルバー人材センター（新城2-4-11）
☎893‐６８２８

申込期間　5月8日（金）～13日（水）（9時～17時。火曜除く）　
　　　　　応募者多数の場合、抽選を行い5月15日（金）以降発表
　　　　　（電話問合せ、中央公民館掲示板、市ホームページにて）。
受 講 料　無料
申込方法　中央公民館に来館し、直接お申し込みください。
　　　　　※電話でのお申込みはできません。

中央公民館　6月講座受講生募集

普通救命講習

問合せ：中央公民館　☎893-4436

中央公民館登録サークルのご紹介

市報配布に関するお知らせ

シルバー就業相談窓口開設

～あなたは愛する人を救えますか～

３．独身～パパのクッキング

２．プランターの小さな菜園

１．エクセル入門講座

　「市報ぎのわん」は、全世帯配布を
行っています。
　全世帯へ市報の配布が完全に行え
るよう努めていますが、ご自宅へ配
布されない場合や、二重に配布され
るということがありましたら下記ま
でご連絡ください。

　中央公民館では、平成27年度
の定期利用団体（サークル）とし
て60団体を認定しました。琉舞
や民謡、リトミック、書道、水彩
画など多種多様なサークルが活
動していますので、サークルへ
の加入はもちろん、イベントの
余興や慰問、講座の講師などに
是非ご活用ください。詳しくは
中央公民館まで。

問合せ：宜野湾市育英会（教育委員会総務課内）
☎892-8280

宜野湾市育英会へのご寄付のお願い
　宜野湾市育英会では、経済的理由により就学困難な学
生に奨学資金を貸与し、将来社会に貢献しうる有能な人
材の育成に努めております。
　つきましては、本事業の趣旨をご理解いただき、個人及
び法人・団体の皆様のご支援、ご協力を賜りますようお願
い申し上げます。
　寄付は随時お受けしております。

問合せ：市民生活課  ☎893-4411  内線438

困ったら 一人で悩まず 行政なんでも相談
　毎月各公民館にて、行政相談
員による巡回行政相談を行って
います。行政サービスや手続き
について困っていることや、ど
こに相談していいのかわからな
いことなど、お気軽にご利用く
ださい。

問合せ：税務課  ☎893-4411  内線230・231

土地および家屋の価格等縦覧帳簿の縦覧
　平成27年度の土地および家屋の価格等縦覧帳簿を下
記のとおり縦覧に供しますので、関係各位にお知らせし
ます。
縦覧期間　4月1日（水）～4月30日（木） 土・日・祝日を除く
時間　8：30～17：15（12：00～13：00除く）
該当者
　市内に土地・家屋を所有する者、納税管理人およびこれ
らの代理人
（代理人は、所有者からの委任状が必要となります）
（注）本人確認のため、納税通知書または身分証明書（運転
免許証等）をご持参ください。

　（公社）宜野湾市シルバー人材センターでは、下記の
日程において会員募集ならびに就業相談を行っておりま
す。お気軽にお越しください。

※上記日程以外でも、シルバー人材センターにて随時相
談を受け付けています（平日 8時半～17時）。

宜野湾市からのお知らせ、行政情報

中国・厦門市への留学生を募集します！
アモイ

　本市の海外友好都市である中国福建省厦門市の市立大学に 1年間留学生を派遣し、国際的視野を持った人材の育成を
図ることを目的に留学希望者を募集します。

中国・厦門市への留学生を募集します！
アモイ

情報掲示板

曜

月

水

火

講座名 開講 時間 定員
9：30～11：30
9：30～11：30
12：00～14：00
9：30～11：30
9：30～11：30
10：00～12：00
13：00～15：00
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
15：00～17：00
14：30～16：30

6月1日

6月2日

6月3日

5月27日

曜

木

金

講座名 開講 時間 定員
ちぎり絵
陶芸
歌謡カラオケ
うたごえ
フラダンス
パッチワーク
気功・太極拳
民謡三味線
詩吟
自分史の作り方

9：30～11：30
9：30～11：30
12：00～14：00
14：00～16：00
15：00～17：00
9：30～11：30
12：00～14：00
12：00～14：00
14：00～16：00
15：00～17：00

6月4日

6月5日

絵画（油絵）
書道
社交ダンス
古典音楽三線
ウクレレ
生け花
琉舞
大正琴
紙手紙
水彩画
オカリナ
民謡カラオケ

20
20
50
30
20
20
30
15
20
30
15
100

20
20
100
30
30
20
50
30
20
20
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応募資格　満18歳以上、満40歳以下で、高校卒業以上の学歴を有する者
　　　　　平成27年4月1日現在において宜野湾市に1年以上住所を有する者
　　　　　心身ともに健康な者、日本国籍を有する者
派遣人員　1名
留学期間　1年間（平成27年9月～平成28年8月まで）
　　　　　　　※出発は9月上旬を予定
派遣先　厦門市立厦門理工学院
内　容　中国語の習得、中国の歴史・文化を学ぶ
補助額　大学授業料および往復旅費の全額、寮費の半額を市が負担
募集期間　4月10日（金）～5月27日（水）　8：30～17：15 （土・日曜日、祝日を除く）
提出書類　申請書（窓口・市ＨＰにて配布）、住民票抄本（本籍記載のもの）、証明写真（申請書に貼付）、
　　　　　最終学歴の卒業証明書または卒業証書（写）。留学決定者は、誓約書・健康診断書・履歴書
提出先　市民協働推進課 平和・男女共同係
選考試験　5月31日（日）　作文および面接試験　　結果発表　6月上旬予定。受験者へ通知
※募集要項等の詳細については、市ホームページ（http://www.city.ginowan.okinawa.jp/）にてご確認いただけます。

左記の条件を
すべてみたす者

中国・厦門市 厦門理工学院

★今後の予定★
4月16日（木） 嘉数ハイツ公民館
5月18日（月） 上大謝名公民館 14:00～16:00

平成 27年度　市老人福祉センター教養講座　受講生募集

対象　市内在住の60歳以上の方　場所　市老人福祉センター　受講料　無料（教材等は実費負担）　回数　計10回
申込期間　5月11日（月）～22日（金）　市老人福祉センターで受付。お申込み先着順です。
備考　所定の申込用紙にて直接お申込みください。本人以外のお申込み、電話でのお申込みは受付できません。
　　　開催時間については、変更になる場合があります。

相談日　毎月第 1・第 3火曜日
時間　10：00～11：30
場所　市役所本館２階・正面エレベーター横
対象者　市内在住の 60歳以上の方

日時　毎月第2火曜日　18：00～21：00（要予約）
場所　市消防本部（2階講堂）　　
参加費　無料
内容　心肺蘇生法、AEDの使用方法など
定員　30名
参加資格　市内在住、在勤、在学の中学生以上

　基本の「さ・し・す・せ・そ」から、簡単に出来る

イタリアンまでマスターしませんか？

日時　6月 13日（土）・20（土）・27日（土）
　　　全 3回　11：00～14：00
場所　中央公民館 調理室（2階）
定員　16名（市内在住・在勤の方）
教材費　2,000 円前後

　庭はなくても、プランターでフレッシュな野菜作り！

日時　6月 1日（月）・3日（水）・5日（金）
　　　全 3回　10：00～12：00
場所　中央公民館 研修室②（3階）
　　　農家見学ほか
定員　10名（市内在住・在勤の方）
教材費　1,500 円前後

　表計算、グラフ作成等エクセルの機能を学習します。

日時　6月1日（月）・3日（水）・5日（金）・8日（月）・10日（水）
　　　12日（金）　全6回　19：00～21：00
場所　中央公民館 研修室①（3階）
定員　20名（市内在住・在勤の方）　
教材費　1,000 円前後 

情報掲示板FM２１（76.8MHZ）
毎週金曜日 　 AM10:20～10:30
FMニライ（79.2MHZ）
毎週土・日曜日 AM9:40～10:00

問合せ：中央公民館　☎893-4457

問合せ：市老人福祉センター　☎893-6400

申込み・問合せ：市民協働推進課 平和・男女共同係　☎893-4411　内線423

問合せ：消防本部警防課　☎896-2548

問合せ：市シルバー人材センター ☎893-6828

問合せ：市シルバー人材センター（新城2-4-11）
☎893‐６８２８

申込期間　5月8日（金）～13日（水）（9時～17時。火曜除く）　
　　　　　応募者多数の場合、抽選を行い5月15日（金）以降発表
　　　　　（電話問合せ、中央公民館掲示板、市ホームページにて）。
受 講 料　無料
申込方法　中央公民館に来館し、直接お申し込みください。
　　　　　※電話でのお申込みはできません。

中央公民館　6月講座受講生募集

普通救命講習

問合せ：中央公民館　☎893-4436

中央公民館登録サークルのご紹介

市報配布に関するお知らせ

シルバー就業相談窓口開設

～あなたは愛する人を救えますか～

３．独身～パパのクッキング

２．プランターの小さな菜園

１．エクセル入門講座

　「市報ぎのわん」は、全世帯配布を
行っています。
　全世帯へ市報の配布が完全に行え
るよう努めていますが、ご自宅へ配
布されない場合や、二重に配布され
るということがありましたら下記ま
でご連絡ください。

　中央公民館では、平成27年度
の定期利用団体（サークル）とし
て60団体を認定しました。琉舞
や民謡、リトミック、書道、水彩
画など多種多様なサークルが活
動していますので、サークルへ
の加入はもちろん、イベントの
余興や慰問、講座の講師などに
是非ご活用ください。詳しくは
中央公民館まで。

問合せ：宜野湾市育英会（教育委員会総務課内）
☎892-8280

宜野湾市育英会へのご寄付のお願い
　宜野湾市育英会では、経済的理由により就学困難な学
生に奨学資金を貸与し、将来社会に貢献しうる有能な人
材の育成に努めております。
　つきましては、本事業の趣旨をご理解いただき、個人及
び法人・団体の皆様のご支援、ご協力を賜りますようお願
い申し上げます。
　寄付は随時お受けしております。

問合せ：市民生活課  ☎893-4411  内線438

困ったら 一人で悩まず 行政なんでも相談
　毎月各公民館にて、行政相談
員による巡回行政相談を行って
います。行政サービスや手続き
について困っていることや、ど
こに相談していいのかわからな
いことなど、お気軽にご利用く
ださい。

問合せ：税務課  ☎893-4411  内線230・231

土地および家屋の価格等縦覧帳簿の縦覧
　平成27年度の土地および家屋の価格等縦覧帳簿を下
記のとおり縦覧に供しますので、関係各位にお知らせし
ます。
縦覧期間　4月1日（水）～4月30日（木） 土・日・祝日を除く
時間　8：30～17：15（12：00～13：00除く）
該当者
　市内に土地・家屋を所有する者、納税管理人およびこれ
らの代理人
（代理人は、所有者からの委任状が必要となります）
（注）本人確認のため、納税通知書または身分証明書（運転
免許証等）をご持参ください。

　（公社）宜野湾市シルバー人材センターでは、下記の
日程において会員募集ならびに就業相談を行っておりま
す。お気軽にお越しください。

※上記日程以外でも、シルバー人材センターにて随時相
談を受け付けています（平日 8時半～17時）。

宜野湾市からのお知らせ、行政情報

中国・厦門市への留学生を募集します！
アモイ

　本市の海外友好都市である中国福建省厦門市の市立大学に 1年間留学生を派遣し、国際的視野を持った人材の育成を
図ることを目的に留学希望者を募集します。

中国・厦門市への留学生を募集します！
アモイ

情報掲示板

曜

月

水

火

講座名 開講 時間 定員
9：30～11：30
9：30～11：30
12：00～14：00
9：30～11：30
9：30～11：30
10：00～12：00
13：00～15：00
13：00～15：00
9：30～11：30
13：00～15：00
15：00～17：00
14：30～16：30

6月1日

6月2日

6月3日

5月27日

曜

木

金

講座名 開講 時間 定員
ちぎり絵
陶芸
歌謡カラオケ
うたごえ
フラダンス
パッチワーク
気功・太極拳
民謡三味線
詩吟
自分史の作り方

9：30～11：30
9：30～11：30
12：00～14：00
14：00～16：00
15：00～17：00
9：30～11：30
12：00～14：00
12：00～14：00
14：00～16：00
15：00～17：00

6月4日

6月5日

絵画（油絵）
書道
社交ダンス
古典音楽三線
ウクレレ
生け花
琉舞
大正琴
紙手紙
水彩画
オカリナ
民謡カラオケ

20
20
50
30
20
20
30
15
20
30
15
100

20
20
100
30
30
20
50
30
20
20
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市への寄付者

市社会福祉協議会への寄付者 1 892 -6525

市育英会への寄付者

寄
付

香
典
返
し

合　　　　計
46,958 人（－186人）
96,453 人（－314人） 

男
計 （－24）41,205

女  49,495 人（－128人） 
世帯数

人口と世帯数（平成27年3月末）（　）は前月比　
日本人

46,412 人（－181人）
49,050 人（－136人）
95,462 人（－317人）
40,822　（－26）

男
女
計
世帯数

546 人
445 人
991 人
383

（－5人）
（＋8人）
（＋3人）
（＋2）

男
女
計
世帯数

外国人

市民会館ガイド　（5月） 1 893－4433 
◆沖縄芝居公演
　10日（日）　開演 13時　入場料　2,500円（前売 2,000円）　
　　　　　　問合せ：劇団群星（代表：宮里）　☎090-3013-8291
◆琉球古典音楽野村流保存会 60周年記念公演
　24日（日）　開演 14時、18時　入場料　2,000円
　　　　　　問合せ：琉球古典音楽野村流保存会　☎892-4605

海浜公園ガイド（5月）　 1 897 -2751 

体育館

体育館

庭球場

野球場

多目的
広場

体育館
会議室

体育館

体育館
体育館
体育館
庭球場

多目的広場

体育館

県バドミントン
協会

県バドミントン
協会

市スポ少
県野球連盟
中部南支部

市スポ少

生涯学習課

専門学校那覇
日経ビジネス
マーシー保育園

市体協
大謝名児童センター

市体育協
市スポ少
白蓮会館
沖縄支部

総合ダブルス
バドミントン大会

県中学生ヨネックス杯
バドミントン大会

第50回ジュニア交流大会

第67回夏季軟式野球大会

第37回全日本
少年サッカー地区大会

リンパマッサージ
テーピング教室

専門学校那覇日経ビジネス
新入生歓迎球技大会

マーシー保育園 園外保育
会長杯バレーボール大会

市内５館交流会
市ソフトテニス選手権大会
第９回市フットサル強化大会

全沖縄空手道選手権大会

2日（土）・3日（日）

9日（土）

9日（土）

9日（土）・10日（日）

9日（土）・17日（日）

13日（水）・14日（木）
20日（水）・21日（木）
27日（水）・28日（木）

15日（金）

16日（土）
17日（日）
23日（土）
24日（日）

30日（土）・31日（日）

31日（日）

相談案内（お気軽に相談してください。）

●株式会社沖縄計測　様　沖縄市在

●福島工業株式会社沖縄支店　様　大謝名在　2万円
●日商事務機　様　我如古在　3万円
●はごろもパークマネジメント　様　真志喜在　69,831円

情報掲示板

宜野湾市役所では臨時職員（登録制）を募集しております！

問合せ：人事課　☎893-4411　内線327・328

問合せ：環境対策課　☎893-4411　内線487

問合せ：日本非核宣言自治体協議会事務局
（長崎市平和推進課内）  ☎095-844-9923

排水設備の点検・清掃の
不審業者にご注意ください！

原爆や平和について考えてみませんか？
～親子記者事業参加募集～

募集人数　若干名（欠員状況により随時採用）
就業場所　市役所・市教育委員会および各関係機関
業務内容　データ入力処理、窓口業務、書類整理、
　　　　　電話応対等（業務内容は職場により異なります）
任用期間　採用の日から 6カ月以内（更新の可能性あり）
勤務時間　8：30～ 17：15
　　　　　（勤務先により変動する場合あり）
休日　土日・祝日
給与　日額 6,200 円（通勤費用、各種保険有）
資格等　Word や Excel などの基本ソフトの入力ができる方

　小学生とその保護者が記者となり、8月9日の長崎原
爆犠牲者慰霊平和祈念式典等の被爆地を取材することに
より、核兵器廃絶と平和の願いの継承を図ります。
場所　長崎市内
期間　8月8日(土) ～ 8月11日(火)
募集人員　18人
（小学4年生以上1人とその保護者1人を全国で9組）
応募締切　5月13日(水)
＊詳しくは、ＨＰ（http://www.nucfreejapan.com）を
ご覧ください。

　最近、「無料点検します」「市から委託されました」な
どと称し個別訪問を行い、排水設備の点検・清掃を勧め
てくる業者がいるそうです。宜野湾市では、ご依頼のない
限り宅内の排水設備の点検等は一切行っておりません。
また、業者への委託も行っておりません。
　市から委託されたと説明があった場合は、会社名を下
水道課までご連絡ください。
　また、事実と違う説明をして清掃を勧めたり、詳しい
説明をせず半ば強引に作業を行い、後で高額な料金を請
求したりする場合も考えられますので、ご注意ください。
　排水設備を定期的に清掃することは、管理の上でたい
へん好ましいことですが、多少汚れているからといって、
すぐに清掃する必要があるとは限りません。宅内ますの
ふたをあけて、トイレ・台所からの排水が流れることを、
ご自分の目で確認されることをお勧めします。

もしも、不審な業者が訪ねてきたときは…
①業者が訪ねてきたら、身元をよく確かめ、業者が勧め
ても説明をうのみにせず、本当に必要なことかあわて
ずゆっくり考えてみましょう。

②清掃が必要なときでも、作業の内容と費用をよく確認
して、あわてて申込書や契約書にサインをしたり印鑑
を押さないようにしましょう。

③訪問した業者以外にも複数の業者からも見積もりを
とって、比較してから決めるようにしましょう。

④万が一、清掃・修繕が終わり訪問業者に代金を支払っ
ても、クーリングオフ等による契約解除ができる場合
があります。

応募方法
　履歴書を宜野湾市役所人事課へご持参もしくは郵送し
てください（登録受付）。
　臨時職員採用の必要が生じた場合、登録者の中から各
課担当者が書類選考の上、直接、面接等のご連絡を差し
上げます。
　登録された履歴書の有効期間は、受付日から1年間です。
※履歴書の返却はいたしません。また、名簿への登録は
採用を保障するものではありませんので、ご了承くだ
さい。

排水設備に関する問合せ
下水道課　☎893-4411　内線536
クーリングオフに関する問合せ

市民生活課　☎893-4411　内線433

臨時職員募集案内

☎ 892 -8280
●宮城 肇　様　志真志在
　故　宮城 美紗子　様　10万円

香
典
返
し

●呉屋 信一　様　喜友名在
　故　呉屋 眞助　様　10万円
●清水スミ子 様　真栄原在
　故　清水 久乃　様　10万円

『基地被害110番』☎893-4400　※24時間体制で留守番電話が対応します。　　基地政策部基地渉外課

 宜野湾市一般廃棄物処理手数料徴収事務委託要綱第７条
に基づき下記の事業者を指定しましたので、公表いたします。

家庭・児童・女性相談に関しては
●女性相談（福祉・ＤＶなど）…………… ☎893-4411（代）
　相談日：月～金曜日　10時15分～ 17時　　   （内線180）
　場　所：市役所児童家庭課
●女性（一般）相談 ………………………… ☎896-1215
　相談日：月～金曜日　8時30分～ 17時　
　場　所：人材育成交流センターめぶき
●家庭児童相談室 …………………………… ☎893-4411（代）
　相談日：月～金曜日　10時15分～ 17時（内線284・280）
　場　所：市役所児童家庭課
●おきなわ子ども虐待ホットライン……… ☎886-2900
　相談日：月～金曜日　17時30分～翌日8時30分
　土曜・祝祭日は終日受付　

福祉相談に関しては
●生活の困りごと相談 ………… ☎893-4411（代) （内線104）
　相談日：月～金曜日　9～17時　場所：市役所生活福祉課
●ふれあい相談室 …………………………… ☎896-2020 
　相談日：月～金曜日　9～16時　場所：社会福祉協議会

法律相談に関しては
●無料法律相談（事前予約）（市民対象）… ☎893-4411（代）
　相談日：毎週水・金曜日13時30分～15時30分　（内線438）
　毎月第2火曜日　13時30分～ 16時30分
　場　所：市役所市民生活課
　※予約状況については事前にお問い合わせください。

市民相談に関しては
●市民相談（市民対象） …………………… ☎893-4411（代）
　相談日：月～金曜日　10時～ 16時　　　　　 （内線438）
　場　所：市役所市民生活課
●消費生活相談（市民対象） ……………… ☎893-4411（代）
　相談日：月～金曜日　10時～ 16時　　　　　 （内線433）
　場　所：市役所市民生活課
●行政相談 …………………………………… ☎892-3024
相談日：毎月第4木曜日　14時～ 16時 … ☎892-3802
場　所：市役所2階　行政相談室 ………… ☎898-2025
●人権困りごと相談所 ……………………… ☎893-4411（代）
相談日：毎月第3木曜日　13時30分～16時30分   （内線438）
場　所：市役所市民生活課　　予約不要
●不動産無料相談（事前予約） …………… ☎893-4411（代）
相談日：毎月第4火曜日　13時30分～15時30分   （内線433）
場　所：市役所2階　行政相談室

教育相談に関しては
●青少年サポートセンター ………………… ☎892-4732
　相談日：月～金曜日　9時30分～16時 … ☎893-5073
　場　所：市役所2階及びはごろも学習センター

職業相談に関しては
●地域職業相談室 …………………………… ☎893-5588
　相談日：月～金曜日　8時30分～ 17時
　場　所：市役所玄関前

寄
付

宜野湾市指定ごみ袋等の手数料徴収指定店の指定

広告掲載に関する問合せは、㈲金城印刷　☎995-0001広　  告

1

2

3

4

5

新垣商店

有限会社協栄商事

株式会社ジーマックス

株式会社みつわ産業

株式会社Pａｌｔａｃ沖縄支店

新 垣　康 一

大 城　康 嗣

儀 間　良 章

與那嶺  達啓

松 浦　洋 史

宜野湾市喜友名2丁目17番6号

浦添市牧港1丁目50番13号

浦添市西洲2丁目3番地2

那覇市識名1169番地

うるま市州崎12番地96

販売指定店名 代 表 者 所　在　地 指定期間

平成27年
4月1日～
平成29年
3月31日

株式会社

本社  沖縄県糸満市西崎町４丁目16番地の14 ☎（098）992-3306

山城石油
サンセール
糸満市潮平772-1

潮　平
サンセール
糸満市照屋1192-1

照　屋

サンセール
那覇市小禄931-3

宇栄原

サンセール
浦添市前田1623-1

前　田
サンセール
北中城村和仁屋189-3

和仁屋

サンセール
浦添市屋富祖1丁目1番地2号

屋富祖

サンセール
宜野湾市大山3丁目5番5号

大　山
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市への寄付者

市社会福祉協議会への寄付者 1 892 -6525

市育英会への寄付者

寄
付

香
典
返
し

合　　　　計
46,958 人（－186人）
96,453 人（－314人） 

男
計 （－24）41,205

女  49,495 人（－128人） 
世帯数

人口と世帯数（平成27年3月末）（　）は前月比　
日本人

46,412 人（－181人）
49,050 人（－136人）
95,462 人（－317人）
40,822　（－26）

男
女
計
世帯数

546 人
445 人
991 人
383

（－5人）
（＋8人）
（＋3人）
（＋2）

男
女
計
世帯数

外国人

市民会館ガイド　（5月） 1 893－4433 
◆沖縄芝居公演
　10日（日）　開演 13時　入場料　2,500円（前売 2,000円）　
　　　　　　問合せ：劇団群星（代表：宮里）　☎090-3013-8291
◆琉球古典音楽野村流保存会 60周年記念公演
　24日（日）　開演 14時、18時　入場料　2,000円
　　　　　　問合せ：琉球古典音楽野村流保存会　☎892-4605

海浜公園ガイド（5月）　 1 897 -2751 

体育館

体育館

庭球場

野球場

多目的
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体育館
会議室

体育館

体育館
体育館
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体育館

県バドミントン
協会

県バドミントン
協会

市スポ少
県野球連盟
中部南支部

市スポ少

生涯学習課

専門学校那覇
日経ビジネス
マーシー保育園

市体協
大謝名児童センター

市体育協
市スポ少
白蓮会館
沖縄支部

総合ダブルス
バドミントン大会

県中学生ヨネックス杯
バドミントン大会

第50回ジュニア交流大会

第67回夏季軟式野球大会

第37回全日本
少年サッカー地区大会

リンパマッサージ
テーピング教室

専門学校那覇日経ビジネス
新入生歓迎球技大会

マーシー保育園 園外保育
会長杯バレーボール大会

市内５館交流会
市ソフトテニス選手権大会
第９回市フットサル強化大会

全沖縄空手道選手権大会

2日（土）・3日（日）

9日（土）

9日（土）

9日（土）・10日（日）

9日（土）・17日（日）

13日（水）・14日（木）
20日（水）・21日（木）
27日（水）・28日（木）

15日（金）

16日（土）
17日（日）
23日（土）
24日（日）

30日（土）・31日（日）

31日（日）

相談案内（お気軽に相談してください。）

●株式会社沖縄計測　様　沖縄市在

●福島工業株式会社沖縄支店　様　大謝名在　2万円
●日商事務機　様　我如古在　3万円
●はごろもパークマネジメント　様　真志喜在　69,831円

情報掲示板

宜野湾市役所では臨時職員（登録制）を募集しております！

問合せ：人事課　☎893-4411　内線327・328

問合せ：環境対策課　☎893-4411　内線487

問合せ：日本非核宣言自治体協議会事務局
（長崎市平和推進課内）  ☎095-844-9923

排水設備の点検・清掃の
不審業者にご注意ください！

原爆や平和について考えてみませんか？
～親子記者事業参加募集～

募集人数　若干名（欠員状況により随時採用）
就業場所　市役所・市教育委員会および各関係機関
業務内容　データ入力処理、窓口業務、書類整理、
　　　　　電話応対等（業務内容は職場により異なります）
任用期間　採用の日から 6カ月以内（更新の可能性あり）
勤務時間　8：30～ 17：15
　　　　　（勤務先により変動する場合あり）
休日　土日・祝日
給与　日額 6,200 円（通勤費用、各種保険有）
資格等　Word や Excel などの基本ソフトの入力ができる方

　小学生とその保護者が記者となり、8月9日の長崎原
爆犠牲者慰霊平和祈念式典等の被爆地を取材することに
より、核兵器廃絶と平和の願いの継承を図ります。
場所　長崎市内
期間　8月8日(土) ～ 8月11日(火)
募集人員　18人
（小学4年生以上1人とその保護者1人を全国で9組）
応募締切　5月13日(水)
＊詳しくは、ＨＰ（http://www.nucfreejapan.com）を
ご覧ください。

　最近、「無料点検します」「市から委託されました」な
どと称し個別訪問を行い、排水設備の点検・清掃を勧め
てくる業者がいるそうです。宜野湾市では、ご依頼のない
限り宅内の排水設備の点検等は一切行っておりません。
また、業者への委託も行っておりません。
　市から委託されたと説明があった場合は、会社名を下
水道課までご連絡ください。
　また、事実と違う説明をして清掃を勧めたり、詳しい
説明をせず半ば強引に作業を行い、後で高額な料金を請
求したりする場合も考えられますので、ご注意ください。
　排水設備を定期的に清掃することは、管理の上でたい
へん好ましいことですが、多少汚れているからといって、
すぐに清掃する必要があるとは限りません。宅内ますの
ふたをあけて、トイレ・台所からの排水が流れることを、
ご自分の目で確認されることをお勧めします。

もしも、不審な業者が訪ねてきたときは…
①業者が訪ねてきたら、身元をよく確かめ、業者が勧め
ても説明をうのみにせず、本当に必要なことかあわて
ずゆっくり考えてみましょう。

②清掃が必要なときでも、作業の内容と費用をよく確認
して、あわてて申込書や契約書にサインをしたり印鑑
を押さないようにしましょう。

③訪問した業者以外にも複数の業者からも見積もりを
とって、比較してから決めるようにしましょう。

④万が一、清掃・修繕が終わり訪問業者に代金を支払っ
ても、クーリングオフ等による契約解除ができる場合
があります。

応募方法
　履歴書を宜野湾市役所人事課へご持参もしくは郵送し
てください（登録受付）。
　臨時職員採用の必要が生じた場合、登録者の中から各
課担当者が書類選考の上、直接、面接等のご連絡を差し
上げます。
　登録された履歴書の有効期間は、受付日から1年間です。
※履歴書の返却はいたしません。また、名簿への登録は
採用を保障するものではありませんので、ご了承くだ
さい。

排水設備に関する問合せ
下水道課　☎893-4411　内線536
クーリングオフに関する問合せ

市民生活課　☎893-4411　内線433

臨時職員募集案内

☎ 892 -8280
●宮城 肇　様　志真志在
　故　宮城 美紗子　様　10万円
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●呉屋 信一　様　喜友名在
　故　呉屋 眞助　様　10万円
●清水スミ子 様　真栄原在
　故　清水 久乃　様　10万円

『基地被害110番』☎893-4400　※24時間体制で留守番電話が対応します。　　基地政策部基地渉外課

 宜野湾市一般廃棄物処理手数料徴収事務委託要綱第７条
に基づき下記の事業者を指定しましたので、公表いたします。

家庭・児童・女性相談に関しては
●女性相談（福祉・ＤＶなど）…………… ☎893-4411（代）
　相談日：月～金曜日　10時15分～ 17時　　   （内線180）
　場　所：市役所児童家庭課
●女性（一般）相談 ………………………… ☎896-1215
　相談日：月～金曜日　8時30分～ 17時　
　場　所：人材育成交流センターめぶき
●家庭児童相談室 …………………………… ☎893-4411（代）
　相談日：月～金曜日　10時15分～ 17時（内線284・280）
　場　所：市役所児童家庭課
●おきなわ子ども虐待ホットライン……… ☎886-2900
　相談日：月～金曜日　17時30分～翌日8時30分
　土曜・祝祭日は終日受付　

福祉相談に関しては
●生活の困りごと相談 ………… ☎893-4411（代) （内線104）
　相談日：月～金曜日　9～17時　場所：市役所生活福祉課
●ふれあい相談室 …………………………… ☎896-2020 
　相談日：月～金曜日　9～16時　場所：社会福祉協議会

法律相談に関しては
●無料法律相談（事前予約）（市民対象）… ☎893-4411（代）
　相談日：毎週水・金曜日13時30分～15時30分　（内線438）
　毎月第2火曜日　13時30分～ 16時30分
　場　所：市役所市民生活課
　※予約状況については事前にお問い合わせください。

市民相談に関しては
●市民相談（市民対象） …………………… ☎893-4411（代）
　相談日：月～金曜日　10時～ 16時　　　　　 （内線438）
　場　所：市役所市民生活課
●消費生活相談（市民対象） ……………… ☎893-4411（代）
　相談日：月～金曜日　10時～ 16時　　　　　 （内線433）
　場　所：市役所市民生活課
●行政相談 …………………………………… ☎892-3024
相談日：毎月第4木曜日　14時～ 16時 … ☎892-3802
場　所：市役所2階　行政相談室 ………… ☎898-2025
●人権困りごと相談所 ……………………… ☎893-4411（代）
相談日：毎月第3木曜日　13時30分～16時30分   （内線438）
場　所：市役所市民生活課　　予約不要
●不動産無料相談（事前予約） …………… ☎893-4411（代）
相談日：毎月第4火曜日　13時30分～15時30分   （内線433）
場　所：市役所2階　行政相談室

教育相談に関しては
●青少年サポートセンター ………………… ☎892-4732
　相談日：月～金曜日　9時30分～16時 … ☎893-5073
　場　所：市役所2階及びはごろも学習センター

職業相談に関しては
●地域職業相談室 …………………………… ☎893-5588
　相談日：月～金曜日　8時30分～ 17時
　場　所：市役所玄関前
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宜野湾市指定ごみ袋等の手数料徴収指定店の指定

販売指定店名 代 表 者 所　在　地 指定期間

平成27年
4月1日～
平成29年
3月31日



2回目 5月31日（日）2回目 5月31日（日）

4回目 6月14日（日）4回目 6月14日（日）3回目 6月7日（日）3回目 6月7日（日）
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愛犬の登録と狂犬病予防注射を受けさせましょう

1回目
実施場所 実施時間

  9：10 ～ 10：10
10：30 ～ 11：30
13：00 ～ 14：00
14：20 ～ 15：20
15：40 ～ 16：40

※大山区は旧公民館跡地で行います。
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今月の主な内容

市政トピックス
　平成27年度施政方針
市税等納期カレンダー
Photo News
　中学校卒業式 

　生後91日以上の犬は、狂犬病予防法により、市への登録と毎年１回の狂犬病
予防注射を受けさせることが義務付けられています。また、鑑札と注射済票は、
必ず犬の首輪に付けておかなければなりません。登録と狂犬病予防注射を行い、
飼い主の責任を果たしましょう。

問合せ：環境対策課　☎８９３-４４１１　内線４５１

※平成26年度より注射料金の値段が変更されて
います。金額を確認してつり銭のないように
ご準備ください。

☆集合注射でのお願い☆

環境対策課からのお願い
　愛犬の「死亡・行方不明・所在変更・譲渡」等がある場合は抹消手続き
または変更手続きが必要ですので環境対策課までご連絡ください。

１．事故を防ぐため、犬を抑える事ができる方が連れて来てください（咬
み癖のある犬は必ず「口輪」を装着してください）。

２．体調が悪い犬や注射を嫌がる傾向の犬は、動物病院での注射をお願
いします。獣医師に相談してください。

３．犬の糞尿は飼い主が片付けて下さい（ビニール袋やちり紙などを持参
してください）。

４．注射前後２～３日は激しい運動やシャンプー等は控えるようにしてく
ださい。

５．問診票（ハガキに記載）は事前に記入してください。
　※継続接種の場合のみ、新規の場合は会場にて確認ください。

5月24日（日）1回目 5月24日（日）
中 原 公 民 館
愛 知 公 民 館
長 田 公 民 館
宜 野 湾 公 民 館
我 如 古 公 民 館

実施場所 実施時間
  9：10 ～ 10：00
10：15 ～ 10：45
11：00 ～ 11：30
13：00 ～ 13：40
14：00 ～ 14：30
14：50 ～ 15：20
15：40 ～ 16：40

野 嵩 １ 区公民館
野嵩２区公民館
野嵩３区公民館
普天間１区公民館
普天間２区公民館
普天間３区公民館
新 城 公 民 館

実施場所 実施時間
  9：10 ～ 10：10
10：30 ～ 11：30
13：00 ～ 14：00
14：20 ～ 15：20
15：40 ～ 16：40

大 謝 名 公 民 館
上大謝名公民館
嘉数ハイツ公民館
嘉 数 公 民 館
真 栄 原 公 民 館

実施場所 実施時間
  9：10 ～ 10：00
10：30 ～ 11：30
13：00 ～ 14：00
14：20 ～ 15：20
15：40 ～ 16：40

喜 友 名 公 民 館
伊 佐 公 民 館
※大 山 旧 公 民 館
真 志 喜 公 民 館
宇 地 泊 公 民 館

登 録 手 数 料

予防注射手数料

注射済票手数料

犬の鑑札再発行

注射済票再交付

¥3,000
¥2,650
¥550

¥3,200注射手数料

《新規登録の手数料内訳》
（新規登録の方は￥6,200）

《再交付手数料》
¥1,600
¥340

★平成27年度　狂犬病予防集合注射　日程表★
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